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第１章  

調査の概要 
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第１節 調査の概要 

１ 調査の目的 

 この調査は、市民の健康づくりに対する意識や取り組みの状況等を把握し、「第 2 次いき

いき新座 21 プラン」策定の基礎資料とすることを目的に実施しました。 

 

２ 調査対象者 

 市内在住の２０歳以上の者から等間隔無作為法により抽出した人（3,000 人） 

 

３ 調査方法及び調査期間 

 調査方法：郵送配布・郵送回収 

 調査期間：平成 26 年４月 25 日（金）～５月９日（金） 

 ※対象者全員に対し、勧奨を兼ねた礼状を５月９日（金）に発送しました。 

 

４ 回収結果 

 対象者数 ：3,000 人 

 有効回収数：1,180 人 

 有効回収率：39.3％ 

 

５ 報告書を見る際の留意点 

（1）回答率について 

①比率はすべて百分率で表し、小数点以下第 2 位を四捨五入して算出しました。このため、

比率の合計は 100％を上下することがあります。 

②一人の回答者が２つ以上の回答をすることができる設問（複数回答）では、比率の合計

が 100％を上回ることがあります。 

（2）表記について 

 ①図表及び文章中で、選択肢を一部省略して用いています。 

②文章中で選択肢を引用する場合は「 」を用いています。また、いくつかの選択肢を合

わせて一つのまとまりとする場合は“ ”で囲んで表記しています。 

（3）地区区分について 

 この調査では、居住地区（問 5）を次のとおり区分しています。 
 

区分名 含まれる地区 

東部第一地区 池田・道場・片山・野寺 

東部第二地区 畑中・馬場・栄・新塚 

西部地区 新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止一～四丁目 

南部地区 石神・栗原・堀ノ内 

北部第一地区 東北・東・野火止五～八丁目 

北部第二地区 中野・大和田・新座・北野 
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第２章  

調査結果の内容 
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第１節 回答者自身の状況について 

1-1 性別（問 1） 

問１ 性別（１つ） 

 「女性」が 57.8％ 

 性別については、「男性」が 41.5％、

「女性」が 57.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 
表  性別 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

男性 490 ( 41.5) 

女性 682 ( 57.8) 

回答しない 2 (  0.2) 

無回答 6 (  0.5) 

 

1-2 年齢（問 2） 

問２ 年齢（平成 26 年 4 月 1 日現在）（１つ） 

 「40～64 歳」が 48.0％ 

 年齢については、「40～64 歳」が

48.0％で最も多く、次いで「65 歳以上」

が 28.0％、「20～39 歳」が 23.6％と

なっています。 

 
表  年齢 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

20～39 歳 279 ( 23.6) 

 29 歳以下   82 (  6.9) 

 30～39 歳  197 ( 16.7) 

40～64 歳 566 ( 48.0) 

 40～49 歳  224 ( 19.0) 

 50～59 歳  199 ( 16.9) 

 60～64 歳  143 ( 12.1) 

65 歳以上 330 ( 28.0) 

 65～69 歳 150 ( 12.7) 

 70 歳以上 180 ( 15.3) 

無回答 5 (  0.4) 

20～39歳
23.6%

40～64歳
48.0%

65歳以上
28.0%

無回答
0.4%

男性
41.5%

女性
57.8%

回答しない
0.2%

無回答
0.5%

図 性別 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

図 年齢 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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1-3 性・年齢（問 1・問 2 を基に作成） 

※問 1・問 2 を基に作成 

 「女性・40～64 歳」が 27.5％ 

 問 1・問 2 を合成し、回答者の性・年

齢別割合をみると、「女性・40～64 歳」

が 27.5％で最も多く、次いで「男性・40

～64 歳」が 20.3％で続いています。 

 

 
表  性・年齢 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

男性・20～39 歳 113 (  9.6) 

男性・40～64 歳 239 ( 20.3) 

男性・65 歳以上 137 ( 11.6) 

女性・20～39 歳 165 ( 14.0) 

女性・40～64 歳 325 ( 27.5) 

女性・65 歳以上 192 ( 16.3) 

無回答 9 (  0.8) 

 

 

1-4 職業（問 3） 

問３ 職業 （主なもの１つに○） 

 「会社員」が 28.6％ 

 職業については、「会社員」が 28.6％

で最も多く、次いで「専業主婦（夫）」が

20.3％、「パート・アルバイト」が 17.6％

で続いています。 

 
表  職業 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

会社員 337 ( 28.6) 

専業主婦（夫） 240 ( 20.3) 

パート・アルバイト 208 ( 17.6) 

無職 195 ( 16.5) 

自営業 74 (  6.3) 

公務員・団体職員 56 (  4.7) 

学生 22 (  1.9) 

その他 41 (  3.5) 

無回答 7 (  0.6) 

 

28.6

20.3

17.6

16.5

6.3

4.7

1.9

3.5

0.6

0 5 10 15 20 25 30

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

無職

自営業

公務員・団体職員

学生

その他

無回答

9.6

20.3

11.6

14.0

27.5

16.3

0.8

0 5 10 15 20 25 30

男性・20～39歳

男性・40～64歳

男性・65歳以上

女性・20～39歳

女性・40～64歳

女性・65歳以上

無回答

図 性・年齢 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

図 職業 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 20～39 歳は「会社員」、「専業主婦（夫）」の割合

が高くなっているのに対し、40～64 歳は「パート・アルバイト」が最も高くなっているな

ど、年齢層による格差が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た職業 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.7

29.7

19.4

1.2

4.8

6.1

9.1

0.0

0.0

28.6

20.3

17.6

6.3

4.7

1.9

16.5

3.5

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

自営業

公務員・団体職員

学生

無職

その他

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

18.5

28.9

37.5

2.5

3.1

0.0

4.6

4.3

0.6

28.6

20.3

17.6

6.3

4.7

1.9

16.5

3.5

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

自営業

公務員・団体職員

学生

無職

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

61.1

0.9

10.6

3.5

8.8

9.7

0.0

4.4

0.9

28.6

20.3

17.6

6.3

4.7

1.9

16.5

3.5

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

自営業

公務員・団体職員

学生

無職

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)

59.8

0.0

3.3

13.4

10.0

0.4

10.0

2.9

0.0

28.6

20.3

17.6

6.3

4.7

1.9

16.5

3.5

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

自営業

公務員・団体職員

学生

無職

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

1.0

49.0

14.1

4.7

0.0

0.0

27.6

3.6

0.0

28.6

20.3

17.6

6.3

4.7

1.9

16.5

3.5

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

自営業

公務員・団体職員

学生

無職

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)

8.8

1.5

5.1

13.1

2.9

0.0

62.8

5.8

0.0

28.6

20.3

17.6

6.3

4.7

1.9

16.5

3.5

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0

会社員

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

自営業

公務員・団体職員

学生

無職

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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1-5 世帯構成（問 4） 

問４ 世帯構成（１つ） 

 「二世代世帯」が 54.7％ 

 世帯構成については、「二世代世帯」が

54.7％で最も多く、次いで「夫婦のみ」

が 28.0％、「ひとり暮らし」が 8.0％と

なっています。 

 

 

 
表  世帯構成 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

ひとり暮らし 94 (  8.0) 

夫婦のみ 330 ( 28.0) 

二世代世帯 645 ( 54.7) 

多世代世帯 52 (  4.4) 

その他 52 (  4.4) 

無回答 7 (  0.6) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに年齢層が高くなるにつれて「夫婦のみ」の

割合が高くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た世帯構成 

 

 

夫婦のみ
28.0%

二世代
世帯
54.7%

その他
4.4%

無回答
0.6%

ひとり
暮らし
8.0%多世代

世帯
4.4%

図 世帯構成 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

5.8

7.1

7.9

8.0

5.5

5.5

14.6

13.3

23.0

52.6

12.7

26.5

41.7

69.0

61.1

32.8

72.1

58.5

33.9

2.1

5.5

3.6

4.2

4.4

7.8

3.4

4.2

2.9

3.3

5.3

0.9

0.4

0.0

0.0

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

ひとり
暮らし

夫婦
のみ

二世代
世帯

多世代
世帯

その他 無回答
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1-6 居住地区（問 5） 

問５ 居住地区（１つ） 

 「北部第１地区」が最も多い 

 居住地区については、「北部第１地区」

が 20.3％で最も多く、次いで「西部地区」

が 19.2％、「北部第２地区」が 18.0％

で続いています。 
※各地区の区分の考え方については、2 ペー

ジを参照してください。 

 
表  居住地区 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

北部第１地区 239 ( 20.3) 

西部地区 226 ( 19.2) 

北部第２地区 212 ( 18.0) 

南部地区 175 ( 14.8) 

東部第２地区 162 ( 13.7) 

東部第１地区 159 ( 13.5) 

無回答 7 (  0.6) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、「北部第２地区」は男性の 20～39 歳で割合が高く、「東部

第 2 地区」は男性、女性ともに 65 歳以上の割合が高くなっているなど、地区による格差が

見られます。 

 
図 性・年齢別に見た居住地区 

 

 

 

20.3

19.2

18.0

14.8

13.7

13.5

0.6

0 5 10 15 20 25

北部第１地区

西部地区

北部第２地区

南部地区

東部第２地区

東部第１地区

無回答

図 居住地区 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

10.6

13.0

14.6

10.3

14.8

16.1

15.0

15.1

11.7

18.2

15.4

13.0

20.4

23.8

14.6

22.4

20.0

18.8

24.8

16.3

21.2

17.6

18.2

14.1

8.0

11.3

18.2

15.8

12.9

17.2

20.4

20.5

19.7

15.8

18.8

19.8 1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

東部第
１地区

東部第
２地区

西部
地区

南部
地区

北部第
１地区

北部第
２地区

無回答
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1-7 体格指数（ＢＭＩ※：問 6） 

※現在の身長及び体重を基に算出 

 「肥満」は 21.9％ 

 現在の身長及び体重から体格指数（ＢＭ

Ｉ）を算出し 3 区分に分類しました。 

 その結果、「標準（18.5～25 未満）」

が 67.0％で最も多く、次いで「肥満（25

以上）」が 21.9％、「やせ（18.5 未満）」

が 8.8％となっています。 

 

 
表  体格指数（ＢＭＩ） 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

やせ（18.5 未満） 104 (  8.8) 

標準（18.5～25 未満） 791 ( 67.0) 

肥満（25 以上） 259 ( 21.9) 

無回答 26 (  2.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳及び男性の 40～64 歳は「肥満（25 以上）」

が 3 割以上となっています。 

 
図 性・年齢別に見た体格指数（ＢＭＩ） 

 

 

                                        
※ 「体格指数（ＢＭＩ）」とは、体重と身長から算出される肥満度の目安のことで、「体重（㎏）÷身長（m）2」

により算出されます。一般にＢＭＩが 22 のときの体重を標準体重とし、18.5 未満の場合はやせ（低体重）、

25 以上の場合を肥満としています。 

やせ
(18.5未満)

8.8%

標準
(18.5～
25未満)
67.0%

肥満
(25以上)
21.9%

無回答
2.2%

図 体格指数（ＢＭＩ） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

3.5

1.7

3.6

18.8

11.1

12.5

65.5

64.0

73.0

66.1

68.0

68.2

30.1

33.5

21.9

11.5

18.2

18.8 0.5

2.8

3.6

1.5

0.8

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

やせ
（18.5未満）

標準
（18.5～25未満）

肥満
（25以上）

無回答
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1-8 標準体重と適正だと思う体重との比較（問 6 を基に作成） 

※ＢＭＩが 22 となる体重（標準体重）と回答者が適正だと思う体重との比較により作成 

 「標準体重より軽い」が 44.8％ 

 回答者それぞれについてＢＭＩが 22

となる体重（標準体重）を求め、回答者が

適正だと思う体重と比較しました。 

 その結果、「標準体重より軽い」が

44.8％、「標準体重とほぼ同じ（～±

2kg）」が 27.0％、「標準体重より重い」

が 20.3％となっています。 

 
表  標準体重と適正だと思う体重との比較 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

標準体重より軽い 529 ( 44.8) 

標準体重とほぼ同じ(～±2ｋｇ) 319 ( 27.0) 

標準体重より重い 240 ( 20.3) 

無回答 92 (  7.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、どの年齢層においても女性は男性に比べて「標準体重より軽

い」の割合が高くなっています。 

 また、男性、女性ともに年齢層が高くなるにつれて「標準体重より軽い」の割合が低くな

る傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た標準体重と適正だと思う体重との比較 

 

 

標準体重
より軽い
44.8%

標準体重と
ほぼ同じ
(～±2kg)

27.0%

標準体重
より重い
20.3%

無回答
7.8%

図 標準体重と適正だと思う体重との比較 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

11.7

7.3

7.1

10.9

31.9

22.2

18.2

77.0

62.8

42.2

36.3

37.2

32.1

12.7

22.8

26.0

28.3

36.0

38.0

3.0

7.4

20.8

4.6

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

標準体重
より軽い

標準体重と
ほぼ同じ
(～±2ｋｇ)

標準体重
より重い

無回答
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1-9 健康保険の種類（問 7） 

問７ あなたの健康保険の種類は次のどれですか。（１つ） 

 「国民健康保険」が 43.6％ 

 健康保険の種類については、「国民健康

保険」が 43.6％で最も多く、次いで「社

会保険など国保以外の保険（本人）」が

34.3％、「社会保険など国保以外の保険

（扶養）」が 18.8％となっています。 

 

 
表  健康保険の種類 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

国民健康保険 514 ( 43.6) 

社会保険など国保以外の保険（本人） 405 ( 34.3) 

社会保険など国保以外の保険（扶養） 222 ( 18.8) 

後期高齢者医療保険 6 (  0.5) 

その他 22 (  1.9) 

無回答 11 (  0.9) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は「国民健康保険」の割合が高

くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た健康保険の種類 

 

 

 

国民健
康保険
43.6%

社会保険な
ど国保以外

の保険
（本人）
34.3%

後期高齢者
医療保険

0.5%
その他
1.9%

社会保険な
ど国保以外

の保険
（扶養）
18.8%

無回答
0.9%

図 健康保険の種類 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

31.9

31.8

76.6

21.2

33.8

77.6

57.5

64.0

16.1

35.8

28.9

5.7

7.1

2.1

0.7

40.6

35.7

13.0

0.0

1.5

0.0

0.0

2.1

0.0

1.6

1.5

1.8

2.2

2.1

2.7

0.0

0.0

0.6

2.9

0.0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

国民健康
保険

社会保険など
国保以外の
保険（本人）

社会保険など
国保以外の
保険（扶養）

後期高齢者
医療保険

その他 無回答
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第２節 健康状態について 

2-1 主観的健康観（問 8） 

問８ 自分のことを「健康」だと思いますか。（１つ） 

 “健康だと思う”が 80.0％ 

 主観的健康観については、「『健康』だ

と思う」が 29.4％、「どちらかと言えば

『健康』だと思う」が 50.6％で、これら

を合わせると 80.0％が“健康だと思う”

と回答しています。 

 

 

 
表  主観的健康観 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

「健康」だと思う 347 ( 29.4) 

どちらかと言えば「健康」だと思う 597 ( 50.6) 

どちらかと言えば「健康」だと思わない 139 ( 11.8) 

「健康」だと思わない 80 (  6.8) 

無回答 17 (  1.4) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 40～64 歳は「『健康』だと思う」の割合が他の回答

者に比べて低く、女性の 20～39 歳との格差が大きくなっています。 

 
図 性・年齢別に見た主観的健康観 

 

 

 

「健康」
だと思う
29.4%

どちらか
と言えば
「健康」
だと思う
50.6%

「健康」
だと思
わない
6.8%どちらか

と言えば
「健康」
だと思
わない
11.8%

無回答
1.4%

図 主観的健康観 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

6.2

8.8

8.3

7.3

32.7

28.0

29.9

40.6

22.8

30.7

47.8

51.9

51.1

42.4

55.1

49.0

11.5

14.2

8.8

10.9

12.3

10.9

4.8

5.0

2.1

1.5

1.2

1.5

0.8

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

「健康」だ
と思う

どちらかと
言えば「健康」
だと思う

どちらかと
言えば「健康」
だと思わない

「健康」だ
と思わない

無回答
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2-2 「健康な状態」に対する考え（問 9） 

問９ あなたが考える「健康」な状態とはどういうことだと思いますか。（いくつでも） 

 「心身に病気や障がいのないこと」や「快食、快眠、快便であること」が多く見られる 

 「健康な状態」に対する考えについては、「心身に病気や障がいのないこと」が 74.0％で

最も多く、次いで「快食、快眠、快便であること」が 57.8％、「病気や障がいの有無とは関

係なく、いきがいをもったり、前向きな気持ちであること」が 43.6％で続いています。 

 
図 「健康な状態」に対する考え（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表  「健康な状態」に対する考え（複数回答） 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

心身に病気や障がいのないこと 873 ( 74.0) 

快食、快眠、快便であること 682 ( 57.8) 

病気や障がいの有無とは関係なく、いきがいをもったり、前向きな気持ちであること 514 ( 43.6) 

健康診断の結果で異常がないこと 505 ( 42.8) 

家族や友人との人間関係がうまくいっていること 377 ( 31.9) 

長生きできること 145 ( 12.3) 

その他 22 (  1.9) 

無回答 9 (  0.8) 

74.0

57.8

43.6

42.8

31.9

12.3

1.9

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

心身に病気や障がいのないこと

快食、快眠、快便であること

病気や障がいの有無とは関係なく、いきがい
をもったり、前向きな気持ちであること

健康診断の結果で異常がないこと

家族や友人との人間関係がうまくいっていること

長生きできること

その他

無回答
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【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 20～39 歳は「病気や障がいの有無とは関係なく、い

きがいをもったり、前向きな気持ちであること」の割合が他の回答者に比べて低く、「健康

診断の結果で異常がないこと」の割合が高くなっています。 

 また、女性の 65 歳以上は「病気や障がいの有無とは関係なく、いきがいをもったり、前

向きな気持ちであること」及び「家族や友人との人間関係がうまくいっていること」の割合

が他の回答者に比べて高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た「健康な状態」に対する考え（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.3

62.4

33.3

54.5

20.6

9.7

2.4

0.6

74.0

57.8

43.6

42.8

31.9

12.3

1.9

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身に病気や
障がいのないこと

快食、快眠、
快便であること

病気や障がいの有無とは関係
なく、いきがいをもったり、
前向きな気持ちであること

健康診断の結果で
異常がないこと

家族や友人との人間関係が
うまくいっていること

長生きできること

その他

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

75.1

58.8

42.5

44.6

33.5

13.8

0.9

0.9

74.0

57.8

43.6

42.8

31.9

12.3

1.9

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身に病気や
障がいのないこと

快食、快眠、
快便であること

病気や障がいの有無とは関係
なく、いきがいをもったり、
前向きな気持ちであること

健康診断の結果で
異常がないこと

家族や友人との人間関係が
うまくいっていること

長生きできること

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

77.9

51.3

35.4

47.8

26.5

17.7

4.4

0.9

74.0

57.8

43.6

42.8

31.9

12.3

1.9

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身に病気や
障がいのないこと

快食、快眠、
快便であること

病気や障がいの有無とは関係
なく、いきがいをもったり、
前向きな気持ちであること

健康診断の結果で
異常がないこと

家族や友人との人間関係が
うまくいっていること

長生きできること

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)

78.2

51.9

41.8

35.6

25.1

9.2

0.8

0.4

74.0

57.8

43.6

42.8

31.9

12.3

1.9

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身に病気や
障がいのないこと

快食、快眠、
快便であること

病気や障がいの有無とは関係
なく、いきがいをもったり、
前向きな気持ちであること

健康診断の結果で
異常がないこと

家族や友人との人間関係が
うまくいっていること

長生きできること

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

70.8

64.1

57.8

43.2

47.9

9.9

2.6

1.0

74.0

57.8

43.6

42.8

31.9

12.3

1.9

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身に病気や
障がいのないこと

快食、快眠、
快便であること

病気や障がいの有無とは関係
なく、いきがいをもったり、
前向きな気持ちであること

健康診断の結果で
異常がないこと

家族や友人との人間関係が
うまくいっていること

長生きできること

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)

67.2

57.7

48.9

34.3

36.5

16.1

0.7

0.7

74.0

57.8

43.6

42.8

31.9

12.3

1.9

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身に病気や
障がいのないこと

快食、快眠、
快便であること

病気や障がいの有無とは関係
なく、いきがいをもったり、
前向きな気持ちであること

健康診断の結果で
異常がないこと

家族や友人との人間関係が
うまくいっていること

長生きできること

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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2-3 「健康」について意識する時（問 10） 

問 10 「健康」について意識するのはどんな時ですか。（いくつでも） 

 「健診を受けた時や健診結果の説明を

受けた時」が最も多い 

 「健康」について意識する時については、

「健診を受けた時や健診結果の説明を受

けた時」が 61.4％で最も多く、次いで「病

気になった時」が 52.1％で続いています。 

表  「健康」について意識する時（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

健診を受けた時や健診結果の説明を受けた時 725 ( 61.4) 

病気になった時 615 ( 52.1) 

健康に関するテレビ・ラジオ・新聞

等の特集を見たり聞いたりした時 
491 ( 41.6) 

家族や将来のことを考えた時 461 ( 39.1) 

市が行う健康増進や介護予防の事業

に参加した時 
41 (  3.5) 

その他 40 (  3.4) 

特に意識したことはない 73 (  6.2) 

無回答 10 (  0.8) 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、「健診を受けた時や健診結果の説明を受けた時」は性・年齢

層による格差は小さくなっています。 

 これに対し、「病気になった時」や「健康に関するテレビ・ラジオ・新聞等の特集を見た

り聞いたりした時」の割合は、男性はどの年齢層においても低くなっているなど、性・年齢

層による格差が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た「健康」について意識する時（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.4

52.1

41.6

39.1

3.5

3.4

6.2

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70

健診を受けた時や健診
結果の説明を受けた時

病気になった時

健康に関するテレビ・ラジオ・新聞
等の特集を見たり聞いたりした時

家族や将来のことを考えた時

市が行う健康増進や介護
予防の事業に参加した時

その他

特に意識したことはない

無回答

図 「健康」について意識する時（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

64.8

67.9

43.6

44.8

2.4

2.4

3.0

0.6

61.4

52.1

41.6

39.1

3.5

3.4

6.2

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健診を受けた時や健診
結果の説明を受けた時

病気になった時

健康に関するテレビ・ラジオ
・新聞等の特集を見たり聞

いたりした時

家族や将来のことを考えた時

市が行う健康増進や介護
予防の事業に参加した時

その他

特に意識したことはない

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

59.3

55.8

28.3

42.5

2.7

6.2

5.3

0.9

61.4

52.1

41.6

39.1

3.5

3.4

6.2

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健診を受けた時や健診
結果の説明を受けた時

病気になった時

健康に関するテレビ・ラジオ
・新聞等の特集を見たり聞

いたりした時

家族や将来のことを考えた時

市が行う健康増進や介護
予防の事業に参加した時

その他

特に意識したことはない

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

60.6

60.3

49.2

42.2

3.4

3.4

2.5

0.9

61.4

52.1

41.6

39.1

3.5

3.4

6.2

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健診を受けた時や健診
結果の説明を受けた時

病気になった時

健康に関するテレビ・ラジオ
・新聞等の特集を見たり聞

いたりした時

家族や将来のことを考えた時

市が行う健康増進や介護
予防の事業に参加した時

その他

特に意識したことはない

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

60.4

43.8

56.8

41.1

6.3

3.6

9.4

1.6

61.4

52.1

41.6

39.1

3.5

3.4

6.2

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健診を受けた時や健診
結果の説明を受けた時

病気になった時

健康に関するテレビ・ラジオ
・新聞等の特集を見たり聞

いたりした時

家族や将来のことを考えた時

市が行う健康増進や介護
予防の事業に参加した時

その他

特に意識したことはない

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)

65.3

46.9

26.4

35.1

2.1

2.1

5.9

0.4

61.4

52.1

41.6

39.1

3.5

3.4

6.2

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健診を受けた時や健診
結果の説明を受けた時

病気になった時

健康に関するテレビ・ラジオ
・新聞等の特集を見たり聞

いたりした時

家族や将来のことを考えた時

市が行う健康増進や介護
予防の事業に参加した時

その他

特に意識したことはない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)

57.7

34.3

36.5

27.0

3.6

4.4

13.9

0.7

61.4

52.1

41.6

39.1

3.5

3.4

6.2

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健診を受けた時や健診
結果の説明を受けた時

病気になった時

健康に関するテレビ・ラジオ
・新聞等の特集を見たり聞

いたりした時

家族や将来のことを考えた時

市が行う健康増進や介護
予防の事業に参加した時

その他

特に意識したことはない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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2-4 健康診断の受診状況（問 11） 

問 11 この１年間に、健康診断を受けましたか。（１つ） 

 「受けた」が 73.0％ 

 健康診断の受診状況については、「受け

た」が 73.0％、「受けていない」が 26.5％

（313 人）となっています。 

 

 

 

 

 

 
表  健康診断の受診状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

受けた 861 ( 73.0) 

受けていない 313 ( 26.5) 

無回答 6 (  0.5) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 20～39 歳は「受けた」の割合が他の回答者に比べて

低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た健康診断の受診状況 

 

 

 

 

受けた
73.0%

受けて
いない
26.5%

無回答
0.5%

図 健康診断の受診状況 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

77.0

84.5

76.6

57.6

71.4

69.8

21.2

15.5

23.4

42.4

28.3

28.6

1.8

0.0

0.0

0.0

0.3

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

受けた 受けていない 無回答
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2-5 健康診断を受けなかった理由（問 11－1） 

問 11-1 健康診断を受けなかった理由は何ですか。（いくつでも） 

 「時間がとれなかった」が最も多い 

 健康診断を「受けていない」と回答した

313 人に対し、その理由について聞いた

ところ、「時間がとれなかったから」が

37.1％で最も多く、次いで「めんどうだ

から」が 20.1％、「費用がかかるから」

が 19.2％で続いています。 

表  健康診断を受けなかった理由（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 313 (100.0) 

時間がとれなかったから 116 ( 37.1) 

めんどうだから 63 ( 20.1) 

費用がかかるから 60 ( 19.2) 

いつでも医療機関を受診できるから 48 ( 15.3) 

毎年受ける必要性を感じないから 38 ( 12.1) 

健康状態に自信があるから 31 (  9.9) 

結果が不安なため 28 (  8.9) 

採血や胃カメラ等の検査が不安だから 26 (  8.3) 

知らなかったから 21 (  6.7) 

場所が遠いから 14 (  4.5) 

医療機関に入院していたから 8 (  2.6) 

その他 40 ( 12.8) 

無回答 9 (  2.9) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「時間がとれなかっ

たから」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た健康診断を受けなかった理由（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.1

20.1

19.2

15.3

12.1

9.9

8.9

8.3

6.7

4.5

2.6

12.8

2.9

0 10 20 30 40

時間がとれなかったから

めんどうだから

費用がかかるから

いつでも医療機関を受診できる

毎年受ける必要性を感じないから

健康状態に自信があるから

結果が不安なため

採血や胃カメラ等の検査が不安

知らなかったから

場所が遠いから

医療機関に入院していたから

その他

無回答

図 健康診断を受けなかった理由（複数回答） 

（回答者総数：313 人、単位：％） 

42.9

17.1

34.3

10.0

10.0

8.6

11.4

14.3

10.0

5.7

0.0

12.9

4.3

37.1

20.1

19.2

15.3

12.1

9.9

8.9

8.3

6.7

4.5

2.6

12.8

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

時間がとれなかったから

めんどうだから

費用がかかるから

いつでも医療機関
を受診できるから

毎年受ける必要性
を感じないから

健康状態に
自信があるから

結果が不安なため

採血や胃カメラ等の
検査が不安だから

知らなかったから

場所が遠いから

医療機関に入院
していたから

その他

無回答

女性・20～39歳
(n=70人)

回答者総数
(n=313人)

20.8

29.2

0.0

8.3

4.2

4.2

8.3

20.8

8.3

0.0

8.3

0.0

37.1

20.1

19.2

15.3

12.1

9.9

8.9

8.3

6.7

4.5

2.6

12.8

2.9

50.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

時間がとれなかったから

めんどうだから

費用がかかるから

いつでも医療機関
を受診できるから

毎年受ける必要性
を感じないから

健康状態に
自信があるから

結果が不安なため

採血や胃カメラ等の
検査が不安だから

知らなかったから

場所が遠いから

医療機関に入院
していたから

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=24人)

回答者総数
(n=313人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

42.4

27.2

17.4

15.2

14.1

2.2

10.9

8.7

3.3

3.3

3.3

13.0

0.0

37.1

20.1

19.2

15.3

12.1

9.9

8.9

8.3

6.7

4.5

2.6

12.8

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

時間がとれなかったから

めんどうだから

費用がかかるから

いつでも医療機関
を受診できるから

毎年受ける必要性
を感じないから

健康状態に
自信があるから

結果が不安なため

採血や胃カメラ等の
検査が不安だから

知らなかったから

場所が遠いから

医療機関に入院
していたから

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=92人)

回答者総数
(n=313人)

25.5

14.5

5.5

29.1

12.7

25.5

5.5

5.5

3.6

5.5

5.5

9.1

5.5

37.1

20.1

19.2

15.3

12.1

9.9

8.9

8.3

6.7

4.5

2.6

12.8

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

時間がとれなかったから

めんどうだから

費用がかかるから

いつでも医療機関
を受診できるから

毎年受ける必要性
を感じないから

健康状態に
自信があるから

結果が不安なため

採血や胃カメラ等の
検査が不安だから

知らなかったから

場所が遠いから

医療機関に入院
していたから

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=55人)

回答者総数
(n=313人)

37.8

24.3

18.9

13.5

8.1

2.7

8.1

5.4

8.1

2.7

2.7

16.2

2.7

37.1

20.1

19.2

15.3

12.1

9.9

8.9

8.3

6.7

4.5

2.6

12.8

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

時間がとれなかったから

めんどうだから

費用がかかるから

いつでも医療機関
を受診できるから

毎年受ける必要性
を感じないから

健康状態に
自信があるから

結果が不安なため

採血や胃カメラ等の
検査が不安だから

知らなかったから

場所が遠いから

医療機関に入院
していたから

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=37人)

回答者総数
(n=313人)

18.8

9.4

9.4

18.8

18.8

21.9

9.4

3.1

3.1

3.1

3.1

15.6

6.3

37.1

20.1

19.2

15.3

12.1

9.9

8.9

8.3

6.7

4.5

2.6

12.8

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

時間がとれなかったから

めんどうだから

費用がかかるから

いつでも医療機関
を受診できるから

毎年受ける必要性
を感じないから

健康状態に
自信があるから

結果が不安なため

採血や胃カメラ等の
検査が不安だから

知らなかったから

場所が遠いから

医療機関に入院
していたから

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=32人)

回答者総数
(n=313人)
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2-6 健康情報の入手先（問 12） 

問 12 健康に関する知識や情報を何から得ますか。（いくつでも） 

「テレビ・ラジオ・新聞等」が最も多い 

 健康情報の入手先については、「テレ

ビ・ラジオ・新聞・インターネットのホー

ムページ等」が 86.7％で最も多く、次い

で「家族や友人・知人」が 38.6％、「か

かりつけの医師や医療機関」が 35.7％で

続いています。 

表  健康情報の入手先（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

テレビ・ラジオ・新聞・インターネ

ットのホームページ等 
1,023 ( 86.7) 

家族や友人・知人 456 ( 38.6) 

かかりつけの医師や医療機関 421 ( 35.7) 

市からの情報 170 ( 14.4) 

その他 29 (  2.5) 

無回答 13 (  1.1) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、「かかりつけの医師や医療機関」の割合は男性、女性ともに

20～39 歳で低く、65 歳以上で高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た健康情報の入手先（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86.7

38.6

35.7

14.4

2.5

1.1

0 20 40 60 80 100

テレビ・ラジオ・新聞・インターネッ
トのホームページ等

家族や友人・知人

かかりつけの医師や医療機関

市からの情報

その他

無回答

図 健康情報の入手先（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

90.9

41.8

22.4

13.9

3.6

0.6

86.7

38.6

35.7

14.4

2.5

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ・ラジオ・新聞・
インターネットの
ホームページ等

家族や友人・知人

かかりつけの
医師や医療機関

市からの情報

その他

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

85.8

39.8

17.7

5.3

2.7

1.8

86.7

38.6

35.7

14.4

2.5

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ・ラジオ・新聞・
インターネットの
ホームページ等

家族や友人・知人

かかりつけの
医師や医療機関

市からの情報

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

92.0

44.9

31.7

15.7

1.2

0.6

86.7

38.6

35.7

14.4

2.5

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ・ラジオ・新聞・
インターネットの
ホームページ等

家族や友人・知人

かかりつけの
医師や医療機関

市からの情報

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

87.5

45.3

43.2

22.9

2.6

2.1

86.7

38.6

35.7

14.4

2.5

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ・ラジオ・新聞・
インターネットの
ホームページ等

家族や友人・知人

かかりつけの
医師や医療機関

市からの情報

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)

83.3

25.9

38.5

9.6

4.2

0.8

86.7

38.6

35.7

14.4

2.5

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ・ラジオ・新聞・
インターネットの
ホームページ等

家族や友人・知人

かかりつけの
医師や医療機関

市からの情報

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)

75.9

30.7

59.9

16.1

0.7

1.5

86.7

38.6

35.7

14.4

2.5

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ・ラジオ・新聞・
インターネットの
ホームページ等

家族や友人・知人

かかりつけの
医師や医療機関

市からの情報

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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2-7 健康に関する用語の認知度（問 13） 

問 13 あなたは、次の言葉を聞いたことがありますか。次の（1）～（2）の質問について、あては

まる番号を１つ選んで○印をつけて下さい。 

（1）ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度 

 “聞いたことがある”が 46.0％ 

 ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度

については、「聞いたことがあり、内容も

わかる」が 20.1％、「聞いたことがある

が、内容はわからない」が 25.9％であり、

これらを合わせると 46.0％が“聞いたこ

とがある”と回答しています。 

 

 
表  ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

聞いたことがあり、内容もわかる 237 ( 20.1) 

聞いたことがあるが、内容はわからない 306 ( 25.9) 

聞いたことがない 620 ( 52.5) 

無回答 17 (  1.4) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 20～39 歳は他の回答者に比べて「聞いた

ことがない」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見たＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度 

 

 

聞いたこと
があり、内
容もわかる

20.1%

聞いたこと
がない
52.5%

無回答
1.4%

聞いたこと
があるが、
内容はわか

らない
25.9%

図 ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

10.6

21.3

19.0

20.0

19.7

25.0

20.4

23.8

21.9

15.8

32.0

33.9

68.1

52.3

58.4

64.2

48.0

37.0 4.2

0.3

0.0

0.7

2.5

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

聞いたことがあり、
内容もわかる

聞いたことがあるが、
内容はわからない

聞いたこ
とがない

無回答
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（2）ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の認知度 

 “聞いたことがある”が 31.8％ 

 ロコモティブシンドローム（運動器症候

群）の認知度については、「聞いたことが

あり、内容もわかる」が 15.1％、「聞い

たことがあるが、内容はわからない」が

16.7％であり、これらを合わせると

31.8％が“聞いたことがある”と回答し

ています。 

 

 
表  ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の認知度 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

聞いたことがあり、内容もわかる 178 ( 15.1) 

聞いたことがあるが、内容はわからない 197 ( 16.7) 

聞いたことがない 779 ( 66.0) 

無回答 26 (  2.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「聞いたことがない」

の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見たロコモティブシンドローム（運動器症候群）の認知度 
 

 

 

聞いたこと
があり、内
容もわかる

15.1%

聞いたこと
があるが、
内容はわか

らない
16.7%

聞いたこと
がない
66.0%

無回答
2.2%

図 ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の認知度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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16.3

25.0

10.6

17.6

18.2

10.9

15.4

25.5

82.3

68.6

70.8

73.3

67.4

42.2

0.9

2.5

1.5

0.0

0.9

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

聞いたことがあり、
内容もわかる

聞いたことがあるが、
内容はわからない

聞いたこ
とがない

無回答
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第３節 食生活について 

3-1 普段の食生活で心がけていることの有無（問 14） 

問 14 普段の食生活で心がけていることがありますか。（１つ） 

 「ある」が 76.4％ 

 普段の食生活で心がけていることの有

無については、「ある」が 76.4％、「な

い」が 20.7％となっています。 

 

 

 

 
表  普段の食生活で心がけていることの有無 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

ある 901 ( 76.4) 

ない 244 ( 20.7) 

無回答 35 (  3.0) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「ない」の割合が高

くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た普段の食生活で心がけていることの有無 

 

 

ある
76.4%

ない
20.7%

無回答
3.0%

図 普段の食生活で心がけていることの有無 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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69.0

74.5

77.0

83.4

88.0

46.0

29.7

19.7

21.8

12.6

7.3

0.0

1.3

5.8

1.2

4.0

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

ある ない 無回答
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3-2 普段の食生活で「実行したい」と思うものの、できてい

ないこと（問 15） 

問 15 普段の食生活のなかで「実行したい」と思うものの、できていないことはありますか。（いくつでも） 

「栄養バランスを考えた食事」が最も多い 

 普段の食生活で「実行したい」と思うも

のの、できていないことについては、「栄

養バランスを考えた食事をする」が

46.0％で最も多く、次いで「間食・夜食

を控える」が 38.7％、「うす味をこころ

がける」が 37.1％で続いています。 

表  普段の食生活で「実行したい」と思うも
のの、できていないこと（複数回答） 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

栄養バランスを考えた食事をする 543 ( 46.0) 

間食・夜食を控える 457 ( 38.7) 

うす味をこころがける 438 ( 37.1) 

暴飲・暴食をしない 426 ( 36.1) 

朝食を抜かない 272 ( 23.1) 

最低１日１回は、家族や仲間と楽しく食事をする 147 ( 12.5) 

その他 36 (  3.1) 

特にない 133 ( 11.3) 

無回答 27 (  2.3) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、「栄養バランスを考えた食事をする」の割合は、どの年齢層

においても男性は女性よりも低くなっているなど、性・年齢層による格差が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た普段の食生活で「実行したい」と思うものの、できていないこと（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.0

38.7

37.1

36.1

23.1

12.5

3.1

11.3

2.3
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栄養バランスを考えた食事をする

間食・夜食を控える

うす味をこころがける

暴飲・暴食をしない

朝食を抜かない

最低１日１回は、家族や
仲間と楽しく食事をする

その他

特にない

無回答

図 普段の食生活で「実行したい」と思うものの、で
きていないこと（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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えた食事をする

間食・夜食を控える

うす味をこころがける

暴飲・暴食をしない

朝食を抜かない

最低１日１回は、家族や
仲間と楽しく食事をする

その他

特にない

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

44.2

36.3

27.4

46.0

23.9

15.9

2.7

11.5

0.9

46.0

38.7

37.1

36.1

23.1

12.5

3.1

11.3

2.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

栄養バランスを考
えた食事をする

間食・夜食を控える

うす味をこころがける

暴飲・暴食をしない

朝食を抜かない

最低１日１回は、家族や
仲間と楽しく食事をする

その他

特にない

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 
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43.7

38.8

32.6

22.8

11.1

3.1

8.6
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えた食事をする

間食・夜食を控える
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仲間と楽しく食事をする

その他

特にない

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

44.8

40.6
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33.3

25.0
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その他
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回答者総数
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その他

特にない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)
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27.0

38.7

38.0

24.1

14.6

2.2

19.0

2.9

46.0

38.7

37.1

36.1

23.1

12.5

3.1

11.3

2.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

栄養バランスを考
えた食事をする

間食・夜食を控える

うす味をこころがける

暴飲・暴食をしない

朝食を抜かない

最低１日１回は、家族や
仲間と楽しく食事をする

その他

特にない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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3-3 朝食を食べる頻度（問 16） 

問 16 朝食を食べる頻度はどのくらいですか。（１つ） 

 「ほぼ毎日食べる」が 79.9％ 

 朝食を食べる頻度については、「ほぼ毎

日」が 79.9％で最も多く、次いで「週４

～５回程度」が 5.3％、「週２～３回程度」

が 4.7％となっています。 

 また、「ほとんど食べない」は 9.2％と

なっています。 

 

 
表  朝食を食べる頻度 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

ほぼ毎日 943 ( 79.9) 

週４～５回程度 63 (  5.3) 

週２～３回程度 56 (  4.7) 

ほとんど食べない 109 (  9.2) 

無回答 9 (  0.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「ほぼ毎日」の割合

が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た朝食を食べる頻度 
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図 朝食を食べる頻度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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回程度
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無回答



 

 30 

 

3-4 薄味や減塩への取組状況（問 17） 

問 17 普段の食事において、うす味や減塩に取り組んでいますか。（１つ） 

 “取り組んでいる”が 67.7％ 

 薄味や減塩への取組状況については、

「いつも取り組んでいる」が 28.6％、「と

きどき取り組んでいる」が 39.1％であり、

これらを合わせると 67.7％が“取り組ん

でいる”と回答しています。 

 

 
表  薄味や減塩への取組状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

いつも取り組んでいる 337 ( 28.6) 

ときどき取り組んでいる 461 ( 39.1) 

ほとんど取り組んでいない 260 ( 22.0) 

全く取り組んでいない 107 (  9.1) 

無回答 15 (  1.3) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上では他の年齢層に比べて「いつ

も取り組んでいる」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た薄味や減塩への取組状況 
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女性・40～64歳
(n=325人)
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3-5 野菜の摂取状況（問 18） 

問 18 あなたは普段、１日に野菜料理（野菜を主な材料とした料理）を皿数で考えると何皿食べてい

ますか。１皿は小鉢１コ分（約７０ｇ程度）と考えてください。（１つ） 

 「１～２皿」が 56.4％ 

 野菜の摂取状況については、「１～２皿」

が 56.4％で最も多く、次いで「３～４皿」

が 30.5％、「５～６皿」が 6.1％で続い

ています。 

 一方、「ほとんど食べない」は 4.9％と

なっています。 

 
表  野菜の摂取状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

７皿以上 15 (  1.3) 

５～６皿 72 (  6.1) 

３～４皿 360 ( 30.5) 

１～２皿 665 ( 56.4) 

ほとんど食べない 58 (  4.9) 

無回答 10 (  0.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、3 皿以上食べている人の割合は男性の 20～39 歳及び男性の

40～64 歳で低く、女性の 65 歳以上で高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た野菜の摂取状況 
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3-6 主食・主菜・副菜のそろった食事の摂取状況（問 19） 

問 19 主食（ごはん・パン・麺類等）、主菜（卵・肉・魚・大豆・大豆製品等が主体のおかず）、副菜（野

菜・海草・いも類等が主体のおかず）をそろえることはバランスの良い食事をとる上でのポイントで

すが、１日のうち「主食・主菜・副菜」がそろった食事をどれくらい食べていますか。（１つ） 

 「１日に２回以上」が 40.8％ 

 主食・主菜・副菜のそろった食事の摂取

状況については、「１日に２回以上」が

40.8％で最も多く、次いで「１日１回以

下」が 27.8％、「週に４～５回」が 17.0％

となっています。 

 

 
表  主食・主菜・副菜のそろった食事の摂取状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

１日に２回以上 482 ( 40.8) 

１日１回以下 328 ( 27.8) 

週に４～５回 201 ( 17.0) 

週に２～３回 118 ( 10.0) 

それ以下 38 (  3.2) 

無回答 13 (  1.1) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上では他の年齢層に比べて「1 日

に 2 回以上」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た主食・主菜・副菜のそろった食事の摂取状況 
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図 主食・主菜・副菜のそろった食事の摂取状況 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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3-7 「食育」への関心（問 20） 

問 20 「食育」に関心がありますか。（１つ） 

 “関心がある”が 68.4％ 

 「食育」への関心については、「関心が

ある」が 30.1％、「どちらかといえば関

心がある」が 38.3％であり、これらを合

わせると 68.4％が“関心がある”と回答

しています。 

 

 
表  「食育」への関心 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

関心がある 355 ( 30.1) 

どちらかといえば関心がある 452 ( 38.3) 

どちらかといえば関心がない 188 ( 15.9) 

関心がない 81 (  6.9) 

わからない 85 (  7.2) 

無回答 19 (  1.6) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、どの年齢層においても男性に比べて女性の方が「関心がある」

の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た「食育」への関心 
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（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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3-8 食に関する活動への参加状況（問 21） 

問 21 食に関する地域活動やイベント（公民館活動や地区のお祭り、各種ボランティア等）に参加し

ていますか。（１つ） 

 “参加している”は 11.8％ 

 食に関する活動への参加状況について

は、「よく参加している」が 2.3％、「と

きどき参加している」が 9.5％であり、こ

れらを合わせると 11.8％が“参加してい

る”と回答しています。 

 

 
表  食に関する活動への参加状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

よく参加している 27 (  2.3) 

ときどき参加している 112 (  9.5) 

ほとんど参加していない 256 ( 21.7) 

参加したことがない 729 ( 61.8) 

以前は参加していたが今はしていない 44 (  3.7) 

無回答 12 (  1.0) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 65 歳以上は他の回答者に比べて「よく参加している」・

「ときどき参加している」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た食に関する活動への参加状況 
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3-9 地産地消の取組状況（問 22） 

問 22 地産地消に取り組んでいますか。（１つ） 

 “取り組んでいる”が 57.4％ 

 地産地消の取組状況については、「いつ

も取り組んでいる」が 10.8％、「ときど

き取り組んでいる」が 46.6％であり、こ

れらを合わせると 57.4％が“取り組んで

いる”と回答しています。 

 

 

 
表  地産地消の取組状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

いつも取り組んでいる 127 ( 10.8) 

ときどき取り組んでいる 550 ( 46.6) 

ほとんど取り組んでいない 296 ( 25.1) 

全く取り組んでいない 197 ( 16.7) 

無回答 10 (  0.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、「いつも取り組んでいる」・「ときどき取り組んでいる」の

割合は、男性の 20～39 歳及び男性の 40～64 歳で低く、女性の 65 歳以上で高くなって

います。 

 
図 性・年齢別に見た地産地消の取組状況 
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（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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3-10 今後やってみたい食育の取組（問 23） 

問 23 今後やってみたい「食育」に関する取り組みは何ですか。（いくつでも） 

 「栄養バランスのとれた食生活の実践」

が最も多い 

 今後やってみたい食育の取組について

は、「栄養バランスのとれた食生活の実践」

が 64.2％で最も多く、次いで「よく噛ん

で味わって食べること」が 41.7％、「地

産地消の実践」が 32.2％で続いています。 

 
表  今後やってみたい食育の取り組み（複数回答） 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

栄養バランスのとれた食生活の実践 758 ( 64.2) 

よく噛んで味わって食べること 492 ( 41.7) 

地産地消の実践 380 ( 32.2) 

市民農園や農業体験等への参加 142 ( 12.0) 

行事食、郷土料理（手打ちうどんを含む）の継承 136 ( 11.5) 

食生活の改善に関する勉強会への参加 99 (  8.4) 

食に関する地域活動やイベント、ボラン
ティア活動への参加 

90 (  7.6) 

その他 14 (  1.2) 

特にない 167 ( 14.2) 

無回答 17 (  1.4) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、「栄養バランスのとれた食生活の実践」の割合は、どの年レ

層においても男性に比べて女性の方が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た今後やってみたい食育の取組（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 
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図 今後やってみたい食育の取組（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 
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ちうどんを含む）の継承

食生活の改善に関
する勉強会への参加

地域活動やイベント、
ボランティア活動への参加

その他

特にない

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)

57.7

38.1

28.5

14.2

13.4

3.3

4.6

1.3

18.0

1.7

64.2

41.7

32.2

12.0

11.5

8.4

7.6

1.2

14.2

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養バランスのとれた
食生活の実践

よく噛んで味わって
食べること

地産地消の実践

市民農園や農業
体験等への参加

行事食、郷土料理（手打
ちうどんを含む）の継承

食生活の改善に関
する勉強会への参加

地域活動やイベント、
ボランティア活動への参加

その他

特にない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)

61.3

40.9

22.6

8.0

8.0

5.1

5.1

0.7

19.7

1.5

64.2

41.7

32.2

12.0

11.5

8.4

7.6

1.2

14.2

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養バランスのとれた
食生活の実践

よく噛んで味わって
食べること

地産地消の実践

市民農園や農業
体験等への参加

行事食、郷土料理（手打
ちうどんを含む）の継承

食生活の改善に関
する勉強会への参加

地域活動やイベント、
ボランティア活動への参加

その他

特にない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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第４節 運動や身体活動について 

4-1 普段の活動で心がけていること（問 24） 

問 24 普段の活動（身体を動かすこと）で、心がけていることがありますか。（１つ） 

 「ある」が 74.0％ 

 普段の活動で心がけていることについ

ては、「ある」が 74.0％（873 人）、

「ない」が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 
表  普段の活動で心がけていること 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

ある 873 ( 74.0) 

ない 295 ( 25.0) 

無回答 12 (  1.0) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の回答者に比べて「ある」

の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た普段の活動で心がけていること 

 

 

ある
74.0%

ない
25.0%

無回答
1.0%

図 普段の活動で心がけていること 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

61.1

65.3

81.0

70.9

73.8

90.1

38.1

33.5

17.5

28.5

25.5

8.3

0.9

1.3

1.5

0.6

0.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

ある ない 無回答
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4-2 普段の活動で心がけて実施していること（問 24-1） 

問 24-1 下記のうち、実施していることは何ですか。（いくつでも） 

 「徒歩か自転車を利用」が最も多い 

 普段の活動で心がけていることが「あ

る」と回答した 873 人に対し、その内容

について聞いたところ、「通勤、買い物等、

近所への移動は徒歩か自転車を利用する」

が 71.6％で最も多くなっています。 

表  普段の活動で心がけて実施していること（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 873 (100.0) 

通勤、買い物等、近所への移動は徒歩
か自転車を利用する 

625 ( 71.6) 

家事、育児等で積極的に体を動かすよ
うにしている 

243 ( 27.8) 

犬の散歩やウォーキング等を行う 236 ( 27.0) 

スポーツクラブに通ったり、仲間とス
ポーツをする 

232 ( 26.6) 

地域で実施する体操に参加する 42 (  4.8) 

その他 67 (  7.7) 

無回答 7 (  0.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、どの年齢層においても男性は女性に比べて「通勤、買い物等、

近所への移動は徒歩か自転車を利用する」及び「家事、育児等で積極的に体を動かすように

している」の割合が低く、「スポーツクラブに通ったり、仲間とスポーツをする」の割合が

高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た普段の活動で心がけて実施していること（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.6

27.8

27.0

26.6

4.8

7.7

0.8

0 20 40 60 80

通勤、買い物等、近所への移動
は徒歩か自転車を利用する

家事、育児等で積極的に
体を動かすようにしている

犬の散歩やウォーキング等を行う

スポーツクラブに通ったり、
仲間とスポーツをする

地域で実施する体操に参加する

その他

無回答

図 普段の活動で心がけて実施していること（複数回答） 

（回答者総数：873 人、単位：％） 

75.2

35.0

10.3

22.2

0.9

8.5

1.7

71.6

27.8

27.0

26.6

4.8

7.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通勤、買い物等、近所
への移動は徒歩か
自転車を利用する

家事、育児等で
積極的に体を動か
すようにしている

犬の散歩や
ウォーキング等を行う

スポーツクラブに通ったり、
仲間とスポーツをする

地域で実施する
体操に参加する

その他

無回答

女性・20～39歳
(n=117人)

回答者総数
(n=873人)

58.0

14.5

11.6

36.2

0.0

10.1

0.0

71.6

27.8

27.0

26.6

4.8

7.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通勤、買い物等、近所
への移動は徒歩か
自転車を利用する

家事、育児等で
積極的に体を動か
すようにしている

犬の散歩や
ウォーキング等を行う

スポーツクラブに通ったり、
仲間とスポーツをする

地域で実施する
体操に参加する

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=69人)

回答者総数
(n=873人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

72.1

33.3

26.7

23.3

5.0

4.6

0.8

71.6

27.8

27.0

26.6

4.8

7.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通勤、買い物等、近所
への移動は徒歩か
自転車を利用する

家事、育児等で
積極的に体を動か
すようにしている

犬の散歩や
ウォーキング等を行う

スポーツクラブに通ったり、
仲間とスポーツをする

地域で実施する
体操に参加する

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=240人)

回答者総数
(n=873人)

82.7

41.6

32.9

23.7

15.6

6.4

0.0

71.6

27.8

27.0

26.6

4.8

7.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通勤、買い物等、近所
への移動は徒歩か
自転車を利用する

家事、育児等で
積極的に体を動か
すようにしている

犬の散歩や
ウォーキング等を行う

スポーツクラブに通ったり、
仲間とスポーツをする

地域で実施する
体操に参加する

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=173人)

回答者総数
(n=873人)

62.2

9.6

28.8

32.1

0.0

9.6

1.3

71.6

27.8

27.0

26.6

4.8

7.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通勤、買い物等、近所
への移動は徒歩か
自転車を利用する

家事、育児等で
積極的に体を動か
すようにしている

犬の散歩や
ウォーキング等を行う

スポーツクラブに通ったり、
仲間とスポーツをする

地域で実施する
体操に参加する

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=156人)

回答者総数
(n=873人)

71.2

21.6

44.1

29.7

1.8

9.9

0.9

71.6

27.8

27.0

26.6

4.8

7.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通勤、買い物等、近所
への移動は徒歩か
自転車を利用する

家事、育児等で
積極的に体を動か
すようにしている

犬の散歩や
ウォーキング等を行う

スポーツクラブに通ったり、
仲間とスポーツをする

地域で実施する
体操に参加する

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=111人)

回答者総数
(n=873人)
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4-3 運動の頻度（問 25） 

問 25 運動をどのくらいの頻度で行っていますか。（１つ） 

 “行っている”が 60.1％ 

 運動の頻度については、回答者総数から

「運動は行っていない」（36.9％）及び

無回答（3.0％）を除く 60.1％が“行っ

ている”と回答しています。また、行って

いる人の頻度では「週 3 回以上」が

23.5％で最も多くなっています。 

 
表  運動の頻度 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

週３回以上 277 ( 23.5) 

定期的に週２回程度 123 ( 10.4) 

定期的に週１回程度 118 ( 10.0) 

定期的ではないが、月に１～２回程度 150 ( 12.7) 

その他 42 (  3.6) 

運動は行っていない 435 ( 36.9) 

無回答 35 (  3.0) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の回答者に比べて「週 3 回

以上」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た運動の頻度 

 

 

23.5

10.4

10.0

12.7

3.6

36.9

3.0

0 10 20 30 40

週３回以上

定期的に週２回程度

定期的に週１回程度

定期的ではないが、
月に１～２回程度

その他

運動は行っていない

無回答

図 運動の頻度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

6.2

8.8

16.1

6.1

10.5

15.1

10.6

15.9

7.3

10.3

8.3

7.3

20.4

13.0

5.8

18.8

12.9

7.3

42.5

40.2

23.4

44.8

42.8

22.4

17.7

18.0

38.0

16.4

18.8

36.5

6.8

4.0

1.8

4.4

2.5

0.9

4.7

2.8

1.8

5.1

1.7

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

週３回
以上

定期的に
週２回
程度

定期的に
週１回
程度

定期的で
はないが、
月に１～
２回程度

その他 運動は
行って
いない

無回答
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4-4 1 日 30 分、1 年以上継続の有無（問 25-1） 

問 25-1 その運動は、１日 30 分以上で１年以上持続していますか。（１つ） 

 「はい」が 69.0％ 

 運動を月に１～２回程度以上実施して

いると回答した 668 人に対し、その運動

について 1 日 30 分、1 年以上継続の有

無を聞いたところ、「はい」が 69.0％、

「いいえ」が 29.6％となっています。 

 

 

 

表  1 日 30 分、1 年以上継続の有無 
区 分  人（％） 

回答者総数 668 (100.0) 

はい 461 ( 69.0) 

いいえ 198 ( 29.6) 

無回答 9 (  1.3) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の回答者に比べて「はい」

の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た 1 日 30 分、1 年以上継続の有無 

 

 

はい
69.0%

いいえ
29.6%

無回答
1.3%

図 1 日 30 分、1 年以上継続の有無 

（回答者総数：668 人、単位：％） 

53.2

64.7

87.0

47.1

66.5

85.0

46.8

34.6

10.9

51.8

33.5

11.0

0.0

0.8

2.2

1.2

0.0

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=62人)

男性・40～64歳
(n=133人)

男性・65歳以上
(n=92人)

女性・20～39歳
(n=85人)

女性・40～64歳
(n=164人)

女性・65歳以上
(n=127人)

はい いいえ 無回答
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4-5 運動習慣の状況（問 25、問 25-1 を基に作成） 

※問 25、問 25-1 を基に作成 

 「運動習慣がある」は 26.6％ 

 運動の頻度が週 2 回以上であるか、ま

たその運動が 1 日 30 分、1 年以上継続

しているか否かによって、運動習慣の有無

に区分したところ、「運動習慣がある」が

26.6％、「運動習慣がない」が 70.4％

となっています。 

 

 

 
表  運動習慣の状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

運動習慣がある 314 ( 26.6) 

運動習慣はない 831 ( 70.4) 

無回答 35 (  3.0) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の回答者に比べて「運動習

慣がある」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た運動習慣の状況 

 

 

運動習慣
がある
26.6%

運動習慣
はない
70.4%

無回答
3.0%

図 運動習慣の状況 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

15.0

19.7

51.1

10.9

21.5

45.8

83.2

78.7

43.8

87.3

75.7

49.5

1.8

1.7

5.1

1.8

2.8

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

運動習慣がある 運動習慣はない 無回答
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4-6 1 日の歩行時間（問 26） 

問 26 あなたは普段、一日何分くらい歩いていますか（屋内での移動も含みます）。（１つ） 

 「30 分～１時間未満」が 38.0％ 

 １日の歩行時間については、「30 分～

１時間未満」が 38.0％で最も多く、次い

で「1 時間 30 分以上」が 27.0％で続い

ています。 

 

 

 

表  1 日の歩行時間 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

1 時間 30 分以上 319 ( 27.0) 

1 時間～1時間 30 分未満 176 ( 14.9) 

30 分～1時間未満 448 ( 38.0) 

15～30 分未満 104 (  8.8) 

15 分未満 104 (  8.8) 

無回答 29 (  2.5) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 40～64 歳は他の回答者に比べて「1 時間 30 分以上」

の割合が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た 1 日の歩行時間 

 

 

1時間30
分以上
27.0%

1時間～
1時間30分

未満
14.9%

30分～
1時間未満

38.0%

15～30分
未満
8.8%

15分未満
8.8%

無回答
2.5%

図 1 日の歩行時間 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

24.8

16.3

22.6

25.5

33.5

34.9

17.7

16.7

16.1

13.3

12.0

16.7

39.8

43.1

38.7

38.8

36.6

30.7

7.1

13.8

8.8

7.3

6.2

9.9

10.6

8.4

8.8

13.3

8.9

4.7

1.8

2.8

3.1

5.1

1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

1時間30
分以上

1時間～
1時間30
分未満

30分～
1時間
未満

15～30
分未満

15分未満 無回答



 

 45 

 

4-7 運動不足を感じているか（問 27） 

問 27 あなたは、普段の暮らしの中で運動不足を感じていますか。（１つ） 

 「感じている」が 63.6％ 

 運動不足を感じているかについては、

「感じている」が 63.6％、「特に感じて

いない」が 35.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 
表  運動不足を感じているか 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

感じている 751 ( 63.6) 

特に感じていない 417 ( 35.3) 

無回答 12 (  1.0) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の回答者に比べて「感じて

いる」の割合が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た運動不足を感じているか 

 

 

特に感じ
ていない
35.3%

無回答
1.0%

感じて
いる
63.6%

図 運動不足を感じているか 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

70.8

68.6

42.3

76.4

72.3

44.3

29.2

30.5

56.2

23.0

26.8

53.6

0.0

0.8

1.5

0.6

0.9

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

感じている 特に感じ
ていない

無回答
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4-8 定期的に運動をするための条件（問 28） 

問 28 定期的に運動をするためにあったらよいものは何ですか。（いくつでも） 

 「身近な施設」が 51.6％  

 定期的に運動をするための条件につい

ては、「身近な施設」が 51.6％で最も多

く、次いで「自分の体力を知る機会」が

30.2％、「運動するサークルや教室」が

26.4％で続いています。 

表  定期的に運動をするための条件（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

身近な施設 609 ( 51.6) 

自分の体力を知る機会 356 ( 30.2) 

運動するサークルや教室 311 ( 26.4) 

一緒に運動したり誘ったりしてくれる仲間 284 ( 24.1) 

適切な運動についての情報 271 ( 23.0) 

運動の指導者 184 ( 15.6) 

インターネットを利用した支援 39 (  3.3) 

その他 58 (  4.9) 

特にない 176 ( 14.9) 

無回答 27 (  2.3) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「身近な施設」、「運

動するサークルや教室」及び「一緒に運動したり誘ったりしてくれる仲間」の割合が高くな

っています。 

 
図 性・年齢別に見た定期的に運動をするための条件（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.6

30.2

26.4

24.1

23.0

15.6

3.3

4.9

14.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60

身近な施設

自分の体力を知る機会

運動するサークルや教室

一緒に運動したり誘った
りしてくれる仲間

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

その他

特にない

無回答

図 定期的に運動をするための条件（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

69.1

27.9

40.6

37.6

18.8

17.0

3.0

4.8

3.0

0.6

51.6

30.2

26.4

24.1

23.0

15.6

3.3

4.9

14.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身近な施設

自分の体力を知る機会

運動するサークルや教室

一緒に運動したり誘っ
たりしてくれる仲間

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

その他

特にない

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

55.8

34.5

19.5

26.5

15.9

11.5

8.0

9.7

9.7

1.8

51.6

30.2

26.4

24.1

23.0

15.6

3.3

4.9

14.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身近な施設

自分の体力を知る機会

運動するサークルや教室

一緒に運動したり誘っ
たりしてくれる仲間

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

その他

特にない

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

56.6

26.2

27.7

24.6

23.1

20.3

2.8

5.5

11.7

1.8

51.6

30.2

26.4

24.1

23.0

15.6

3.3

4.9

14.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身近な施設

自分の体力を知る機会

運動するサークルや教室

一緒に運動したり誘っ
たりしてくれる仲間

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

その他

特にない

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

38.0

33.9

26.6

22.4

28.1

13.0

1.6

5.2

19.3

5.7

51.6

30.2

26.4

24.1

23.0

15.6

3.3

4.9

14.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身近な施設

自分の体力を知る機会

運動するサークルや教室

一緒に運動したり誘っ
たりしてくれる仲間

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

その他

特にない

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)

53.6

29.7

23.0

21.3

22.2

14.6

4.2

2.9

17.2

1.3

51.6

30.2

26.4

24.1

23.0

15.6

3.3

4.9

14.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身近な施設

自分の体力を知る機会

運動するサークルや教室

一緒に運動したり誘っ
たりしてくれる仲間

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

その他

特にない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)

32.1

35.8

18.2

12.4

27.0

11.7

2.2

2.9

29.2

2.9

51.6

30.2

26.4

24.1

23.0

15.6

3.3

4.9

14.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

身近な施設

自分の体力を知る機会

運動するサークルや教室

一緒に運動したり誘っ
たりしてくれる仲間

適切な運動についての情報

運動の指導者

インターネットを利用した支援

その他

特にない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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第５節 いきがいや社会参加について 

5-1 いきがいの有無（問 29） 

問 29 現在の生活に「いきがい」や「はりあい」を感じていますか。（１つ） 

 “感じている”が 75.4％ 

 いきがいの有無については、「とても感

じている」が 19.8％、「どちらかといえ

ば感じているが 55.6％であり、これらを

合わせると 75.4％（890 人）が“感じ

ている”と回答しています。 

 

 
表  いきがいの有無 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

とても感じている 234 ( 19.8) 

どちらかといえば感じている 656 ( 55.6) 

どちらかといえば感じていない 237 ( 20.1) 

全く感じていない 40 (  3.4) 

無回答 13 (  1.1) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 40～64 歳では“感じている”の割合が低

くなっています。 

 
図 性・年齢別に見たいきがいの有無 

 

 

どちらか
といえば
感じている

55.6%

どちらか
といえば
感じて
いない
20.1%

全く感じ
ていない

3.4%

無回答
1.1%

とても
感じて
いる
19.8%

図 いきがいの有無 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

26.5

15.9

20.4

21.2

17.8

23.4

19.5

25.1

16.1

21.2

20.9

14.6

46.0

56.1

55.5

52.7

57.8

58.3

5.3

2.1

5.1

4.8

3.1

2.1

1.6

0.3

0.0

2.9

0.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

とても感
じている

どちらか
といえば
感じている

どちらかと
いえば感じ
ていない

全く感じ
ていない

無回答
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5-2 いきがいを感じる内容（問 29-1） 

問 29-1 どのようなことに「いきがい」や「はりあい」を感じていますか。（いくつでも） 

「家族や友人・知人との付き合い」が 61.3％ 

 いきがいを“感じている”と回答した

890 人に対し、その内容について聞いた

ところ、「家族や友人・知人との付き合い」

が 61.3％で最も多く、次いで「仕事や家

事」が 57.8％、「自分の趣味や夢の追求」

が 45.7％で続いています。 

表  いきがいを感じる内容（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 890 (100.0) 

家族や友人・知人との付き合い 546 ( 61.3) 

仕事や家事 514 ( 57.8) 

自分の趣味や夢の追及 407 ( 45.7) 

子育て・子どもの教育 211 ( 23.7) 

地域活動やボランティア事業への参加 53 (  6.0) 

地位や財産の獲得 17 (  1.9) 

その他 29 (  3.3) 

無回答 6 (  0.7) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 20～39 歳は「子育て・子どもの教育」の割合が高く、

女性の 65 歳以上は「家族や友人・知人との付き合い」の割合が他の回答者に比べて高くな

っているなど、性・年齢層による格差が見られます。 

 
図 性・年齢別に見たいきがいを感じる内容（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.3

57.8

45.7

23.7

6.0

1.9

3.3

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

家族や友人・知人
との付き合い

仕事や家事

自分の趣味や夢の追及

子育て・子どもの教育

地域活動やボランティア
事業への参加

地位や財産の獲得

その他

無回答

図 いきがいを感じる内容（複数回答） 

（回答者総数：890 人、単位：％） 

55.7

55.7

34.4

59.0

2.5

1.6

1.6

0.0

61.3

57.8

45.7

23.7

6.0

1.9

3.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や友人・知人
との付き合い

仕事や家事

自分の趣味や夢の追及

子育て・子どもの教育

地域活動やボラン
ティア事業への参加

地位や財産の獲得

その他

無回答

女性・20～39歳
(n=122人)

回答者総数
(n=890人)

58.5

68.3

35.4

39.0

3.7

9.8

4.9

0.0

61.3

57.8

45.7

23.7

6.0

1.9

3.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や友人・知人
との付き合い

仕事や家事

自分の趣味や夢の追及

子育て・子どもの教育

地域活動やボラン
ティア事業への参加

地位や財産の獲得

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=82人)

回答者総数
(n=890人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

62.6

65.4

39.0

27.6

6.5

1.2

2.8

0.8

61.3

57.8

45.7

23.7

6.0

1.9

3.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や友人・知人
との付き合い

仕事や家事

自分の趣味や夢の追及

子育て・子どもの教育

地域活動やボラン
ティア事業への参加

地位や財産の獲得

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=246人)

回答者総数
(n=890人)

75.8

51.6

53.5

0.6

11.5

0.6

5.7

1.9

61.3

57.8

45.7

23.7

6.0

1.9

3.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や友人・知人
との付き合い

仕事や家事

自分の趣味や夢の追及

子育て・子どもの教育

地域活動やボラン
ティア事業への参加

地位や財産の獲得

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=157人)

回答者総数
(n=890人)

52.9

61.0

56.4

20.3

1.2

1.7

0.6

0.6

61.3

57.8

45.7

23.7

6.0

1.9

3.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や友人・知人
との付き合い

仕事や家事

自分の趣味や夢の追及

子育て・子どもの教育

地域活動やボラン
ティア事業への参加

地位や財産の獲得

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=172人)

回答者総数
(n=890人)

60.6

38.5

53.8

1.9

10.6

0.0

5.8

0.0

61.3

57.8

45.7

23.7

6.0

1.9

3.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族や友人・知人
との付き合い

仕事や家事

自分の趣味や夢の追及

子育て・子どもの教育

地域活動やボラン
ティア事業への参加

地位や財産の獲得

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=104人)

回答者総数
(n=890人)
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5-3 一緒に楽しむ仲間の有無（問 30） 

問 30 趣味や楽しみを一緒に楽しむ仲間がいますか。（１つ） 

 「いる」が 68.0％ 

 一緒に楽しむ仲間の有無については、

「いる」が 68.0％（802 人）、「いな

い」が 31.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 
表  一緒に楽しむ仲間の有無 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

いる 802 ( 68.0) 

いない 366 ( 31.0) 

無回答 12 (  1.0) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 40～64 歳では「いる」の割合が他の回答者に比べて

低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た一緒に楽しむ仲間の有無 

 

 

いる
68.0%

いない
31.0%

無回答
1.0%

図 一緒に楽しむ仲間の有無 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

74.3

53.1

62.8

73.9

69.5

79.2

25.7

45.6

35.0

25.5

29.8

19.3 1.6

0.6

0.6

2.2

1.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

いる いない 無回答
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5-4 現在参加している活動（問 31） 

問 31 現在、あなたはどのような活動に参加していますか。（いくつでも） 

 “参加している”が 43.4％ 

 現在参加している活動については、回答

者総数から「特に参加していない」

（54.7％）及び無回答（1.9％）を除く

43.4％が“参加している”と回答してい

ます。 

 その内訳は、「趣味・娯楽活動」が

24.6%で最も多く、次いで「スポーツ活

動」が 16.2％で続いています。 

表  現在参加している活動（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

趣味・娯楽活動 290 ( 24.6) 

スポーツ活動 191 ( 16.2) 

町内会や自治会への活動 120 ( 10.2) 

ボランティア・NPO・市民活動 70 (  5.9) 

学習会や研修会活動 59 (  5.0) 

食に関する活動 18 (  1.5) 

その他 22 (  1.9) 

特に参加していない 646 ( 54.7) 

無回答 22 (  1.9) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳、男性の 40～64 歳及び女性の 20～39

歳では「特に参加していない」の割合が回答者全体に比べて高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た現在参加している活動（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.6

16.2

10.2

5.9

5.0

1.5

1.9

54.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

図 現在参加している活動（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

24.8

10.9

5.5

3.6

5.5

1.2

1.8

60.0

3.0

24.6

16.2

10.2

5.9

5.0

1.5

1.9

54.7

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

20.4

14.2

6.2

3.5

6.2

1.8

0.9

61.1

1.8

24.6

16.2

10.2

5.9

5.0

1.5

1.9

54.7

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

23.1

13.5

12.9

8.0

6.5

1.5

2.2

53.5

0.9

24.6

16.2

10.2

5.9

5.0

1.5

1.9

54.7

1.9
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スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

36.5

22.4

15.1

9.4

8.3

1.0
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趣味・娯楽活動

スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)

19.7

15.1

4.6

2.5

2.1

0.4

0.8

66.5

1.3

24.6

16.2

10.2

5.9

5.0

1.5

1.9

54.7

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)

22.6

24.1

15.3

7.3

0.7

3.6

2.2

49.6

2.9

24.6

16.2

10.2

5.9

5.0

1.5

1.9

54.7

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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5-5 今後参加したい活動（問 32） 

問 32 今後どのような活動に参加したいですか。（いくつでも） 

 「趣味・娯楽活動」が 42.5% 

 今後参加したい活動については、「趣

味・娯楽活動」が 42.5%で最も多く、次

いで「スポーツ活動」が 28.0%で続いて

います。 

 
表  今後参加したい活動（複数回答） 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

趣味・娯楽活動 502 ( 42.5) 

スポーツ活動 330 ( 28.0) 

ボランティア・NPO・市民活動 151 ( 12.8) 

学習会や研修会活動 125 ( 10.6) 

食に関する活動 121 ( 10.3) 

町内会や自治会への活動 102 (  8.6) 

その他 23 (  1.9) 

参加を希望しない 326 ( 27.6) 

無回答 46 (  3.9) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「参加を希望しない」

の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た今後参加したい活動（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.5

28.0

12.8

10.6

10.3

8.6

1.9

27.6

3.9

0 10 20 30 40 50

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

町内会や自治会への活動

その他

参加を希望しない

無回答

図 今後参加したい活動（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

29.2

33.6

10.6

7.1

7.1

6.2

3.5

37.2

3.5

42.5

28.0

12.8

10.6

10.3

8.6

1.9

27.6

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

ボランティア・
NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

町内会や自治会への活動

その他

参加を希望しない

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)

43.6

29.7

12.1

12.1

13.3

9.1

1.8

28.5

0.6

42.5

28.0

12.8

10.6

10.3

8.6

1.9

27.6

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

ボランティア・
NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

町内会や自治会への活動

その他

参加を希望しない

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 
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28.9
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スポーツ活動

ボランティア・
NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

町内会や自治会への活動

その他

参加を希望しない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)

49.6

16.8

9.5

8.0

5.8

10.2

2.2

25.5

5.1

42.5

28.0

12.8

10.6

10.3

8.6

1.9

27.6

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

ボランティア・
NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

町内会や自治会への活動

その他

参加を希望しない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)

44.9

27.7

12.9

13.8

12.9

6.5

1.2

28.0

2.5

42.5

28.0

12.8

10.6

10.3

8.6

1.9

27.6

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

ボランティア・
NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

町内会や自治会への活動

その他

参加を希望しない

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

45.3

24.5

14.6

13.5

11.5

12.5

2.1

19.3

10.4

42.5

28.0

12.8

10.6

10.3

8.6

1.9

27.6

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

ボランティア・
NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

町内会や自治会への活動

その他

参加を希望しない

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)
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5-6 現在参加している活動と今後参加したい活動の比較（問

31・32 を基に作成） 

※問 31・32 を基に作成 

「趣味・娯楽」及び「スポーツ」では、 

現在と今後の意向との差が大きい 

 現在参加している活動と今後参加した

い活動を比較したところ、「趣味・娯楽活

動」及び「スポーツ活動」において、現在

参加している活動に対し、今後参加したい

活動の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.6

16.2

10.2

5.9

5.0

1.5

1.9

54.7

1.9

42.5

28.0

8.6

12.8

10.6

10.3

1.9

3.9

27.6

0 10 20 30 40 50 60

趣味・娯楽活動

スポーツ活動

町内会や自治会への活動

ボランティア・NPO・市民活動

学習会や研修会活動

食に関する活動

その他

特に参加していない

無回答

現在参加
している活動

今後参加
したい活動

図 現在参加している活動と今後参加したい活動
の比較（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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第６節 こころの健康と休養について 

6-1 主観的幸福度（問 33） 

問 33 現在、あなたはどの程度幸せだと感じていますか。「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0

点とすると、何点くらいになると思いますか。いずれかの数字を１つだけ○で囲んでください。 

 「やや高い（6～8 点）」が 42.9％ 

 主観的幸福度については、「やや高い（6

～8 点）」が 42.9％で最も多く、次いで

「普通（5 点）」が 26.4％で続いていま

す。 

 

 

 
表  主観的幸福度 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

高い (9～10 点) 209 ( 17.7) 

やや高い (6～8 点) 506 ( 42.9) 

普通 (5 点) 311 ( 26.4) 

やや低い(2～4点) 122 ( 10.3) 

低い (0～1 点) 16 (  1.4) 

無回答 16 (  1.4) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに年齢層が高くなるほど「高い（9～10 点）」

及び「やや高い（6～8 点）」を合わせた割合が低くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た主観的幸福度 

 

普通
(5点)
26.4%

低い
(0～1点)

1.4%
やや低い
(2～4点)
10.3%

無回答
1.4%

高い
(9～10点)

17.7%

やや高い
(6～8点)
42.9%

図 主観的幸福度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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1.0
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2.7
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男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

高い
(9～10点)

やや高い
(6～8点)

普通
(5点)

やや低い
(2～4点)

低い
(0～1点)

無回答



 

 58 

 

6-2 ストレスの有無（問 34） 

問 34 過去 1 年間、継続的に悩みを持ったり、ストレスを感じたりしていますか。（１つ） 

 “感じている”が 60.6％ 

 ストレスの有無については、「感じてい

る」が 24.2％、「どちらかといえば感じ

ている」が 36.4％であり、これらを合わ

せると 60.6％が“感じている”と回答し

ています。 

 

 

表  ストレスの有無 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

感じている 286 ( 24.2) 

どちらかといえば感じている 430 ( 36.4) 

どちらかといえば感じていない 314 ( 26.6) 

感じていない 144 ( 12.2) 

無回答 6 (  0.5) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の回答者に比べて「感じて

いる」の割合が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見たストレスの有無 

 

感じている
24.2%

どちらか
といえば
感じている

36.4%

どちらか
といえば
感じて
いない
26.6%

感じて
いない
12.2%

無回答
0.5%

図 ストレスの有無 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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いない
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6-3 悩みやストレスの原因（34-1） 

問 34-1 現在、感じている悩みやストレスは何ですか。（いくつでも） 

 「健康・病気について」が 43.2％ 

 悩みやストレスの原因については、「自

分や家族の健康・病気について」が

43.2％で最も多く、次いで「家事や仕事

の負担について」が 37.8％、「経済的な

問題について」が 36.3％で続いています。 

 

 
表  悩みやストレスの原因（複数回答） 

区 分  人（％） 

回答者総数 716 (100.0) 

自分や家族の健康・病気について 309 ( 43.2) 

家事や仕事の負担について 271 ( 37.8) 

経済的な問題について 260 ( 36.3) 

自分のいきがいや将来に対する不安について 251 ( 35.1) 

人間関係について 202 ( 28.2) 

育児や子どもの教育について 94 ( 13.1) 

その他 46 (  6.4) 

無回答 4 (  0.6) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳及び男性の 40～64 歳は「自分や家族の

健康・病気について」の割合が低く、「家事や仕事の負担について」の割合が高くなってい

るなど、性・年齢層による格差が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た悩みやストレスの原因（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 
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自分や家族の健康
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経済的な問題について

自分のいきがいや将来
に対する不安について

人間関係について

育児や子どもの教育について

その他

無回答

図 悩みやストレスの原因（複数回答） 

（回答者総数：716 人、単位：％） 
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教育について

その他

無回答

女性・20～39歳
(n=111人)

回答者総数
(n=716人)
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28.2

13.1
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自分や家族の健康
・病気について

家事や仕事の
負担について

経済的な問題について

自分のいきがいや将来
に対する不安について

人間関係について

育児や子どもの
教育について

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=61人)

回答者総数
(n=716人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

43.8

37.9

44.3

32.9

31.5
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・病気について

家事や仕事の
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無回答

女性・40～64歳
(n=219人)

回答者総数
(n=716人)

64.2

15.1

17.9

29.2

21.7

1.9

10.4

0.0

43.2

37.8

36.3

35.1

28.2

13.1

6.4

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分や家族の健康
・病気について

家事や仕事の
負担について

経済的な問題について

自分のいきがいや将来
に対する不安について

人間関係について

育児や子どもの
教育について

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=106人)

回答者総数
(n=716人)

36.4

55.8

33.8

32.5

28.6

3.9

3.2

0.0

43.2

37.8

36.3

35.1

28.2

13.1

6.4

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分や家族の健康
・病気について

家事や仕事の
負担について

経済的な問題について

自分のいきがいや将来
に対する不安について

人間関係について

育児や子どもの
教育について

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=154人)

回答者総数
(n=716人)

70.7

13.8

27.6

36.2

13.8

0.0

10.3

3.4

43.2

37.8

36.3

35.1

28.2

13.1

6.4

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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・病気について

家事や仕事の
負担について

経済的な問題について

自分のいきがいや将来
に対する不安について

人間関係について

育児や子どもの
教育について

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=58人)

回答者総数
(n=716人)



 

 61 

 

6-4 ストレスの解消法（問 35） 

問 35 ストレスを感じた場合、どのように解消していますか。（いくつでも） 

 「のんびり過ごす」が 48.4％ 

 ストレスの解消法については、「のんび

り過ごす」が 48.4％で最も多く、次いで

「家族や友人・知人に相談する」が

40.6％、「趣味やスポーツで発散する」

が 36.6％で続いています。 

表  ストレスの解消法（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

のんびり過ごす 571 ( 48.4) 

家族や友人・知人に相談する 479 ( 40.6) 

趣味やスポーツで発散する 432 ( 36.6) 

飲食や買い物で発散する 390 ( 33.1) 

専門家に相談する 46 (  3.9) 

その他 88 (  7.5) 

無回答 41 (  3.5) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は「趣味やスポーツで発散する」の割合が

高く、女性の 20～39 歳は「家族や友人・知人に相談する」の割合が高くなっているなど、

性・年齢層による格差が見られます。 

 
図 性・年齢別に見たストレスの解消法（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 
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図 ストレスの解消法（複数回答） 
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 
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6-5 こころの健康測定指標（Ｋ６）※の状況（問 36） 

問 36 次のそれぞれの質問について、過去 1 か月の間はどうでしたか。次の（1）～（6）について、

あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。 

 「神経の過敏さを感じた」や「何をするのもおっくうに感じた」が多く見られる 

 こころの健康測定指標（Ｋ６）について、「いつも」、「たいてい」及び「ときどき」を

合わせた構成比をみると、「ささいなことが気になる等、神経の過敏さを感じた」が 34.6％

で最も多く次いで「何をするのもおっくうに感じた」が 34.4％で続いています。 

 
図 こころの健康測定指標（Ｋ６）の状況 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
※ 「こころの健康測定指標（Ｋ６）」は、米国の Kessler らによって、うつ病・不安障がいなどの精神疾患をス

クリーニングすることを目的として開発され、一般住民を対象とした調査で心理的ストレスを含む何らかの精

神的な問題の程度を表す指標として広く利用されています。  

 ６つの質問（「神経過敏に感じましたか」、「絶望的だと感じましたか」、「そわそわ、落ち着かなく感じ

ましたか」、「気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」、「何をするのも骨折

りだと感じましたか」、「自分は価値のない人間だと感じましたか」）について５段階（「まったくない」（０

点）、「少しだけ」（１点）、「ときどき」（２点）、「たいてい」（３点）、「いつも」（４点））で点数

化します。 

 合計点数が高いほど、精神的な問題がより重い可能性があるとされており、10 点以上の者の頻度は、気分障

がい・不安障がいと同等の状態の頻度の推定値と考えることができます。 
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表  こころの健康測定指標（Ｋ６）の状況 単位：人（％） 

区  分 いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答 

ささいなことが気にな

る等、神経の過敏さを感

じた 

48 ( 4.1) 81 ( 6.9) 278 (23.6) 369 (31.3) 368 (31.2) 36 ( 3.1) 

何をするのもおっくう

に感じた 
41 ( 3.5) 73 ( 6.2) 292 (24.7) 378 (32.0) 358 (30.3) 38 ( 3.2) 

そわそわ、落ち着かなく

感じた 
25 ( 2.1) 31 ( 2.6) 206 (17.5) 312 (26.4) 556 (47.1) 50 ( 4.2) 

気分が沈み込んで、何を

しても気が晴れないよ

うに感じた 

34 ( 2.9) 33 ( 2.8) 188 (15.9) 331 (28.1) 553 (46.9) 41 ( 3.5) 

自分は価値のない人間

だと感じた 
32 ( 2.7) 24 ( 2.0) 94 ( 8.0) 194 (16.4) 793 (67.2) 43 ( 3.6) 

何もかも絶望的だと感

じた 
18 ( 1.5) 22 ( 1.9) 62 ( 5.3) 143 (12.1) 890 (75.4) 45 ( 3.8) 

 

 

6-6 こころの健康測定指標（Ｋ６）の点数化による気分障が
い・不安障がいの状況（問 36 を基に作成） 

※問 36 を基に作成 

 “高い”は 13.3％ 

 こころの健康測定指標（Ｋ６）の点数化

による気分障がい・不安障がいの状況につ

いて、前ページ下欄注釈の算出方法方法に

基づき点数化しました。 

 その結果、「低い （0～4 点）」が 54.8％、

「やや低い （5～9 点）」が 27.1％であ

り、これらを合わせると 81.9％が“低い”

と回答しています。 

 一方、「やや高い (10～14 点)」が

9.0％、「高い (15 点以上)」が 4.3％で

あり、これらを合わせると 13.3％が“高

い”と回答しています。 

 

表  こころの健康測定指標（Ｋ６）の点数化
による気分障がい・不安障がいの状況 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

低い (0～4 点) 647 ( 54.8) 

やや低い (5～9 点) 320 ( 27.1) 

やや高い (10～14 点) 106 (  9.0) 

高い (15 点以上) 51 (  4.3) 

不詳 56 (  4.7) 

無回答 0 (  0.0) 

 

低い
(0～4点)
54.8%やや低い

(5～9点)
27.1%

やや高い
(10～14点)

9.0%

高い
(15点以上)

4.3%

不詳
4.7% 無回答

0.0%

図 こころの健康測定指標（Ｋ６）の点数化による気
分障がい・不安障がいの状況 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 40～64 歳は他の年齢層に比べて「やや高

い（10～14 点）」及び「高い（15 点以上）」を合わせた割合がやや高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見たこころの健康測定指標（Ｋ６）の点数化による気分障がい・不安障がいの状況 
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6-7 うつ状態の有無（問 37） 

問 37 過去１年間の間に２週間以上、下記のような状態が続いたことがありますか。（いくつでも） 

 “症状がある”が 44.5％ 

 うつ状態の有無については、回答者総数

から「上記のような症状はない」（47.6％）

及び無回答（7.9％）を除く 44.5％が“症

状がある”と回答しています。 

 その内訳は、「疲れやすく、元気がない

（だるい）」26.4％で最も多く、次いで

「寝つきが悪い、夜中に目が覚めて眠れな

い」が 19.4％で続いています。 

表  うつ状態の有無 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

疲れやすく、元気がない（だるい） 311 ( 26.4) 

寝つきが悪い、夜中に目が覚めて眠れない 229 ( 19.4) 

気力・集中力が続かない 180 ( 15.3) 

物事を悪い方にばかり考える 148 ( 12.5) 

ゆううつで気分が沈む 143 ( 12.1) 

人に会いたくない 95 (  8.1) 

好きだったことをやりたくない 88 (  7.5) 

失敗や悲しみ、失望から立ち直れない 49 (  4.2) 

上記のような状態はない 562 ( 47.6) 

無回答 93 (  7.9) 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳、女性の 40～64 歳及び女性の 65 歳以

上では「上記のような状態はない」の割合が回答者全体よりも高くなっています。 

図 性・年齢別に見たうつ状態の有無 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 
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6-8 うつ状態の解消方法（問 37-1） 

問 37-1 問 37 の状態の解消についてどのような方法をとりましたか。最もあてはまるものを下記

から選んでください。（１つ） 

 「何もしていない」が 48.4％ 

 うつ状態の解消方法については、「何も

していない」が 48.4％（254 人）で最

も多く、次いで「家族・友人に相談した」

30.1％で続いています。 

 また、「専門家に相談もしくは受診した」

は 13.1％となっています。 

 

表  うつ状態の解消方法 
区 分  人（％） 

回答者総数 525 (100.0) 

家族・友人に相談した 158 ( 30.1) 

専門家に相談もしくは受診した 69 ( 13.1) 

その他 30 (  5.7) 

何もしていない 254 ( 48.4) 

無回答 14 (  2.7) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 40～64 歳及び男性の 65 歳以上は他の回答者に比べ

て「家族・友人に相談した」の割合が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見たうつ状態の解消方法 

 

家族・友人
に相談した

30.1%

専門家に
相談もしく
は受診した

13.1%

何もして
いない
48.4%

無回答
2.7%

その他
5.7%

図 うつ状態の解消方法 

（回答者総数：525 人、単位：％） 

31.6

16.0

15.1

36.6

37.6

32.9

8.8

8.6

9.4

19.7

15.0

12.2

49.1

67.9

60.4

38.0

41.6

42.7

7.5

7.3

10.5

6.2

7.5

4.9

4.0

5.6

1.7

0.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=57人)

男性・40～64歳
(n=81人)

男性・65歳以上
(n=53人)

女性・20～39歳
(n=71人)

女性・40～64歳
(n=173人)

女性・65歳以上
(n=82人)

家族・友人
に相談した

専門家に相談
もしくは受診した

その他 何もして
いない

無回答
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6-9 うつ状態の解消について何もしていない理由（問 37-2） 

問 37-2 何もしていない理由について、最もあてはまるものを下記から選んでください。（１つ） 

“何もしなくても改善した”が 55.1％ 

 うつ状態の解消について「何もしていな

い」と回答した 254 人に対し、その理由

について聞いたところ、「特に何もしなく

ても状態が改善した」が 55.1％で最も多

くなっています。 

 
表  うつ状態の解消について何もしていない理由 

区 分  人（％） 

回答者総数 254 (100.0) 

特に何もしなくても状態が改善した 140 ( 55.1) 

相談できる人がいない 38 ( 15.0) 

家族・友人等に心配かけたくないか

ら相談しなかった 
25 (  9.8) 

周囲の理解がないため、どこにも相

談できなかった 
15 (  5.9) 

その他 33 ( 13.0) 

無回答 3 (  1.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 40～64 歳及び女性の 20～39 歳は他の回答者に比

べて「相談できる人がいない」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見たうつ状態の解消について何もしていない理由 

 

 

55.1

15.0

9.8

5.9

13.0

1.2

0 10 20 30 40 50 60

特に何もしなくて
も状態が改善した

相談できる人がいない

家族・友人等に心配かけた
くないから相談しなかった

周囲の理解がないため、
どこにも相談できなかった

その他

無回答

図 うつ状態の解消について何もしていない理由 

（回答者総数：254 人、単位：％） 

75.0

50.9

75.0

37.0

47.2

57.1

7.1

25.5

6.3

25.9

11.1

11.4

9.4

8.3

8.6

14.3

9.1

18.5

22.2

14.3

9.7

10.9

11.1

6.3

3.6

3.7

3.6

0.0

3.1

5.7

2.9

1.4

3.7

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=28人)

男性・40～64歳
(n=55人)

男性・65歳以上
(n=32人)

女性・20～39歳
(n=27人)

女性・40～64歳
(n=72人)

女性・65歳以上
(n=35人)

特に何もし
なくても状態
が改善した

相談できる
人がいない

家族・友人等
に心配かけた
くないから相談
しなかった

周囲の理解
がないため、
どこにも相談
できなかった

その他 無回答
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6-10 平均的な睡眠時間（問 38） 

問 38 あなたの平均的な睡眠時間はどのくらいですか。（１つ） 

 「6～7 時間未満」が 32.5％ 

 平均的な睡眠時間については、「6～7

時間未満」が 32.5％で最も多く、次いで

「5～6 時間未満」が 31.3％、「7～8

時間未満」が 18.6％で続いています。 

 

 

表  平均的な睡眠時間 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

５時間未満 138 ( 11.7) 

５～６時間未満 369 ( 31.3) 

６～７時間未満 383 ( 32.5) 

７～８時間未満 220 ( 18.6) 

８～９時間未満 50 (  4.2) 

９時間以上 12 (  1.0) 

無回答 8 (  0.7) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の年齢層に比べて 6 時間未

満である回答者の割合が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た平均的な睡眠時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.7

31.3

32.5

18.6

4.2

1.0

0.7

0 5 10 15 20 25 30 35

５時間未満

５～６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９時間以上

無回答

図 平均的な睡眠時間 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

15.0

13.4

11.5

14.2

8.3

28.3

33.1

23.4

31.5

36.9

26.6

36.3

31.0

35.8

27.3

31.1

37.0

14.2

16.7

24.1

21.8

16.0

20.8

5.1

4.7

1.5

6.7

9.5

2.9

4.4 1.8

1.7

2.2

1.2

0.3

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

５時間
未満

５～６時
間未満

６～７時
間未満

７～８時
間未満

８～９時
間未満

９時間
以上

無回答
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6-11 普段の睡眠で休養がとれているか（問 39） 

問 39 普段の睡眠で休養がとれていますか。（１つ） 

 “とれている”が 69.3％ 

 普段の睡眠で休養がとれているかにつ

いては、「十分とれている」が 16.1％、

「大体とれている」が 53.2％であり、こ

れら合わせると 69.3％が“とれている”

と回答しています。 

 

 

 
表  普段の睡眠で休養がとれているか 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

十分とれている 190 ( 16.1) 

大体とれている 628 ( 53.2) 

あまりとれていない 321 ( 27.2) 

全くとれていない 32 (  2.7) 

無回答 9 (  0.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 64 歳以下の年齢層では「あまりとれてい

ない」及び「全くとれていない」を合わせた割合が 3 割以上となっています。 

 
図 性・年齢別に見た普段の睡眠で休養がとれているか 

 

十分とれ
ている
16.1%

大体とれ
ている
53.2%

あまり
とれて
いない
27.2%

無回答
0.8%全くとれ

ていない
2.7%

図 普段の睡眠で休養がとれているか 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

8.8

14.2

13.3

13.8

21.9

56.6

51.0

62.8

45.5

50.8

59.4

31.0

29.3

12.4

37.0

32.9

14.6

24.1

3.5

4.2

0.7

4.2

2.5

1.0

3.1

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

十分とれ
ている

大体とれ
ている

あまりとれ
ていない

全くとれ
ていない

無回答
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6-12 「ゲートキーパー」の認知度（問 40） 

問 40 「ゲートキーパー」という言葉を、聞いたことがありますか。（１つ） 

 “聞いたことがある”が 10.9％ 

 「ゲートキーパー」の認知度については、

「聞いたことがない」が 88.3％でとなっ

ています。 

 一方、「聞いたことがあり、内容もわか

る」が 4.0％、「聞いたことはあるが、内

容はわからない」が 6.9％で、これらを合

わせると 10.9％が“聞いたことがある”

と回答しています。 

 

表  「ゲートキーパー」の認知度 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

聞いたことがあり、内容もわかる 47 (  4.0) 

聞いたことはあるが、内容はわからない 81 (  6.9) 

聞いたことがない 1,042 ( 88.3) 

無回答 10 (  0.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 20～39 歳は他の回答者に比べて低くなっ

ています。「聞いたことがあり、内容もわかる」の割合がやや高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た「ゲートキーパー」の認知度 

 

聞いたこ
とがない
88.3%

無回答
0.8%

聞いたこ
とがあり、

内容も
わかる
4.0%

聞いたこと
はあるが、
内容はわ
からない

6.9%

図 「ゲートキーパー」の認知度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

14.2

8.8

5.5

5.2

5.7

78.8

85.8

94.2

87.9

92.0

87.0

4.2

2.5

6.7

1.5

4.2

7.1

4.4

3.1

0.3

0.0

0.0

1.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

聞いたこと
があり、内容
もわかる

聞いたことは
あるが、内容
はわからない

聞いたこ
とがない

無回答
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第７節 歯と口腔の健康について 

7-1 定期的な歯科健診や治療の有無（問 41） 

問 41 歯科医院を受診し、歯科健診又は必要な治療を受けていますか。（１つ） 

“受けている”が 70.6％ 

 定期的な歯科健診や治療の有無につい

ては、「定期的ではないが、健診や治療を

受けている」が 48.7％で最も多く、これ

に「定期的に健診や治療を受けている」

（21.9％）を合わせると 70.6％が“受

けている”と回答しています。 

 一方、「全く受けていない」は 27.5％

（325 人）となっています。 

 
表  定期的な歯科健診や治療の有無 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

定期的に健診や治療を受けている 259 ( 21.9) 

定期的ではないが、健診や治療を受けている 575 ( 48.7) 

全く受けていない 325 ( 27.5) 

無回答 21 (  1.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 65 歳以上は他の年齢層に比べて「定期的

に健診や治療を受けている」の割合が高くなっています。これに対し、男性の 20～39 歳及

び男性の40～64歳は他の回答者に比べて「全く受けていない」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た定期的な歯科健診や治療の有無 

 

定期的に健
診や治療を
受けている

21.9%全く受けて
いない
27.5%

無回答
1.8%

定期的では
ないが、健
診や治療を
受けている

48.7%

図 定期的な歯科健診や治療の有無 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

15.1

31.4

22.4

22.5

31.3

52.2

49.8

41.6

47.3

51.7

47.4

41.6

33.9

24.1

29.7

24.3

18.2

5.3

3.1

1.5

0.6

2.9

1.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

定期的に健診や
治療を受けている

定期的ではないが、
健診や治療を受けている

全く受け
ていない

無回答
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7-2 歯科健診や治療を受けていない理由（問 41-1） 

問 41-1 歯科健診や必要な治療を受けていない理由は何ですか。（いくつでも） 

“必要性を感じていないから”が 52.0％ 

 歯科健診や治療を「全く受けていない」

と回答した 325 人に対し、その理由につ

いて聞いたところ、「痛みや出血等の自覚

症状がなく、必要性を感じていないから」

が 52.0％で最も多くなっています。 
 

表  歯科健診や治療を受けていない理由（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 325 (100.0) 

痛みや出血等の自覚症状がなく、 
必要性を感じていないから 

169 ( 52.0) 

面倒だから 86 ( 26.5) 

忙しくて時間がないから 82 ( 25.2) 

費用がかかるから 79 ( 24.3) 

痛みがあっても我慢ができるから 28 (  8.6) 

その他 26 (  8.0) 

無回答 7 (  2.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「忙しくて時間がな

いから」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た歯科健診や治療を受けていない理由（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.0

26.5

25.2

24.3

8.6

8.0

2.2

0 10 20 30 40 50 60

痛みや出血等の自覚症状がな
く、必要性を感じていないから

面倒だから

忙しくて時間がないから

費用がかかるから

痛みがあっても
我慢ができるから

その他

無回答

図 歯科健診や治療を受けていない理由（複数回答） 

（回答者総数：325 人、単位：％） 

51.9

16.5

24.1

25.3

6.3

11.4

2.5

52.0

26.5

25.2

24.3

8.6

8.0

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0

痛みや出血等の自覚
症状がなく、必要性を

感じていないから

面倒だから

忙しくて時間がないから

費用がかかるから

痛みがあっても
我慢ができるから

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=79人)

回答者総数
(n=325人)

48.9

31.9

46.8

34.0

8.5

6.4

0.0

52.0

26.5

25.2

24.3

8.6

8.0

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0

痛みや出血等の自覚
症状がなく、必要性を

感じていないから

面倒だから

忙しくて時間がないから

費用がかかるから

痛みがあっても
我慢ができるから

その他

無回答

男性・20～39歳
(n=47人)

回答者総数
(n=325人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 
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16.5

24.1
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52.0

26.5

25.2

24.3

8.6

8.0

2.2
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痛みや出血等の自覚
症状がなく、必要性を

感じていないから

面倒だから

忙しくて時間がないから

費用がかかるから

痛みがあっても
我慢ができるから

その他

無回答

女性・40～64歳
(n=79人)

回答者総数
(n=325人)
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14.3

11.4
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痛みや出血等の自覚
症状がなく、必要性を

感じていないから

面倒だから

忙しくて時間がないから

費用がかかるから
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我慢ができるから

その他

無回答

女性・65歳以上
(n=35人)

回答者総数
(n=325人)
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35.8
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9.9
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1.2

52.0

26.5
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痛みや出血等の自覚
症状がなく、必要性を

感じていないから

面倒だから

忙しくて時間がないから

費用がかかるから

痛みがあっても
我慢ができるから

その他

無回答

男性・40～64歳
(n=81人)

回答者総数
(n=325人)
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9.1
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9.1

15.2
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面倒だから

忙しくて時間がないから

費用がかかるから

痛みがあっても
我慢ができるから

その他

無回答

男性・65歳以上
(n=33人)

回答者総数
(n=325人)



 

 76 

 

7-3 1 日の歯磨きの回数（問 42） 

問 42 １日何回歯をみがきますか。（１つ） 

 「２回」が 51.1％ 

 1 日の歯磨きの回数については、「2 回」

が 51.1％で最も多く、次いで「３回」が

25.3％で続いています。 

 

 

 

 
表  1 日の歯磨きの回数 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

１回 208 ( 17.6) 

２回 603 ( 51.1) 

３回 298 ( 25.3) 

４回以上 43 (  3.6) 

みがかない 11 (  0.9) 

無回答 17 (  1.4) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、どの年齢層においても女性は男性に比べて「1 回」の割合が

低く、「3 回」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た 1 日の歯磨きの回数 

 

 

２回
51.1%

３回
25.3%

みがかない
0.9%

４回以上
3.6% １回

17.6%

無回答
1.4%

図 1 日の歯磨きの回数 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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61.1

46.4

46.0

49.1

55.7

49.5

9.7

18.8

19.0

36.4

29.8

29.2

4.9

4.7

1.8

1.7

3.6

3.6

0.0

0.3

0.0

5.1

1.3

0.0

0.9

1.3

2.9

0.0

0.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

１回 ２回 ３回 ４回
以上

みがか
ない

無回答
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7-4 歯間部清掃用具の使用状況（問 43） 

問 43 普段お口のケアで、歯ブラシ以外にデンタルフロス・糸ようじ・歯間ブラシ等を使っています

か。（１つ） 

“よく使う・ときどき使う”が 42.5％ 

 歯間部清掃用具の使用状況としては、

「よく使っている」が 23.9％、「ときど

き使う」が 18.6％であり、これらを合わ

せると 42.5％が“よく使う・ときどき使

う”と回答しています。 

 

 

表  歯間部清掃用具の使用状況 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

よく使っている 282 ( 23.9) 

ときどき使う 220 ( 18.6) 

たまに使う 346 ( 29.3) 

使ったことがない 305 ( 25.8) 

無回答 27 (  2.3) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに年齢層が高くなるほど「よく使っている」

の割合が高くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た歯間部清掃用具の使用状況 

 

よく使っ
ている
23.9%

ときどき
使う
18.6%

たまに
使う
29.3%

使ったこ
とがない
25.8%

無回答
2.3%

図 歯間部清掃用具の使用状況 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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27.7

12.7

28.9
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20.4

17.2

13.1

17.6

21.8

18.2

37.2

33.1

13.1

43.0

28.6

22.4

33.6

29.3

40.9

26.1

19.7

16.7 5.2

0.9

0.6

5.1

1.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

よく使っ
ている

ときどき
使う

たまに
使う

使ったこ
とがない

無回答
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7-5 口の健康のために気をつけていること（問 44） 

問 44 普段、お口の健康のために気をつけていること（実行していること）は何ですか。（いくつでも） 

 「一日２回以上歯みがきをしている」が 62.3％ 

 口の健康のために気をつけていることについては、「一日２回以上歯みがきをしている」が

62.3％で最も多く、次いで「一日１回は丁寧に歯みがきをしている」が 36.4％、「過去１

年以内に歯科健診を受けた」が 33.2％で続いています。 

 
図 口の健康のために気をつけていること（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表  口の健康のために気をつけていること（複数回答） 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

一日２回以上歯みがきをしている 735 ( 62.3) 

一日１回は丁寧に歯みがきをしている 429 ( 36.4) 

過去１年以内に歯科健診を受けた 392 ( 33.2) 

過去１年以内に歯科医院で歯石をとってもらった 390 ( 33.1) 

うがいをまめにするようにしている 292 ( 24.7) 

たばこを吸わないようにしている 274 ( 23.2) 

フッ化物配合の歯みがき剤を使用している 264 ( 22.4) 

キシリトールガムを噛むようにしている 219 ( 18.6) 

よく噛んで食べるようにしている 194 ( 16.4) 

甘い飲食物や間食を控えている 105 (  8.9) 

その他 25 (  2.1) 

特に気をつけていること（実行していること）はない 105 (  8.9) 

無回答 27 (  2.3) 

62.3

36.4

33.2

33.1

24.7

23.2

22.4

18.6

16.4

8.9

2.1

8.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

一日２回以上歯みがきをしている

一日１回は丁寧に歯みがきをしている

過去１年以内に歯科健診を受けた

過去１年以内に歯科医院で歯石をとってもらった

うがいをまめにするようにしている

たばこを吸わないようにしている

フッ化物配合の歯みがき剤を使用している

キシリトールガムを噛むようにしている

よく噛んで食べるようにしている

甘い飲食物や間食を控えている

その他

特に気をつけていること（実行していること）はない

無回答
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【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性はどの年齢層においても「一日２回以上歯みがきをして

いる」の割合が回答者全体に比べて低く、「特に気をつけていること（実行していること）

はない」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た口の健康のために気をつけていること（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 
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9.7
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36.4

33.2
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24.7

23.2

22.4

18.6

16.4

8.9

2.1

8.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

一日２回以上歯
みがきをしている

一日１回は丁寧に
歯みがきをしている

過去１年以内に
歯科健診を受けた

過去１年以内に歯科医院
で歯石をとってもらった

うがいをまめに
するようにしている

たばこを吸わな
いようにしている

フッ化物配合の歯みが
き剤を使用している

キシリトールガムを
噛むようにしている

よく噛んで食べ
るようにしている

甘い飲食物や間
食を控えている

その他

特に気をつけていること（実行
していること）はない

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)

74.2

42.2

36.3

39.1

17.8

20.9

29.5

18.8

14.8

7.4

1.8

4.9

0.9

62.3

36.4

33.2

33.1

24.7

23.2

22.4

18.6

16.4

8.9

2.1

8.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

一日２回以上歯
みがきをしている

一日１回は丁寧に
歯みがきをしている

過去１年以内に
歯科健診を受けた

過去１年以内に歯科医院
で歯石をとってもらった

うがいをまめに
するようにしている

たばこを吸わな
いようにしている

フッ化物配合の歯みが
き剤を使用している

キシリトールガムを
噛むようにしている

よく噛んで食べ
るようにしている

甘い飲食物や間
食を控えている

その他

特に気をつけていること（実行
していること）はない

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)

51.3

38.9

23.0

16.8

19.5

29.2

22.1

27.4

8.8

6.2

3.5

13.3

0.9

62.3

36.4

33.2

33.1

24.7

23.2

22.4

18.6

16.4

8.9

2.1

8.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

一日２回以上歯
みがきをしている

一日１回は丁寧に
歯みがきをしている

過去１年以内に
歯科健診を受けた

過去１年以内に歯科医院
で歯石をとってもらった

うがいをまめに
するようにしている

たばこを吸わな
いようにしている

フッ化物配合の歯みが
き剤を使用している

キシリトールガムを
噛むようにしている

よく噛んで食べ
るようにしている

甘い飲食物や間
食を控えている

その他

特に気をつけていること（実行
していること）はない

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)

55.6

29.3

25.1

25.1

23.4

20.5

17.2

17.6

10.0

9.2

1.7

12.1

1.7

62.3

36.4

33.2

33.1

24.7

23.2

22.4

18.6

16.4

8.9

2.1

8.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

一日２回以上歯
みがきをしている

一日１回は丁寧に
歯みがきをしている

過去１年以内に
歯科健診を受けた

過去１年以内に歯科医院
で歯石をとってもらった

うがいをまめに
するようにしている

たばこを吸わな
いようにしている

フッ化物配合の歯みが
き剤を使用している

キシリトールガムを
噛むようにしている

よく噛んで食べ
るようにしている

甘い飲食物や間
食を控えている

その他

特に気をつけていること（実行
していること）はない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)
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   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

 

 

 

66.1

37.0

42.2

43.8

42.7

18.8

20.3

21.9

27.6

13.0

1.6

4.7

4.7

62.3

36.4

33.2

33.1

24.7

23.2

22.4

18.6

16.4

8.9

2.1

8.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

一日２回以上歯
みがきをしている

一日１回は丁寧に
歯みがきをしている

過去１年以内に
歯科健診を受けた

過去１年以内に歯科医院
で歯石をとってもらった

うがいをまめに
するようにしている

たばこを吸わな
いようにしている

フッ化物配合の歯みが
き剤を使用している

キシリトールガムを
噛むようにしている

よく噛んで食べ
るようにしている

甘い飲食物や間
食を控えている

その他

特に気をつけていること（実行
していること）はない

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)
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29.2

33.6

33.6

32.1

27.0
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13.9

26.3

12.4

5.1

13.9

6.6

62.3

36.4

33.2

33.1

24.7

23.2

22.4

18.6

16.4

8.9

2.1

8.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

一日２回以上歯
みがきをしている

一日１回は丁寧に
歯みがきをしている

過去１年以内に
歯科健診を受けた

過去１年以内に歯科医院
で歯石をとってもらった

うがいをまめに
するようにしている

たばこを吸わな
いようにしている

フッ化物配合の歯みが
き剤を使用している

キシリトールガムを
噛むようにしている

よく噛んで食べ
るようにしている

甘い飲食物や間
食を控えている

その他

特に気をつけていること（実行
していること）はない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)
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7-6 歯周病についての認知度（問 45） 

問 45 歯周病について知っていますか。（１つ） 

「言葉も内容も知っている」が 76.4％ 

 歯周病についての認知度については、

「言葉も内容も知っている」が 76.4％で

最も多く、次いで「言葉は知っているが、

内容はわからない」は 20.3％で続いてい

ます。 

 

 

表  歯周病についての認知度 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

言葉も内容も知っている 901 ( 76.4) 

言葉は知っているが、内容はわからない 239 ( 20.3) 

言葉を聞いたことがなく、内容につい

ても知らない 
10 (  0.8) 

無回答 30 (  2.5) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「言葉も内容も知っ

ている」の割合が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た歯周病についての認知度 

 

言葉を聞い
たことがな
く、内容に
ついても
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ているが、
内容はわ
からない
20.3%

無回答
2.5%

図 歯周病についての認知度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

61.1

78.7

76.6

72.7

77.5

83.9

36.3

19.7

12.4

27.3

20.6

10.4

7.3

1.8

0.4

0.0
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(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
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女性・65歳以上
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言葉も内容
も知っている

言葉は知って
いるが、内容
はわからない

言葉を聞いたこ
とがなく、内容に
ついても知らない

無回答
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7-7 口の中の気になる症状（問 46） 

問 46 お口の中の気になる症状はありますか。（いくつでも） 

 「口臭が気になる」が 25.5％ 

 口の中の気になる症状については、「口

臭が気になる」が 25.5％で最も多く、次

いで「歯ぐきが下がり歯が長くなったよう

に見える」が 21.4％で続いています。 

 

 

表  口の中の気になる症状（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

口臭が気になる 301 ( 25.5) 

歯ぐきが下がり歯が長くなったよ
うに見える 

253 ( 21.4) 

歯が痛んだりしみたりする 180 ( 15.3) 

歯ぐきから血が出る 158 ( 13.4) 

歯ぐきが腫れる 140 ( 11.9) 

口の中が渇く 132 ( 11.2) 

歯が動くような気がする 85 (  7.2) 

入れ歯が合わない 42 (  3.6) 

その他 37 (  3.1) 

特に気になる症状はない 342 ( 29.0) 

無回答 75 (  6.4) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに 20～39 歳は「口臭が気になる」の割合が

回答者全体に比べて高く、女性の 65 歳以上は「歯ぐきが下がり歯が長くなったように見え

る」の割合が回答者全体に比べて高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た口の中の気になる症状（複数回答） 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5

21.4

15.3

13.4

11.9

11.2

7.2

3.6

3.1

29.0

6.4
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口臭が気になる

歯ぐきが下がり歯が長く
なったように見える

歯が痛んだりしみたりする

歯ぐきから血が出る

歯ぐきが腫れる

口の中が渇く

歯が動くような気がする

入れ歯が合わない

その他

特に気になる症状はない

無回答

図 口の中の気になる症状（複数回答） 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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歯ぐきから血が出る

歯ぐきが腫れる

口の中が渇く

歯が動くような気がする

入れ歯が合わない

その他

 特に気になる症状はない

無回答

女性・20～39歳
(n=165人)

回答者総数
(n=1,180人)
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歯ぐきが腫れる

口の中が渇く

歯が動くような気がする

入れ歯が合わない

その他

 特に気になる症状はない

無回答

男性・20～39歳
(n=113人)

回答者総数
(n=1,180人)



 

 83 

 

 

   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 
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歯ぐきから血が出る

歯ぐきが腫れる

口の中が渇く

歯が動くような気がする

入れ歯が合わない

その他

 特に気になる症状はない

無回答

女性・40～64歳
(n=325人)

回答者総数
(n=1,180人)
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28.6

8.9

6.8

12.0
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0.0 20.0 40.0 60.0

口臭が気になる

歯ぐきが下がり歯が
長くなったように見える

歯が痛んだりしみたりする

歯ぐきから血が出る

歯ぐきが腫れる

口の中が渇く

歯が動くような気がする

入れ歯が合わない

その他

 特に気になる症状はない

無回答

女性・65歳以上
(n=192人)

回答者総数
(n=1,180人)
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10.0

2.5

3.3

28.9
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歯ぐきが下がり歯が
長くなったように見える

歯が痛んだりしみたりする

歯ぐきから血が出る

歯ぐきが腫れる

口の中が渇く

歯が動くような気がする

入れ歯が合わない

その他

 特に気になる症状はない

無回答

男性・40～64歳
(n=239人)

回答者総数
(n=1,180人)

17.5

12.4

13.9

8.0

11.7

11.7

10.2

12.4

2.9

33.6

5.1

25.5

21.4

15.3

13.4

11.9

11.2

7.2

3.6

3.1

29.4

6.4

0.0 20.0 40.0 60.0

口臭が気になる

歯ぐきが下がり歯が
長くなったように見える

歯が痛んだりしみたりする

歯ぐきから血が出る

歯ぐきが腫れる

口の中が渇く

歯が動くような気がする

入れ歯が合わない

その他

 特に気になる症状はない

無回答

男性・65歳以上
(n=137人)

回答者総数
(n=1,180人)



 

 84 

 

7-8 口の中の気になる症状の個数（問 46 を基に作成） 

※問 46 を基に作成 

 「１つ」が 34.8％ 

 問 46 の回答構成から口の中の気にな

る症状別の数を集計したところ、「１つ」

が 34.8％で最も多く、次いで「なし」が

29.0％、「２つ」が 17.5％、「3 つ以

上」が 12.3％となっています。 

 

表  口の中の気になる症状の個数 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

なし 342 ( 29.0) 

１つ 411 ( 34.8) 

２つ 207 ( 17.5) 

３つ以上 145 ( 12.3) 

無回答 75 (  6.4) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性は年齢層が高くなるにつれて「なし」の割合が低くなる

傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た口の中の気になる症状の個数 

 

なし
29.0%

１つ
34.8%

２つ
17.5%

３つ以上
12.3%

無回答
6.4%

図 口の中の気になる症状の個数 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

34.5

28.5

32.8

35.2

26.8

22.9

37.2

38.9

39.4

31.5

32.9

33.3

11.5

15.9

11.7

19.4

20.9

17.2

12.4

13.0

10.9

10.3

13.8

11.5 15.1

5.5

3.6

5.1

3.8

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

なし １つ ２つ ３つ以上 無回答
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7-9 炎症や歯周病の有無（問 47） 

問 47 あなたは、歯ぐきに炎症や歯周病がありますか。（１つ） 

 “ある”は 23.2％ 

 炎症や歯周病の有無については、「特に

ない」が 53.1％で最も多くなっています。 

 一方、「歯周病がある」が 13.6％、「歯

ぐきに炎症がある」がが 9.6％であり、こ

れらを合わせると 23.2％が“ある”と回

答しています。 

 

 
表  炎症や歯周病の有無 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

歯ぐきに炎症がある 113 (  9.6) 

歯周病がある 160 ( 13.6) 

特にない 627 ( 53.1) 

わからない 231 ( 19.6) 

無回答 49 (  4.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 20～39 歳は他の回答者に比べて「歯ぐきに炎症があ

る」及び「歯周病がある」の割合が低くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た炎症や歯周病の有無 

 

歯ぐきに
炎症が
ある
9.6%

歯周病
がある
13.6%

特にない
53.1%

わから
ない
19.6%

無回答
4.2%

図 炎症や歯周病の有無 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

11.5

9.6

12.4

6.1

8.9

10.9

10.6

17.2

11.7

6.7

15.4

14.6

49.6

49.8

56.2

58.8

51.7

55.2

27.4

20.5

13.9

27.9

20.3

9.4 9.9

0.9

2.9

5.8

0.6

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

歯ぐきに
炎症がある

歯周病がある 特にない わからない 無回答
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7-10 口腔と全身の健康の関係についての認知度（問 48） 

問 48 歯や歯ぐきの状態が、全身の健康にも関係することを知っていますか。（１つ） 

“詳しくわからないが聞いたことがあ

る”が 63.5％ 

 口腔と全身の健康の関係についての認

知度については、「内容は詳しくわからな

いが、聞いたことがある」が 63.5％で最

も多く、次いで「詳しく知っている」が

23.5％となっています。 

 

 

表  口腔と全身の健康の関係についての認知度 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

詳しく知っている 277 ( 23.5) 

内容は詳しくわからないが、聞いたことがある 749 ( 63.5) 

知らない 118 ( 10.0) 

無回答 36 (  3.1) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに年齢層が高くなるにつれて「詳しく知って

いる」の割合が高くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た口腔と全身の健康の関係についての認知度 

 

詳しく知
っている
23.5%

知らない
10.0%

無回答
3.1%

内容は詳し
くわからな
いが、聞い
たことが

ある
63.5%

図 口腔と全身の健康の関係についての認知度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

13.3

19.2

23.4

20.6

25.2

33.9

61.9

70.7

59.9

64.8

63.4

58.3

20.4

8.8

11.7

14.5

8.9

1.6

6.3

2.5

0.0

5.1

1.3

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

詳しく知っ
ている

内容は詳しく
わからないが、
聞いたことがある

知らない 無回答



 

 87 

 

7-11 現在の歯の本数（問 49） 

問 49 あなたの歯は現在何本ありますか。（入れ歯、インプラントは除き、差し歯、ブリッジは含め

ます。） 

 「全部ある（28 本）」が 51.2％ 

 現在の歯の本数については、「全部ある

（28 本）」が 51.2％で最も多く、次い

で「ほとんどある（20～27 本）」が

29.7％で続いています。 

 

 

 
表  現在の歯の本数 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

全部ある (28 本) 604 ( 51.2) 

ほとんどある (20～27 本) 350 ( 29.7) 

半分くらいある (10～19 本) 67 (  5.7) 

ほとんどない (1～9 本) 35 (  3.0) 

まったくない (0 本) 23 (  1.9) 

無回答 101 (  8.6) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性、女性ともに年齢層が高くなるにつれて「全部ある (28

本)」の割合が低くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た現在の歯の本数 

 

 

まった
くない
(0本)
1.9%

全部ある
(28本)
51.2%ほとん

どある
(20～27本)

29.7%

ほとん
どない

(1～9本)
3.0%

無回答
8.6%

半分くら
いある

(10～19本)
5.7%

図 現在の歯の本数 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

76.1

49.0

23.4

78.2

54.2

31.8

13.3

36.4

34.3

13.9

32.9

35.9

12.4

8.0

12.4

8.6

12.514.6

3.1

0.0

10.2

5.9

0.0 0.0

2.1

0.6

0.6

4.2

2.7

1.7

7.3

1.2

0.6

1.0

5.0

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

全部ある
(28本)

ほとんど
ある
(20～27本)

半分くらい
ある
(10～19本)

ほとんど
ない
(1～9本)

まったく
ない
(0本)

無回答



 

 88 

 

7-12 8020 運動の認知度（問 50） 

問 50 ８０２０運動（８０歳で自身の歯を２０本以上保有することを目指す運動）について、知って

いますか。（１つ） 

「言葉も内容も知っている」が 41.2％ 

 8020 運動の認知度については、「言

葉も内容も知っている」が 41.2％で最も

多く、「言葉を聞いたことがなく、内容に

ついても知らない」は 35.9％と回答して

います。 

 

 

表  8020 運動の認知度 
区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

言葉も内容も知っている 486 ( 41.2) 

言葉は知っているが、内容はわからない 232 ( 19.7) 

言葉を聞いたことがなく、内容につい

ても知らない 
424 ( 35.9) 

無回答 38 (  3.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性は年齢層が高くなるにつれて「言葉も内容も知っている」

の割合が高くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た 8020 運動の認知度 

 

言葉も内容
も知って

いる
41.2%

言葉は知っ
ているが、
内容はわ
からない
19.7%

言葉を聞い
たことがな
く、内容に
ついても
知らない
35.9%

無回答
3.2%

図 8020 運動の認知度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

27.4

35.6

32.8

38.8

46.2

56.3

17.7

17.6

20.4

18.8

21.2

20.3

54.0

43.5

41.6

41.8

29.8

17.7 5.7

2.8

0.6

5.1

3.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

言葉も内容
も知っている

言葉は知って
いるが、内容
はわからない

言葉を聞いたこと
がなく、内容につ
いても知らない

無回答
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第８節 飲酒について 

8-1 飲酒の頻度（問 51） 

問 51 あなたはどのくらいの頻度でお酒をのみますか。（１つ） 

 「飲まない」が 36.6％ 

 飲酒の頻度については、「飲まない」が

36.6％で最も多く、次いで「週に４回以

上」が 25.8％で続いています。 

 また、お酒を飲むと回答した人は合わせ

て 61.8％（722 人）となっています。 

 

 
表  飲酒の頻度 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

飲まない 432 ( 36.6) 

１か月に１回以下 121 ( 10.3) 

１か月に２～４回 165 ( 14.0) 

週に２～３回 132 ( 11.2) 

週に４回以上 304 ( 25.8) 

無回答 26 (  2.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 40～64 歳及び男性の 65 歳以上は週に 2 回以上と回

答した人の割合が他の回答者に比べて高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た飲酒の頻度 

 

 

飲まない
36.6%

１か月に
１回以下
10.3%

１か月に
２～４回
14.0%

週に２
～３回
11.2%

週に４回
以上
25.8%

無回答
2.2%

図 飲酒の頻度 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

18.6

20.5

27.0

40.6

43.7

58.9

13.3

7.9

5.8

13.9

12.6

6.8

25.7

13.4

11.7

19.4

11.7

9.4

15.0

16.3

8.0

10.9

9.5

7.3

27.4

40.2

43.1

14.5

20.6

13.0 4.7

1.8

0.6

4.4

1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

飲まない １か月に
１回以下

１か月に
２～４回

週に
２～３回

週に
４回以上

無回答
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8-2 一日当たりの飲酒量（問 51-1） 

問 51-1 適量は一日１合と言われますが、どれくらいの量を飲みますか。（１つ） 

 「1 合未満」が 41.1％ 

 お酒を飲むと回答した 722 人に対し、

一日当たりの飲酒量については、「1 合未

満」が 41.1％で最も多く、次いで「1～

2 合未満」が 33.4％、「2～3 合未満」

が 16.2％で続いています。 

 

 

表  一日当たりの飲酒量 
区 分  人（％） 

回答者総数 722 (100.0) 

１合未満 297 ( 41.1) 

１～２合未満 241 ( 33.4) 

２～３合未満 117 ( 16.2) 

３合以上 58 (  8.0) 

無回答 9 (  1.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 40～64 歳は 2 合以上と回答した人の割合が他の回答

者に比べて高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た一日当たりの飲酒量 

 

１合未満
41.1%

１～２合
未満
33.4%

２～３合
未満
16.2%

３合以上
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無回答
1.2%

図 一日当たりの飲酒量 

（回答者総数：722 人、単位：％） 

29.3

24.7

29.8

46.4

58.8

64.3

41.3

36.0

37.2

35.1

27.1

24.3

17.4

27.4

19.1

11.3

10.2

12.0

11.3

10.6

6.2

5.7

2.9

4.0

2.9

0.0

1.0

3.2

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=92人)

男性・40～64歳
(n=186人)

男性・65歳以上
(n=94人)

女性・20～39歳
(n=97人)

女性・40～64歳
(n=177人)

女性・65歳以上
(n=70人)

１合未満 １～２
合未満

２～３
合未満

３合以上 無回答
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8-3 週当たりアルコール摂取量（問 51、問 51-1 を基に作成） 

※問 51、問 51-1 を基に作成 

 「10ｇ未満」が 57.6％ 

 お酒を飲むと回答した 722 人に対し、

週当たりアルコール摂取量を推定したと

ころ、「10ｇ未満」が 57.6％で最も多

くなっています。 

 

 

 
表  週当たりアルコール摂取量 

区 分  人（％） 

回答者総数 722 (100.0) 

10g 未満 416 ( 57.6) 

10～20g 未満 58 (  8.0) 

20～40g 未満 212 ( 29.4) 

40～60g 未満 0 (  0.0) 

60g 以上 27 (  3.7) 

無回答 9 (  1.2) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 40～64 歳及び男性の 65 歳以上は 20ｇ以上と回答

した人の割合が他の回答者に比べて高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た週当たりアルコール摂取量 
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図 週当たりアルコール摂取量 

（回答者総数：722 人、単位：％） 
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女性・65歳以上
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10g未満 10～20g
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未満

40～60g
未満

60g以上 無回答
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8-4 今後の飲酒に対する考え方（問 51-2） 

問 51-2 今後の飲酒に対する考え方で、最もあてはまるものを下記から選んでください。（１つ） 

 “このままでよい”が 79.6％ 

 今後の飲酒に対する考え方については、

「このままでよいと思っている」が

79.6％となっています。 

 一方、「量を減らそうと思っている」が

16.9％、「やめようと思っている」が

1.7 ％ で あ り 、 こ れ ら を 合 わ せ る と

18.6％（134 人）が節酒・禁酒を考えて

いると回答しています。 

表  今後の飲酒に対する考え方 
区 分  人（％） 

回答者総数 722 (100.0) 

量を減らそうと思っている 122 ( 16.9) 

やめようと思っている 12 (  1.7) 

このままでよいと思っている 575 ( 79.6) 

無回答 13 (  1.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性はどの年齢層においても「量を減らそうと思っている」

と「やめようと思っている」を合わせた割合が 2 割程度となっています。 

 
図 性・年齢別に見た今後の飲酒に対する考え方 
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いる
1.7%

このまま
でよいと

思っている
79.6%

無回答
1.8%

図 今後の飲酒に対する考え方 

（回答者総数：722 人、単位：％） 

19.6

21.5

20.2

8.2

16.9

7.1

76.1

76.9

77.7

88.7

81.4

80.0 7.1

3.3

1.1

0.0

1.0

1.1

5.7

0.6

2.1

2.1

0.5

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=92人)

男性・40～64歳
(n=186人)

男性・65歳以上
(n=94人)

女性・20～39歳
(n=97人)

女性・40～64歳
(n=177人)

女性・65歳以上
(n=70人)

量を減らそう
と思っている

やめようと
思っている

このままでよい
と思っている

無回答
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8-5 節酒・禁酒のための支援内容（問 51-3） 

問 51-3 節酒（禁酒）するための支援として、どのようなことを望みますか。（いくつでも） 

 「不要」が 52.2％ 

 節酒・禁酒を考えていると回答した

134 人に対し、そのための支援内容につ

いて聞いたところ、回答者総数から「不要」

（52.2％）及び無回答（9.7％）を除く

38.1％が“何らかの支援が必要”と回答

しています。 

 その内訳は、「専門家の指導や助言」が

14.9％で最も多く、次いで「節酒のため

の情報提供」11.9％で続いています。 

表  節酒・禁酒のための支援内容（複数回答） 
区 分  人（％） 

回答者総数 134 (100.0) 

専門家の指導や助言 20 ( 14.9) 

節酒のための情報提供 16 ( 11.9) 

一緒にやめる努力をする仲間 15 ( 11.2) 

節酒のための教室の開催 12 (  9.0) 

その他 7 (  5.2) 

不要 70 ( 52.2) 

無回答 13 (  9.7) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳は「一緒にやめる努力をする仲間」の割合

が回答者全体に比べて高く、男性の 40～64 歳は「専門家の指導や助言」及び「摂取のため

の情報提供」の割合が回答者全体に比べて高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た節酒・禁酒のための支援内容 

   ①男性・20～39 歳              ④女性・20～39 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.9

11.9

11.2

9.0

5.2

52.2

9.7

0 10 20 30 40 50 60

専門家の指導や助言

節酒のための情報提供

一緒にやめる努力をする仲間

節酒のための教室の開催

その他

不要

無回答

図 節酒・禁酒のための支援内容（複数回答） 

（回答者総数：134 人、単位：％） 

11.1

0.0

22.2

11.1

0.0

44.4

22.2

14.9

11.9

11.2

9.0

5.2

52.2

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

専門家の指導や助言

節酒のための情報提供

一緒にやめる努力をする仲間

節酒のための教室の開催

その他

不要

無回答

女性・20～39歳
(n=9人)

回答者総数
(n=134人)

4.8

9.5

19.0

4.8

4.8

52.4

4.8

14.9

11.9

11.2

9.0

5.2

52.2

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

専門家の指導や助言

節酒のための情報提供

一緒にやめる努力をする仲間

節酒のための教室の開催

その他

不要

無回答

男性・20～39歳
(n=21人)

回答者総数
(n=134人)
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   ②男性・40～64 歳              ⑤女性・40～64 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③男性・65 歳以上               ⑥女性・65 歳以上 

 

 

 

 

18.8

3.1

9.4

9.4

6.3

62.5

3.1

14.9

11.9

11.2

9.0

5.2

52.2

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

専門家の指導や助言

節酒のための情報提供

一緒にやめる努力をする仲間

節酒のための教室の開催

その他

不要

無回答

女性・40～64歳
(n=32人)

回答者総数
(n=134人)

22.2

0.0

0.0

22.2

0.0

33.3

44.4

14.9

11.9

11.2

9.0

5.2

52.2

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

専門家の指導や助言

節酒のための情報提供

一緒にやめる努力をする仲間

節酒のための教室の開催

その他

不要

無回答

女性・65歳以上
(n=9人)

回答者総数
(n=134人)

19.0

26.2

14.3

9.5

9.5

40.5

4.8

14.9

11.9

11.2

9.0

5.2

52.2

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

専門家の指導や助言

節酒のための情報提供

一緒にやめる努力をする仲間

節酒のための教室の開催

その他

不要

無回答

男性・40～64歳
(n=42人)

回答者総数
(n=134人)

10.5

10.5

0.0

5.3

0.0

68.4

15.8

14.9

11.9

11.2

9.0

5.2

52.2

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

専門家の指導や助言

節酒のための情報提供

一緒にやめる努力をする仲間

節酒のための教室の開催

その他

不要

無回答

男性・65歳以上
(n=19人)

回答者総数
(n=134人)
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第９節 喫煙について 

9-1 喫煙習慣の有無（問 52） 

問 52 喫煙の習慣がありますか。（１つ） 

 「ない」が 76.9％ 

 喫煙習慣の有無については、「ない」が

76.9％、「ある」が 20.0％（236 人）

となっています。 

 

 

 

 

 

 
表  喫煙習慣の有無 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

ある 236 ( 20.0) 

ない 908 ( 76.9) 

無回答 36 (  3.1) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳及び男性の 40～64 歳は他の回答者に比

べて「ある」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た喫煙習慣の有無 

 

ある
20.0%

ない
76.9%

無回答
3.1%

図 喫煙習慣の有無 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

27.4

38.5

19.7

12.7

14.8

6.8

71.7

59.8

74.5

86.1

83.1

85.9

5.8

7.3

2.2

1.2

1.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

ある ない 無回答
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9-2 今後の喫煙に対する考え方（問 52-1） 

問 52-1 今後の喫煙に対する考え方で、最もあてはまるものを下記から選んでください。（１つ） 

「量を減らそうと思っている」が 41.5％ 

 喫煙習慣が「ある」と答えた 236 人に

対し、今後の喫煙に対する考え方について

聞いたところ、「量を減らそうと思ってい

る」が 41.5％で最も多く、次いで「やめ

ようと思っている」が 29.7％で続いてい

ます。 

 

 

表  今後の喫煙に対する考え方 
区 分  人（％） 

回答者総数 236 (100.0) 

量を減らそうと思っている 98 ( 41.5) 

やめようと思っている 70 ( 29.7) 

このままでよいと思っている 63 ( 26.7) 

無回答 5 (  2.1) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性の 20～39 歳、男性の 40～64 歳及び女性の 40～64

歳は他の回答者に比べて「量を減らそうと思っている」の割合が高くなっています。 

 
図 性・年齢別に見た今後の喫煙に対する考え方 

 

量を減ら
そうと思
っている
41.5%

やめよう
と思って

いる
29.7%

このまま
でよいと

思っている
26.7%

無回答
2.1%

図 今後の喫煙に対する考え方 

（回答者総数：236 人、単位：％） 

48.4

48.9

25.9

23.8

43.8

23.1

25.8

20.7

33.3

38.1

39.6

53.8

25.8

29.3

25.9

38.1

16.7

23.1

14.8

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=31人)

男性・40～64歳
(n=92人)

男性・65歳以上
(n=27人)

女性・20～39歳
(n=21人)

女性・40～64歳
(n=48人)

女性・65歳以上
(n=13人)

量を減らそう
と思っている

やめようと
思っている

このままでよい
と思っている

無回答
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9-3 受動喫煙の機会（問 53） 

問 53 あなたはこの 1 か月間に自分以外の人が吸っていたたばこの煙を吸う機会（受動喫煙）があ

りましたか。次の（1）～（６）について、あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。 

 「飲食店・商業施設（スーパー等）」が 24．7％ 

 受動喫煙の機会について、「いつも」、「たいてい」及び「ときどき」を合わせた割合を

みると、「飲食店・商業施設（スーパー等）」が 24.7％で最も多く、次いで「職場」が 20.3％、

「家庭」が 15.2％で続いています。 

 
図 受動喫煙の機会 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表  受動喫煙の機会 単位：人（％） 

区  分 いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答 

飲食店・商業施設 

（スーパー等） 
34 ( 2.9) 41 ( 3.5) 216 (18.3) 305 (25.8) 378 (32.0) 206 (17.5) 

職場 92 ( 7.8) 43 ( 3.6) 105 ( 8.9) 137 (11.6) 529 (44.8) 274 (23.2) 

家庭 107 ( 9.1) 23 ( 1.9) 50 ( 4.2) 82 ( 6.9) 707 (59.9) 211 (17.9) 

遊技施設（パチンコ店・

カラオケ店等） 
57 ( 4.8) 34 ( 2.9) 81 ( 6.9) 113 ( 9.6) 592 (50.2) 303 (25.7) 

公共交通機関 

（駅・バス停等） 
11 ( 0.9) 11 ( 0.9) 98 ( 8.3) 197 (16.7) 612 (51.9) 251 (21.3) 

その他 10 ( 0.8) 17 ( 1.4) 42 ( 3.6) 27 ( 2.3) 241 (20.4) 843 (71.4) 

 

3.5

3.6

1.9

2.9

1.4

18.3

8.9

4.2

6.9

8.3

3.6

4.8

9.1

7.8

2.9

0.9

0.8

0.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

飲食店・商業施設
（スーパー等）

職場

家庭

遊技施設
（パチンコ店・カラオケ店等）

公共交通機関
（駅・バス停等）

その他

いつも たいてい ときどき

24.7

20.3

15.2

14.6

10.1

5.8

※グラフは、「いつも」、「た

いてい」、「ときどき」の

みを掲載したものです。 
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【性・年齢別】 

 受動喫煙の機会ごとに、性・年齢別の「いつも」、「たいてい」及び「ときどき」を合わ

せた割合をみると、「飲食店・商業施設（スーパー等）」は、男女ともに 20～39 歳で高く

なっています。 

 
図 性・年齢別に見た受動喫煙の機会 

①飲食店・商業施設（スーパー等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②職場 

 

 

 

8.8

4.6

2.9

3.0

3.1

30.1

16.7

13.1

26.1

17.8

11.5

8.8

2.9

2.2

1.8

1.5

2.6 0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

いつも たいてい ときどき
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

いつも たいてい ときどき
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③家庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④遊技施設（パチンコ店・カラオケ店等） 
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男性・20～39歳
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男性・40～64歳
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女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
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いつも たいてい ときどき
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男性・40～64歳
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(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

いつも たいてい ときどき
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⑤公共交通機関（駅・バス停等） 
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8.8

4.4

15.8

7.1
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男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

いつも たいてい ときどき
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9-4 公共施設等の禁煙・分煙に対する考え方（問 54） 

問 54 不特定多数の人が利用する公共施設等の禁煙・分煙に対する考え方について、最もあてはまる

ものを下記から選んでください。（１つ） 

「施設内完全空間分煙で十分」が 36.4％ 

 公共施設等の禁煙・分煙に対する考え方

については、「施設内完全空間分煙で十分」

が 36.4％で最も多く、次いで「敷地内全

面禁煙を望む」が 24.7％で続いています。 

 

 

 
表  公共施設等の禁煙・分煙に対する考え方 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

敷地内全面禁煙を望む 292 ( 24.7) 

施設内全面禁煙を望む 280 ( 23.7) 

施設内完全空間分煙で十分 429 ( 36.4) 

施設内での仕切りのない空間分煙でよい 47 (  4.0) 

禁煙も分煙も望まない 43 (  3.6) 

無回答 89 (  7.5) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、男性は年齢層が高くなるほど「敷地内全面禁煙を望む」の割

合が低くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た公共施設等の禁煙・分煙に対する考え方 

 

敷地内
全面禁煙
を望む
24.7%

施設内
全面禁煙
を望む
23.7%

施設内
完全空間

分煙で十分
36.4%

禁煙も分
煙も望ま

ない
3.6%

施設内での
仕切りのな
い空間分煙

でよい
4.0%

無回答
7.5%

図 公共施設等の禁煙・分煙に対する考え方 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 
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男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

敷地内全面
禁煙を望む

施設内全面
禁煙を望む

施設内完全
空間分煙で
十分

施設内での仕
切りのない空
間分煙でよい

禁煙も分煙
も望まない

無回答
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第 10 節 地域のつながり等の状況 

10-1 地域の人たちとのつながりの強さ（問 55） 

問 55 あなたにとって、ご自分と地域の人たちとのつながりは強い方だと思いますか。（１つ） 

“強い・どちらかといえば強い”は

27.5％ 

 地域の人たちとのつながりの強さについ

ては、「強い方だと思う」が 5.0％、「どち

らかといえば強い方だと思う」が22.5％で、

これらを合わせると 27.5％が“強い・どち

らかといえば強い”と回答しています。 

 一方、「弱い方だと思う」が 36.2％、

「どちらかと言えば弱い方だと思う」が

32.5％で、これらを合わせると、68.7％

が“弱い・とちらかといえば弱い”と回答

しています。 
表  地域の人たちとのつながりの強さ 

区 分  人（％） 

回答者総数 1,180 (100.0) 

強い方だと思う 59 (  5.0) 

どちらかといえば強い方だと思う 266 ( 22.5) 

どちらかといえば弱い方だと思う 383 ( 32.5) 

弱い方だと思う 427 ( 36.2) 

無回答 45 (  3.8) 

 

【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、女性の 65 歳以上は他の回答者に比べて“強い・どちらかと

いえば強い”の割合が高くなっています。 
 
図 性・年齢別に見た地域の人たちとのつながりの強さ 

 

 

強い方だ
と思う
5.0% どちらか

といえば
強い方だ
と思う
22.5%

弱い方だ
と思う
36.2%

どちらか
といえば
弱い方だ
と思う
32.5%

無回答
3.8%

図 地域の人たちとのつながりの強さ 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

13.3

16.3

24.1

23.0

22.2

33.9

33.6

30.5

30.7

26.1

35.7

35.4

46.9

47.7

30.7

44.2

36.6

13.0

9.5

9.4

5.3

3.3

5.1

6.1

3.4

8.3

2.2

0.6

2.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

強い方
だと思う

どちらかといえば
強い方だと思う

どちらかといえば
弱い方だと思う

弱い方
だと思う

無回答
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10-2 地域のつながりの強さの状況（問 56） 

問 56 あなたのお住まいの地域についておたずねします。次の（1）～（6）について、 あてはまる

番号を１つ選んで○印をつけてください。 

 「お互いにあいさつをしている」は 79.6％ 

 地域のつながりの強さの状況について、「そう思う」及び「ややそう思う」を合わせた割

合をみると、「お互いにあいさつをしている」が 79.6％で最も多く、次いで「地域のきずな

をもっと深めたい」が 45.3％で続いています。 

 一方、「人間関係がわずらわしく感じるときがある」は、「そう思う」及び「ややそう思

う」を合わせた割合が 25.8％と低くなっています。 

 
図 地域のつながりの強さの状況 

（回答者総数：1,180 人、単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  地域のつながりの強さの状況 単位：人（％） 

区  分 そう思う ややそう思う 
どちらとも 

いえない 

あまりそう 

思わない 

全くそう 

思わない 
無回答 

お互いにあいさつをして

いる 
563 (47.7) 376 (31.9) 124 (10.5) 50 ( 4.2) 21 ( 1.8) 46 ( 3.9) 

地域のきずなをもっと深

めたい 
196 (16.6) 339 (28.7) 419 (35.5) 118 (10.0) 51 ( 4.3) 57 ( 4.8) 

問題が生じた場合、お互

いに力を合わせて解決し

ようとする 

173 (14.7) 343 (29.1) 390 (33.1) 153 (13.0) 64 ( 5.4) 57 ( 4.8) 

お互いに助け合っている 146 (12.4) 341 (28.9) 335 (28.4) 198 (16.8) 104 ( 8.8) 56 ( 4.7) 

信頼できる 131 (11.1) 334 (28.3) 393 (33.3) 166 (14.1) 91 ( 7.7) 65 ( 5.5) 

人間関係がわずらわしく

感じるときがある 
71 ( 6.0) 234 (19.8) 402 (34.1) 294 (24.9) 122 (10.3) 57 ( 4.8) 

47.7

16.6

14.7

12.4

11.1

6.0

31.9

28.7

29.1

28.9

28.3

19.8

10.5

35.5

33.1

28.4

33.3

34.1

4.2

10.0

13.0

16.8

14.1

24.9

5.4

8.8

7.7

10.3

4.3

1.8

4.8

5.5

4.7

4.8

4.8

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お互いにあいさつをしている

地域のきずなをもっと深めたい

問題が生じた場合、お互いに
力を合わせて解決しようとする

お互いに助け合っている

信頼できる

人間関係がわずらわ
しく感じるときがある

そう思う やや
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

全くそう
思わない

無回答
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【性・年齢別】 

 これを性・年齢別に見ると、「①お互いにあいさつをしている」では、どの年齢層におい

ても男性に比べて女性の方が「そう思う」の割合が高く、また、男性、女性ともに年齢層が

高くなるにつれて「そう思う」の割合が高くなる傾向が見られます。 

 
図 性・年齢別に見た地域の人たちとのつながりの強さ 

①お互いにあいさつをしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域のきずなをもっと深めたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.1

38.1

45.3

41.8

53.2

67.2

41.6

39.3

30.7

34.5

31.7

16.7

15.9

15.9

8.8

13.3

6.8

5.7

7.1

6.1

4.6

10.2

7.3

2.5

3.6

2.6 0.5

1.2

3.0

1.5

2.1

3.5

1.8

2.1

1.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

そう
思う

ややそ
う思う

どちらとも
いえない

あまりそ
う思わない

全くそう
思わない

無回答

19.5

15.1

20.4

19.4

11.7

19.8

28.3

32.2

24.8

29.1

27.7

29.7

29.2

36.8

32.8

31.5

42.8

30.7

16.8

9.2

8.0

12.1

10.5

5.7

10.9

12.5

6.1

2.9

4.6

4.4

5.2

1.6

1.8

2.1

1.8

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

そう
思う

ややそ
う思う

どちらとも
いえない

あまりそ
う思わない

全くそう
思わない

無回答
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③問題が生じた場合、お互いに力を合わせて解決しようとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④お互いに助け合っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.4

11.7

16.8

12.7

11.4

24.5

19.5

26.8

36.5

24.8

31.7

31.8

35.4

36.8

21.2

32.7

39.1

26.6

21.2

15.5

10.2

17.6

11.7

4.7

9.7

7.5

9.7

12.4

10.9

2.9

3.7

1.6

2.5

2.4

1.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

そう
思う

ややそ
う思う

どちらとも
いえない

あまりそ
う思わない

全くそう
思わない

無回答

8.8

6.3

13.1

10.9

11.1

24.5

21.2

30.1

31.4

24.8

30.8

30.2

31.9

30.1

23.4

27.9

32.6

21.9

23.0

19.2

16.8

20.6

15.7

8.3

14.2

11.7

13.9

7.7

11.7

11.5

3.6

3.6

0.9

2.5

1.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

そう
思う

ややそ
う思う

どちらとも
いえない

あまりそ
う思わない

全くそう
思わない

無回答
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⑤信頼できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥人間関係がわずらわしく感じるときがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.7

9.2

8.8

10.9

10.2

17.2

23.9

28.0

28.5

24.2

28.0

35.4

36.3

34.7

31.4

34.5

36.0

25.5

17.7

18.4

13.1

16.4

14.2

5.2

10.6

7.9

11.5

8.6

13.1

13.5

5.1

3.1

3.1

2.4

1.7

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

そう
思う

ややそ
う思う

どちらとも
いえない

あまりそ
う思わない

全くそう
思わない

無回答

7.3

10.5

17.7

17.6

16.8

17.0

25.5

19.3

45.1

36.8

24.8

37.0

38.2

20.8

17.7

27.6

32.1

21.8

17.8

35.4

13.3

12.1

11.7

15.8

5.8

8.9

13.1

12.0

4.4

4.2

1.5

3.6

1.8

1.7

1.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20～39歳
(n=113人)

男性・40～64歳
(n=239人)

男性・65歳以上
(n=137人)

女性・20～39歳
(n=165人)

女性・40～64歳
(n=325人)

女性・65歳以上
(n=192人)

そう
思う

ややそ
う思う

どちらとも
いえない

あまりそ
う思わない

全くそう
思わない

無回答
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資料１  

主な指標における全国平均との比較 
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資料１ 主な指標における全国平均との比較 

 健康づくりに関するアンケート調査結果について、国の「健康日本 21（第二次）」

における主な指標の現状値と比較しました。 

 

【凡例】 

○：全国平均のいずれよりも良好 

△：全国平均のいずれかとほぼ同じ（±２％未満） 

×：全国平均のいずれよりも不良 

 

 

【比較結果の概況】 

 

区 分 

全国平均 

よりも良好 

○ 

全国平均 

とほぼ同じ 

△ 

全国平均 

よりも不良 

× 

計 

１ 食生活 3 1 3 7 

２ 運動・身体活動 5 0 5 10 

３ いきがい・社会参加 1 0 2 3 

４ こころの健康・休養 ０ 0 ２ ２ 

５ 歯・口腔の健康 ４ １ 0 5 

６ 飲酒 1 0 1 2 

７ 喫煙 1 1 1 3 
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１ 食生活 

体格指数は良好であるが、バランスの取れた食生活が課題となっている 

 肥満者の割合では、男性はおおむね全国平均とほぼ同じ水準です。女性は全国平均よ

りも良好な状況となっています。また、20 歳代女性のやせの者の割合についても全国

平均よりも良好な状況であり、本市はＢＭＩ※についてはおおむね良好な結果となってい

ます。 

 食生活については、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事をとっている者の割合及び

野菜の摂取量が全国平均よりも低くなっています。 
 

国の指標 新座市 
区 分 

現状値 目標値 H26 現在 
評価 

20～60 歳代男性 31.2％ 28％ 31.3％ △ 肥満者の割合 

（ＢＭＩ≧２５） 40～60 歳代女性 22.2％ 19％ 18.3％ ○ 

やせの者の割合 

（ＢＭＩ＜18.5） 
20 歳代女性 29.0％ 20％ 17.8％ ○ 

低栄養の割合 

（ＢＭＩ≦20） 
65 歳以上男性 17.4％ 22％ 10.2％ ○ 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１
日２回以上の日がほぼ毎日の者の割合 

68.1％ 80％ 40.8％ × 

一日平均野菜摂取量 282ｇ 350ｇ以上 
185ｇ 
（※） 

× 
野菜 
摂取量 一日 210ｇ（3 皿）以上摂取

している者の割合 
62.8％ ― 37.9％ × 

※平成２６年度の新座市の野菜摂取量は次のように算出しました。 

 一皿の野菜摂取量を 70ｇとして、それぞれの選択肢の中央値を標準皿数とした上で

推定摂取量を求め、無回答を除く回答者数で平均値を算出しました。 

  

区 分 標準皿数 推定摂取量 

ほとんど食べない 0.0 皿 ０ｇ 

１～２皿 1.5 皿 105ｇ 

３～４皿 3.5 皿 245ｇ 

５～６皿 5.5 皿 385ｇ 

７皿以上 7.0 皿 490ｇ 

 

 

                                        
※ 「ＢＭＩ（Body Mass Index）」とは、体重と身長から算出される肥満度の目安のことで、日本語で「体格指

数」と訳されます。「体重（㎏）÷身長（m）2」により算出され、一般にＢＭＩが２２のときの体重を標準体

重とし、１８．５未満の場合はやせ（低体重）、２５以上の場合を肥満としています。 



 

 110 

 

２ 運動・身体活動 

運動習慣を有する者の割合は 65 歳以上は高いが 20～64 歳は低い 

 1 日の歩数については、65 歳以上は男女ともに全国平均を上回っているものの、20

～64 歳の男女はいずれも全国平均を下回っています。 

 運動習慣を有する者の割合は、男性、女性ともに 20～64 歳は全国平均を下回り、65

歳以上は全国平均を上回っています。 

 

国の指標 新座市 
区 分 

現状値 目標値 H26 現在 
評価 

男性 20～64 歳 7,841 歩 9,000 歩 5,755 歩 × 

女性 20～64 歳 6,883 歩 8,500 歩 6,543 歩 × 

男性 65 歳以上 5,628 歩 7,000 歩 6,123 歩 〇 

1 日の歩数 

※1,500 歩の増
加を約 15 分
間の活動時間
の増加として
換算 

女性 65 歳以上 4,58４歩 6,000 歩 7,126 歩 ○ 

男性 20～64 歳 26.3％ 36％ 18.2％ × 

女性 20～64 歳 22.9％ 33％ 18.0％ × 

20～64 歳総数 24.3％ 34％ 18.1％ × 

男性 65 歳以上 47.6％ 58％ 51.1％ ○ 

女性 65 歳以上 37.6％ 48％ 45.8％ ○ 

運動習慣を有す
る者の割合 

65 歳以上総数 41.9％ 52％ 48.2％ ○ 

 

【一日の歩数の算出方法】 

 1,500 歩の増加を約 15 分間の活動時間の増加として歩数に換算し、各選択肢の中央

値を標準歩数としたうえで、無回答を除く回答者数で平均値を算出しました。 

区 分 標準歩数 

15 分未満 750 歩 

15～30 分未満 2,250 歩 

30 分～1 時間未満 4,500 歩 

1 時間～1 時間 30 分未満 7,500 歩 

1 時間 30 分以上 11,500 歩 
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３ いきがい・社会参加 

地域とのつながりが強いと思う者の割合は、全国平均を大きく下回る 

 地域活動をしている者の割合は、女性の 65 歳以上は全国平均を上回っているものの、

男性の 65 歳以上は下回っています。 

 地域とのつながりが強いと思う者の割合は、全国平均を大きく下回っています。 
 

国の指標 新座市 
区 分 

現状値 目標値 H26 現在 
評価 

65 歳以上男性 64.0％ 80％ 49.6％ × 就業又は何らかの地

域活動をしている者

の割合 65 歳以上女性 55.1％ 80％ 59.9％ ○ 

自分と地域のつながりが強いと思う者

の割合 
45.7％ 65％ 27.5％ × 

 

 

４ こころの健康・休養 

睡眠による休養がとれていない人や心理的苦痛を感じている人の割合が高い 

 睡眠による休養を十分に取れていない者の割合は全国平均より高くなっています。 

 気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛を感じている者の割合も、全国平均をやや

上回っています。 

 

国の指標 新座市 
区 分 

現状値 目標値 H2６現在 
評価 

睡眠による休養を十分に取れて 

いない者の割合 
18.4％ 15％ 29.9％ × 

気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛

を感じている者の割合 

（K6※≧10 点） 

10.4％ 9.4％ 13.3％ × 

 

                                        
※ 「こころの健康測定指標（Ｋ６）」は、米国の Kessler らによって、うつ病・不安障がいなどの精神疾患をス

クリーニングすることを目的として開発され、一般住民を対象とした調査で心理的ストレスを含む何らかの精

神的な問題の程度を表す指標として広く利用されています。  

 ６つの質問（「神経過敏に感じましたか」、「絶望的だと感じましたか」、「そわそわ、落ち着かなく感じ

ましたか」、「気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」、「何をするのも骨折

りだと感じましたか」、「自分は価値のない人間だと感じましたか」）について５段階（「まったくない」（０

点）、「少しだけ」（１点）、「ときどき」（２点）、「たいてい」（３点）、「いつも」（４点））で点数

化します。 

 合計点数が高いほど、精神的な問題がより重い可能性があるとされており、１０点以上の者の頻度は、気分

障がい・不安障がいと同等の状態の頻度の推定値と考えることができます。 
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５ 歯・口腔の健康 

ほとんどの項目において全国平均を上回る 

 歯・口腔の健康に関する指標は、自分の歯を有する者の割合は全国平均を上回り、進

行した歯周炎を有する者の割合は全国平均を下回っています。 
 

国の指標 新座市 
区 分 

現状値 目標値 H26 現在 
評価 

60 歳代で 24 本以上の自分の歯を 

有する者の割合 
60.2％ 70％ 73.7％ ○ 

40 歳で喪失歯のない者の割合 54.1％ 75％ 65.2％ ○ 

40 歳代 37.3％ 25％ 21.9％ ○ 進行した歯周炎を 

有する者の割合 60 歳代 54.7％ 45％ 24.2％ ○ 

過去１年間に歯科検診を受診した者の割

合 
34.1％ 65％ 33.2％ △ 

※新座市の歯の本数の数値は、60～64 歳で 20 歯以上の自分の歯を有する者の割合です。 

※新座市の歯周炎の数値は、それぞれ 40～49 歳、60～64 歳の数値です。 

※新座市の歯科検診を受診した者の割合は、「定期的に健診や治療を受けている」又は「定期的で

はないが、健診や治療を受けている」と回答した割合です。 

 

 

６ 飲酒 

生活習慣病リスクを高める量を飲酒している者の割合は、男性は低く女性が高い 

 生活習慣病リスクを高める量を飲酒している者の割合は、男性（40ｇ以上）は全国平

均を下回っていますが、女性（20ｇ以上）が全国平均よりも高くなっています。 
 

国の指標 新座市 
区 分 

現状値 目標値 H26 現在 
評価 

男性 40g 以上 15.3％ 13％ 5.6％ ○ 生活習慣病リスクを

高める量を飲酒して

いる者の割合 女性 20ｇ以上 7.5％ 6.4％ 21.5％ × 
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７ 喫煙 

家庭で受動喫煙の機会を有する者の割合が高い 

 成人の喫煙率は県平均を下回り、全国平均とほぼ同じ水準となっていますが、家庭で

受動喫煙の機会を有する者の割合は全国平均を上回っています。 

 ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度は、全国平均を大きく上回っています。 
 

国の指標 新座市 
区 分 

現状値 目標値 H26 現在 
評価 

成人の喫煙率の割合 19.5％ 12％ 20.0％ △ 

家庭で受動喫煙の機会を有する者の割合 10.7％ 3％ 15.2％ × 

ＣＯＰＤの認知度 25％ 80％ 46.0％ ○ 
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資料２  

自由記入の内容 
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資料２ 自由記入の内容 

 調査票の巻末に設けた自由記入欄に寄せられた内容は、次の通りです。基本的に原文のま

ま記載しています。 

 

1 食生活に関する意見 

○先日、ＮＨＫの番組で見た市役所食堂のバイキ

ング、1 度行きたいと思います。とてもバラン

ス良い食材が並んで居たように思い、勉強にな

りそうだゾウーキリン。 

○地場野菜に会場開くこと。（土・日）だけでは

だめだと思う。 

○手軽にどこでもできる事は健康づくりに役立

ち楽しく続けられると思います。また、食文化

については今後１人世帯になりがちな高齢者

を対象に、自分で作って食べる習慣をもてるよ

う料理実習等をもてたらと思います。定期的に

（週 1 回等）集会所での会食や、皆で作って

食べる給食（スローフード）、地産地消の食材

のメニューを実際に作ったり、試食で紹介した

りしてはと思います。 

○１日 30 品目を食べるのは現実的に難しい。誰

でも実践しやすい簡単な方法を（現実に沿った

方法を）提案してほしい。本当に困っている人

に手を差し伸べられるような世の中であって

頂きたいと思います。 

○健康教室で、食事のことを色々教えてもらって

とてもよかったと思っていましたので、実践し

ていきたいと思っています。 

○地産地消による農業レストランなどがあると

良い。 

○当方大学生になりますが、東野小学校の給食は

美味しかったです。自校給食の取組を通して、

食について考えられたのは幸いなことでした。 

○新座市産の野菜を買える場所をもっと増やし

てほしい。また、調理法やバランスのとれた献

立などを知る機会がもっと増えると、子どもの

食育にも役立ち助かる。 

 

2 運動・身体活動に関する意見 

○黒目川沿いが子どもとの良い散歩コースにな

っているのですが、フェンスが壊れて危ないと

ころがあったりするので、整備して頂けると安

心して散歩できると思います。 

○新座市は公園が多い所なので、大人・子ども達

の健康づくりの場所に体操（ラジオ）との他の

運動に活用されることを望みます。 

○小中学校などの校庭・体育館を団体で予約して

使用しているようですが、自由に個人・仲間・

家族単位でも使用できる時間を設けてほしい

と思います。 

○新座市の体育館、ジムが少なく近くにありませ

ん。もっと作ってほしい。 

○安全なウォーキング・ジョギング・散歩コース

などがあったら知りたい。 

○健康づくり大賛成です。ご尽力に感謝します。

高齢者が皆楽しく運動し、健康である事を願っ

て止みません。 

○スポーツのできる施設、環境がもっとあるとよ

い、と思う。（プール（屋内）・テニス場など）。 

○就業時間内に運動タイムを設ければ、働く人々

の運動不足が少しは解消できると思う。運動不

足→健康ＮＧ→保険高額という関係は改善し

なければと思う。 

○本多緑道でウォーキングの時、総合体育館の喫

煙所の在り方、野球場前での在り方、マレット

ゴルフ中での在り方など、マナーの悪いスポー

ツ関係者への「周知徹底」よろしくお願いしま

す。 

○広い公園を増やしてほしいです。 

○温水プール施設がない。新座体育館に併設して

ほしい。 
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○練馬区は、スポーツジム施設が安値で色々な場

所にあるが、新座市は１か所しかない。栄地区

は新座の孤島のようである。改善を要求したい。 

○市内に大きな公園・水あそび場・遊具など子ど

もと遊べる環境を増やしてほしい。森や林を整

理しすぎて自然でない。 

○住んでいる地区に安いスポーツジムをつくっ

てほしい。収入が少ない人への援助をしてほし

い。正直国のやる事は的外れなことが多く税金

の無駄遣いとしか思えない。何もせずに税金を

減らしてくれる事が低層の者にとっては一番

ありがたい。 

○子ども達も体力が落ちていると言うが、公園の

遊具が減らされたり、ボールを使えない公園が

多かったりと子ども達の遊ぶ場所が少なくな

っている現状を把握してほしい。 

○自分が知らないだけだと思いますが、体を動か

すための施設など少ない。あるいは、情報が少

ない、子どもの遊び場も・・・。とにかく車が

多い、渋滞している場所が多い。平林寺の入園

料が値上がりしてあまり行けなくなった。市民

ぐらい安くしてもいいのでは・・・。 

○家から 10 分以内の距離に都市公園をつくり、

天気の良い日にいけるようにしてほしい。 

○昔、体育館のプログラムで夕方にエアロビ等が

ありましたが、現在はない気がします。夕方に

もプログラムがあると（エヴァエヴァ）参加し

やすいのですが・・・。 

○高齢者のスポーツ施設が少ないと思う。 

○黒目川沿い遊歩道、整備して左右歩けるように

途中きれないよう、またウォーキング人数も増

えていますし、ベンチ・トイレなどがあったら

いいと思います。 

○スイミングプールがありません。仕方がないの

で、隣の東久留米体育館のプールへ行きます。

恐縮しながら・・・。 

○体育館が遠いので（車で行けない人のためな

ど）志木駅からバス等の案内があったらよいの

ですが。近くの公民館等でスポーツ等のイベン

トができないでしょうか？ 

○市民（多数での）ウォーキングの機会をもっと

持ちたい。 

○自分はほぼ毎月スポーツジムに通い、何らかの

スポーツを楽しんでいるが、市で同じ様なこと

を無料や安い料金で行うよりも近隣にある施

設を上手に使って、料金の援助等を考えた方が

多くの人間が運動する機会を得ることができ

ると思う。 

○家族で、友達同士で体を思いっきり使って遊べ

る場所が市内にあればと思います。散歩やボー

ル遊びができるような「大泉中央公園」くらい

の公園や、千葉県野田市の「清水公園」みたい

な少し大きな公園が近くにあるといいなぁと

思いました。すぐ行ける場所にみんなで集まっ

て遊んだりできる所がほしいです。 

○市のスポーツ施設や運動のサークルを増やし

てほしいと思います。そうしたものを通じて地

域の人に触れ合いたいなと思っています。 

○ラジオ体操とか、誰でも、いつでも参加できる

軽い運動の場をたくさんつくってほしい。市の

放送で毎朝、毎日流しても良いかも（ラジオ体

操）。 

○ウォーキング協会の支部を作ってウォーキン

グを身近なものにする。協会のウォーキングス

テーションを設置して啓もうする。 

○市全体が健康づくり、スポーツ促進の意識付け

と啓蒙活動を大きな市民運動としてほしい。公

共施設の有効活用（陸上競技場・野球場体育館

他）市民がいつでもだれでも利用できるように

してほしい。特に市営陸上競技場及び周辺の市

民（家族・ひとりひとり）がウォーキング・ジ

ョギング・散歩する人々いつも賑わっている風

景を想像すると楽しいではありませんか。 

→実行しませんか。 

○色々な地域にジムをつくってほしい。 

○新座市は祭事を大切にする市だと思いました。

人の集まる機会を利用して参加者全員でラジ

オ体操をしたり、歌に合わせた体操（新座オリ

ジナル）を作ったりして、普及していく場を多

くもつ事ができたらいいと思います。 
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○毎日食事をうまく食べています。週 5 日体育

館にて運動をしています。会社を定年退職した

人は、体育館内、外にて自分の合うスポーツが

あると思います。 

○エヴァエヴァ程度ではなく、体育館のプログラ

ムを充実させてほしい。体育館の職員は和光市

の体育館を視察し、個人が使いやすいように変

更してほしい。 

○温水プールがない。（ごみ処理所近辺に造って

ほしい。夏場に使える温水プールがない。（片

山は閉鎖してしまった。25ｍ・5ｍプールの

こと） 

○朝・夕とウォーキングをしたいが、歩道が狭く

バイクや車がスピードを出していて危なくて、

川沿いにしようかと思ったが街灯は少なく、家

族からも反対されたので、断念してしまいまし

た。健康づくり＝住みやすいまちづくりだと思

います。 

○高齢者が多くなった今、毎日簡単に一人で行く

ことができる、楽しく仲間と運動ができる、総

合体育館プールがある、また色々な事ができる

施設を作ってほしい。 

○他の市まで行かなくても新座市に遊具を多く、

広い公園がほしいです。家ばっかり建って、子

どもの行き場が無いのに子育てに力を入れて

いるとは言わないで下さい。森を無駄にしない

で下さい。外に出ない子どもや、遊び方を知ら

ない親子が多くなり、休みの日でもゲームやテ

レビばかり、児童館も遠い。新座市の無駄な多

さには…新座市に住まなきゃ良かったと思う

ほどです。10 年たてば変わるかと思っていま

したが変わらなかった事に…。親も子どもも忙

しいので近くで体をいっしょに動かせたら···

（子どもが多いので近くが…）。 

○地区内に歩道（散歩道）のコースないしは整備

（小学校のグランド使用）があると良い。 

○私は 71 歳になりました。毎日お友達とマレッ

トゴルフをしています。お願いがあります。東

コースの近くにトイレを設置して頂けないで

しょうか。年と共にトイレが近くなり、今の設

置場所まで行くのはとても遠いと友人達も申

しております。そして・・・東コースの近くに

自転車置き場もあれば良いのにと、おじいちゃ

んおばあちゃん達がよく話しております。 

○毎年、新座市民ロードレースを楽しみにしてい

ます。今後、大会がもっと充実することを願っ

ています。 

○志木駅付近に住んでいますが、体育館等新座市

の施設が遠いため、カルチャー的なものやスポ

ーツ教室などに参加したいと思っても、参加で

きず残念です。通いやすい場所でやっていただ

けたらと思います。よろしくお願いいたします。 

○もう少しスポーツクラブ（新座駅）につくって

ほしい。 

○子ども達とゆっくり散歩できる広い広い広い

公園がほしい。小さな公園ばかりで夏は日陰も

ない。朝霞の青葉台公園のような老若男女楽し

める場が必要！！！そこから健康づくりもう

まれる。 

○私を含め 60 歳以上の方が増えるにあたり、散

歩コース（公園）ができるとありがたいです。

体育館にプール（一年中用）がほしいです。平

林寺の境内には紅葉の時のみ入っていますが、

入場料の負担が高いと思います。市民の特典で

割引制度を希望します。 

○道路整備の中でランニング道なども併せてご

検討いただきたい。 

○駅近くにスポーツクラブをつくってほしいで

す。市民の健康のためです。 

○市内を走れるマラソンコースがあると良い。 

○新座市は子どもが遊べる大型公園が少なすぎ

ます。例えば、平林寺を一部開放してもっと自

由に出入りできるようにしてほしいです。総合

運動公園内にも、幼児から小学生が遊べる施設

をつくってほしいです。 

○新座駅周辺に体育・文化施設がほしいです！ 

○スポーツが売りの新座市をつくってもらいた

い。 

○雑木林等の自然は、積極的に残す政策を考えて

散歩することが楽しくなるような環境を作れ

ば、外出も増え健康づくりに役立つと思う。 
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○「黒目川」の両岸の道は早朝より晩方まで散

歩・ランニング・犬の散歩と多くの人々が活用

しています（夏の朝 6 時頃は活動している人、

両岸約 100 人）。舗装の道と土の道とかあり

ます。「土の道」は野草また各家の草花で覆わ

れています。「土の道」には自然がありますの

で是非残して下さい（永久的に！）。お金（費

用）も掛かっておりますが、定期的な除草には

有り難いです。 

○野火止用水を 15 年程友だちとウォーキング

をしていますが、大きな木がどんどん切られ、

夏など日陰が少なくなり、暑くて歩くことが難

しくなるのではと友人と話しています。66 歳

の健康な私ですが、日陰がないところは夏は本

当に厳しいです（特にニトリのあたり）。日陰

のある遊歩道がほしいです。 

○保健センター近くに運動施設がほしい（市民ジ

ムのようなもの）。朝霞の施設を利用できると

聞いたが、遠いので。 

○健康を意識するのは病気になった時、健康診断

を受けた時、また、高齢になった時であろう。

であるから、普段から意識しないで済むように

軽スポーツ・ウォーキング等誰でもが気軽に楽

しめる機会がいつでもどこでもできる環境整

備が有効ではないか。県が推進している「なが

らスポーツ」の普及をもっと推進したらよいの

ではないでしょうか。 

○安く利用できるスポーツジム施設がほしいで

す。また、施設マップなどの情報などもあれば

良いと思います。 

○参加することがないので、市でどのように行っ

ているのかわかりません。ただ、日頃筋力をつ

ける努力をしています。寝たきりになるのは、

筋力がなくなることが大きな原因となってい

るようです。個人的に団体に入っていますが、

上は 80 歳、下は小学生といった人達が参加し

ています。ハードなトレーニングではありませ

んので、大丈夫です。そのようなトレーニング

を身近でできる環境になると良いと思ってい

ます。その人のペースでできる様な！思いたっ

た時にできるような！ 

○室内プールの設置。通路（歩行者用・自転車用）

の区別、確保。30 ㎞道路を車で運転中、違法

な追い越しをする車が何台もいる。中・高生が

道に 3～4 列に並んで歩いていて危ない。 

○歩行者専用の遊歩道の整備に取り組んでほし

い。大人向けにストレッチ運動や簡単な筋トレ

ができる施設を設けてほしい。 

○公民館や体育館で色々やっているのに利用し

てなくてすみません。近くの友人とスポーツク

ラブに楽しく行っているので。 

○栗原に在住しているが、近くに東久留米スポー

ツセンターがある。 

○黒目川が近くにあるが、東久留米はやわらかい

アスファルトを使用し、ウォーキング・ジョギ

ングがしやすく整備されている。新座市側は舗

装道がじゃり道です。目黒川沿いは桜を植えて

桜並木にし、名所にすれば経済効果も期待でき

ると思う。野火止用水はホタルを見れるように

もっときれいにして環境整備にも力を入れて

ほしい。 

○緑道の散歩道をお年寄りの方がよく歩いてい

ます。ところどころにちょっと休憩できるイス

があると助かります。特に陣屋通りにないので、

宜しくお願い致します。 

○新座市体育協会主催の会員制フィットネス教

室「EVER EVER」ですが、保育スペースも

併設しているようで、小さな子どもを持つお母

さん方も参加できるようなので良いなぁと思

いました。私も下の子どもがもう少し手が離れ

たら利用したいと思いました。同じく体育協会

主催の「体力づくり教室」も良さそうですが、

土曜日もクラスがあれば良いなと思いました。

それと、Kids Star Project ですが、幼稚園に

入る前の 3 歳児クラスも親子体操という形で

あればと思いました。（以前住んでいた所では、

そういったクラスがあり、とても楽しかったの

で。） 

○プールやフィットネスを格安で利用できると

ころがほしい。体力測定を無料でやってほしい。 

○新座には平林寺や黒目川、野火止用水等、自然

のきれいな場所が所々にたくさんある。そうい

ったところを線でつないでいったりしてウォ

ーキングの道を整備し、長い散歩道を永年にか

けて延長していってはどうかと思う。新座市に
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一般市民が利用できる体育館、プール施設を建

設してほしい。温泉施設（民間の温泉があるの

で）があると良いと思う。 

○市内の大きい道路が都内の道路のように歩道

と自転車道が付いていたら、市内から市外へス

ムーズにサイクリングもランニングもできる

と感じます。例えば、保谷志木線で都内へ等。

志木市を通って荒川等にスムーズに出られる

歩道・自転車道があったら、行動が広がると思

う。 

○室内プールは必要だと思う。 

○運動したいと思っていますが、近くに施設がな

いので困っています。 

○パートをしているので、なかなか運動できませ

んが、近くの公民館で週一ぐらいの間隔でスト

レッチができる環境（いつ行ってもできる状

態）になればベストだと思います。 

○近くの地域でスポーツを楽しむ所あります

か？ジムは行っておりますが、地域の方とのふ

れあいをしたいです。 

 

3 いきがい・社会参加に関する意見 

○新座市に移住して 5 年目を迎えた高齢夫婦で

す、借家の状態などで近所付合いなどありませ

んが、子ども達が近所に住んでいますので、心

配して時々来てくれます。市のボランティアは

やっておりませんが、別な所で友人との出会い

は続けています。 

○新堀の高齢者いきいき広場に参加させていた

だいています。（月・水・金体操）とても体に

良い運動だと思います。関係者の皆様、シルバ

ーの皆様、参加している方にお仲間ありがとう

ございます。 

○新規開発住宅地に引越して間もないため、地域

とのつながりは薄いです。 

○隣人との接点が少ない。機会もないし、挨拶は

するけど、それ以上は踏みこんでの話があまり

できない。 

○お年寄りにもっと健康でいていただくために、

ボランティアなどを積極的に進めて、必要とさ

れているんだと思わせてあげたら良いのでは

と思います。１日中、一人で窓から人の行動を

見ているよりは、人のためにもっと外へ出たら

良いのではと思います。生きる喜びとか、あり

がとうと言われる喜びを知ったら長生きでき

るのではないのでしょうか。 

○地域のご近所を含めてもう少し人間関係を密

にしたいです。家族のうち、主婦の方は町内会

の仕事でお顔を合わせますが、お子さんやお父

さんとなると、全く話す機会がありません。災

害時に助けあうためにも、ご家族、ペットも含

めてふれあえる会があるといいのになあと思

います。そうした関係が作れると、お互いの健

康状態にも関心をもてて、よい影響が出るので

はないかと思います。 

○栗原に住んでおり、町内の方々と関わりを持ち

たいのですが、イベントなど参加しやすいもの

があまりなく、きっかけがなかなかないと感じ

ています。公民館や公共施設で無料や低料金で

食事や家計、育児などのイベントがあれば、ま

た仕事のない土日などに参加したいです。 

○公園や集会所が少なく、コミュニケーションが

軽薄になりやすい。また、健康づくりをする施

設も新座駅周辺に少ない。 

○私の住んでいる所は、新座市でも端の方のせい

か商店も少なく、楽しく過ごせる場所が少ない

と思います。ほとんど清瀬か東久留米の駅のま

わりで買い物をし、お茶を飲んだり楽しんでい

ます。せっかくコミュニティセンターができ、

図書館もあっても、楽しくお茶を飲める喫茶店

もなく、ただ借りてきて返しに行くだけです。

東久留米市などは、障がい者の人たちとその家

族で運営するバオバブとかいう喫茶店が入っ

ています。損得抜きでそういうお店でもあちら

こちらにあると、障がい者の人達の生きがいに

なると思います。（東久留米中央公民館や図書

館）もちろん赤字だとは思いますが…。老人が

増える時代、ゆっくりお茶を飲んだりできる場

所がほしいと思います。あと、病院に行くバス

便、ないのと同じです。堀ノ内病院もあと何年

もつかという感じしかありません。ほとんど、

東久留米や清瀬の病院に通っている人が多い。

志木中央病院は混みすぎです。 
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○新座市に引越してから 7 年がたちます。人と

人との交流がほとんどなく、地域全体が冷たく

感じます。以前住んでいた地域は、近所の方や

お店の方と自然と仲良くなり、挨拶もひんぱん

にする様になり、おしゃべりもする親しみを感

じさせられました。しかし新座は全くそういう

事はない様に思われます。時期が来たらまた引

越ししたいなぁと思っております。 

 

4 こころの健康に関する意見 

○個人の体の健康づくりより社会の健全化によ

るストレスの解消を希望する。 

 

５ 喫煙に関する意見 

○喫煙者に対してもっと厳しい姿勢が必要と思

う。歩行中もそうであるが、吸っている本人か

ら後ろの人が迷惑している事を気づかせる事

が必要。本当はヘルメットやチューブを装置し

て煙を他人に触れさせない方法でたばこを吸

ってほしいと思う。一部の路上でＮＧとなって

いても、法的に罰せられないから、吸っている

方も悪びれる様子がない。自分のはいた煙やた

ばこの先から出る煙を自分でそのまま循環し

て吸ってほしいと思う。吸っている人ですから、

たばこの煙は目にしみたりする事を分かって

いると思う。「条例→法令」必要かと思う。 

○歩行喫煙者を取り締まってほしい。 

○道路では、歩いていて歩きたばこをする人の煙

を吸いますし、たばこの灰が風で流れて体にま

とわりついたりする。また、横を通る車の窓が

開いていて、そこからたばこの煙が出てきて吸

いますし、灰を窓の外へ捨てるので体についた

りする。住宅地を歩いていると、通る家からた

ばこの煙が流れてきて吸ってしまったりしま

す。自転車や原付バイクで車の後ろを走ってい

ると、前の車からたばこの煙が流れてきたり灰

が飛んできたりして吸ってしまいます。レスト

ランで禁煙席にいても、トイレに向かう途中に

喫煙席を通らなくてはならず、煙を吸ってしま

っている。スーパーでは、入口横に喫煙コーナ

ーがあり、煙が流れてきて吸ってしまっている。

それは市役所も同じで、入口横の喫煙コーナー

は無くしてほしい。スーパーや市役所等、喫煙

コーナーでたばこを吸っている方々は、自分で

髪や服等、体中からたばこ臭さがわからないで

しょうが、側に来るだけでたばこ臭く不快な思

いをします。窓口等や、エレベーターの中では

臭くて気持ち悪くなります。仕事中の喫煙は止

めてほしい。たばこを吸わない人はガマンする

しかないのでしょうか？ 

○自分自身は、喫煙の経験もないのに今年肺ガン

の疑いがあり、検診しております。道路や施設

での喫煙をもっと強くしてほしいと思います。

海外ではどうしても吸いたい人は、飲食店でも

外に出て吸っています。 

○西武池袋線ひばりヶ丘駅周辺（特に西武バスか

ら駅までの道）での禁煙を推進して頂きたいで

す。 

○志木駅前の喫煙が徹底されていない。 

○歩きたばこをやめさせてほしいです。 

○道でたばこを吸っている人、吸いながら歩いて

いる人がいるので迷惑です。 

○身体にたばこが悪いのなら新座だけでもたば

こを売らなきゃいいじゃないですか。 

○路上でのたばこのポイ捨て、喫煙者が相当な数

の人がいる。通学の時間帯に子どもの目の高さ

にたばこがあったり、歩行中に灰が飛んで目や

口に入る事が異常にあり、トラブルになりそう。

罰金にして頂きたい。（酒を飲んで自転車や、

路上喫煙） 

○学校行事なので、校内禁煙のため校門の外で喫

煙している保護者を見かけます。一歩出れば良

いのか、校門前にしゃがみ込んで吸っている姿

に見苦しく思い、個人の自由とは言えマナーは

どうなのか考えさせられます。 

○道路でのくわえたばこの全面禁煙。 

 

６ 検（健）診に関する意見 

○毎年、市の集団検診（市役所でのレディース・

デー）を利用していますが、市役所や大和田公

民館など少し遠いところなので、福祉の里など

でもやってほしいです。 
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○無料の検診ではあまりにも簡易であまり意味

がないように思う。また受診したが、無料のせ

いかその時の医師が私の気になっているコト

に全く答えてくれず、結局もっと詳しい検診

（有料）を受ける、という回答のみでがっかり

した。無料で検診できるチケット？も期間が過

ぎると受けられず、（5 年に 1 度？の乳がん

検診など）もっと臨機応変にしてほしい。受診

できる時間や曜日も（仕事があるので日曜もで

きるように）。 

○市でのがん検診などの日程を増やしてほしい。 

○がん検診を無料で行ってほしい。 

○生活に余裕がない者は、健康診断を受けたりす

る時間もお金もない状態の中で、健康のために

と言われても実行できない。誰もが時間を作れ

るわけではないので、時間やお金がなくても利

用できる場所や機会を作るなど、もっと考えて

ほしいと思う。 

○子宮がんの無料のクーポンほしいです。 

○無料で誰もが受けられる健康診断が必要。 

○40 歳までの無料健康診断がありますが、40

歳以上も同じ様な無料健康診断があれば是非

受けたいと思っています。費用の問題や身近な

所で健康診断が受けられないので、是非上記の

健康診断を実施してほしい。 

○健康診査をすべて１割負担にしてほしい。 

○50 代になって、市から健康診断のお知らせが

届きますが、平日は毎日仕事で土・日しか時間

がとれません。その為なかなか行けずに足が遠

のきます。いつでも、自由に時間が空いてる時

に健康診断ができれば、参加できるなと思って

います。 

○テレビの番組で尼崎市が行っている健康診断

とてもわかりやすく、私達の市でも参考にして

もらえたらと思いました。 

○健康診断を安く受けることができたら、受けた

いと思います。そういった情報があれば知りた

いです。 

○安く病院等整った施設で人間ドッグが受けら

れるようにしてほしい。 

○健康診断実施場所の「～公民館」が遠いため（車

ないので）参加できていません。移動車等で、

駅前等に来てくれると助かります。 

○入院や通院等で色々検査をしますが、特定健康

診査でまた同じ検査をするのがもったいない

気がいつもしている。 

○検診で胃カメラをすすめられるのは良いが、鼻

からのものを積極的に使ってほしい。口からの

ものは負担が大きくつらく、結果が異常なしで

は、鼻からの楽なものが良い。それで異常があ

れば、経口の胃カメラになっても納得がいく。

腫瘍マーカー等オプションも健診にとり入れ

てほしい。データがおかしいことがあったので

しっかり検査管理してほしい。健診をわずらわ

しく思っているような医師もいるようだ。予防

医学のために、医師の質と熱意の向上が不可欠、

忙しいかもしれないが、医師の道を選んだ以上

プロを期待する。新座市にも！ 

○がん検診を、勤めている人のために土曜日か日

曜日に入れて頂くようにお願いしたいです。 

○毎年送られてくる特定健康診査は大変ありが

たい事です。健康診断のない者にとって、いつ

でも受診できる安心感があります。 

○健康診断や、歯科検診に扶養内だとなかなか行

けない。 

○子どもだけでなく、大人も健診などをもっとし

てほしい。テレビなどで定期健診をしたほうが

よいなどと言われていて、もちろん今後のため

にぜひやりたいが、小さい子どもがいたり、費

用がかかり負担があるとなかなか行けないの

で、そこら辺を考慮しつつお願いしたい。 

○健康診断を受けられる病院等を近県でも受診

できるようにして頂きたい。 

○年 1 回の人間ドッグ補助があり、毎年受診し

ています。本人 5000 円負担でとてもありが

たいと思います。健康状態を確認しています。 

○市の健診を新堀方面でもやってほしい。参加し

たいのにどこも遠すぎる。 

○高齢者等お勤めしていない方は、自分から積極

的に希望しなければ健診を受ける機会があり

ません。より多くの方に、健診にあまり興味を
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持っていない方々にも、年に 1 回は受けざる

を得ないような仕組みがあると良いと思いま

す。または、もっと関心を持ってもらえるよう

なアピールをする等。具体的ではなくてすみま

せん。いつもありがとうございます。 

○市の健康診断を受けたいと毎年思っています

が、タイミングが合わなかったりお知らせがわ

かりづらかったりで、なかなか受けることがで

きずにいます。若い世代でも主婦の人や職場で

健康診断をやってくれない人など受けたいと

思っている人はたくさんいると思います。今年

こそは受けたいです。わかりやすいお知らせを

期待しています。役所の皆様、いつも市民のた

めにありがとうございます。 

○健康診断をお誕生月に受診するシステムでし

たら、きっかけになりやすいと思う。 

○がん検診の四市の枠をもう少し広げてほしい。 

○私は 40 代ですが、たまに風邪などで地域の医

院にかかることがあります。その待合室にいる

ご老人の多さにビックリしました。しかも、皆

顔見知りのようで世間話をしながら順番を待

っています。ご老人達は医療費の安さのおかげ

で、こうして毎日病院に来ては世間話をし、薬

をもらって生活をしているのではないかと、う

たがった見方をしてしまいたくなります。なぜ

なら、この人たちの医療費負担が軽いのは、

我々は働いている世代の税金によるものだか

ら。今後、病院にかからずとも済む予防的な部

分に税金を使い、その予防を怠り、医療費がか

かる人たちには相当な分を負担するようにし

てもらいたい。また、健康に気をつかい、病気

にかからない世帯には税金を安くするような

制度になってほしい。 

○今回初めて無料の健診を受けましたが、病院の

受付の対応がすごく面倒だという感じがしま

した。 

○市の健康診断に参加しづらい。 

 

７ 情報提供に関する意見 

○アパート・マンション住まいのためなのか、市

で行っている配布物などが届かないので情報

がこない（検診など）。みんながネットを利用

するわけではないので・・・行事などの内容も

ほとんど知らない。 

○大人より子どもの健康づくりのためになる機

会や情報が少ない。新座市で育った訳ではない

ので良く分かりませんが、この地域の児童セン

ターやサークルなどは、宗教の誘いやマナーの

無い人が目立つので、子どもの集団活動などは

なるべく避けたいと思っています。運動や習い

事がもっと若い人向けに作ってくれたらいい

なと毎月の広報見て感じます。 

○志木駅前の電子掲示板でも健康に関する情報

を流したらどうか。それにしても、あの掲示板

は小さい（和光駅前くらいがいい）。 

○「新座市の健康づくり」とは何か？内容につい

て理解する機会もなく、情報もない。新座市の

市民に対して何を発信しているのか？「発信し

ている」と考えているのであれば、努力不足で

あると考える。各家庭に「広報」で情報発信で

きていると考えているのであれば、思い上がり

であると考える。公務員として、市民の公僕で

あると意識を再認識すべきであると思う。 

○歯医者さんの治療で不安だったのが保健セン

ターから教えていただいた歯科に行って解決

いたしました。ありがとうございました。 

○健康づくりのメッセージをこれからも一層発

信しつづけていってほしい。 

○知らないことが多い。 

○ＰＲ不足。 

○広報不足。新座市が何をやっているかわからな

い。 

○不勉強のため市の取り組みを知らない。もっと

アピールしてほしい。 

○市がどのようにやっているのか全く知りませ

ん。 

○新座市の体操を初めてあるのを知りました。と

てもいい事だと思います。市役所の中では流れ

ているのを聞きます。ほとんどの人が知らない

と思います。いい事なのでもっともっと広めて

下さい。流してください。皆が口ずさむくらい

に・・。 
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○健康に良いと思われる教室などをもっと知り

たいです。夫婦２人の生活なのでほとんど近所

との交流もないので、そういう情報が分かりに

くいです。 

○市の民間の運動施設の一覧表（場所と内容と広

さ大きさ）があれば便利です。 

○情報の開示が少ない（広報活動が少ない）。市

役所に行って初めて地下鉄の話を知った。 

○そもそもメッセージが届いてないので市に対

して何も感じません。 

○どの様に取組まれているのか把握できていま

せん。また、他の自治体では取組みがどの程度

なのかも把握できていません。相対的な比較を

含めて、新座市がどのレベルにあるのかお知ら

せ頂けたら良いと思います。併せてこの観点で

新座市の優位性についても、ぜひ、お知らせ下

さい。 

○新座市の「健康づくり」については、広報等で

よく記事を目にします。公民館でのイベントが

あるのですが、つい出向くのがおっくうになっ

てしまいますので、「健康」についての記事を

載せていただくと助かります。（食育やロコモ

予防について等）。 

○サークル・セミナーを増やして案内もあれば参

加すると思う。 

○新座市の健康に関する施策について、ＨＰ上の

情報を充実して、アクセス容易にしてほしいで

す。 

○急病の時、自分の車で夜間でも行ける病院を教

えてくれるようなパンフレットがほしい。救急

車で夜眼科に行ったら怒られたことがあるの

で…。 

○新座市広報を毎月読んでます。保健センター通

信や介護の教室など、ためになります。5 月号

から広報が変わり大きくなり、なれるまで大変

です。 

○広報にいざに健康について悩みがある人は、保

健センターにどうぞでいいんじゃないですか。 

○健康づくりに良い講座等がありましたら是非

お知らせ下さい。 

○新座市健康づくり情報などあまり聞かないの

ですが、どのような運動をしているのか情報の

回数を多く。 

○頭が痛くて手がしびれる時は〇〇科にみても

らったらいいとか、鼻血が大量に出た後は〇〇

科で、そういう知識を広報などに豆知識として

載せてもらうと助かります。 

○保健センターの事務が今いち市民には見えて

いない。もっと、オープンにどんなことをやっ

ているのか「保健だより」みたいなもので、公

開されると良いと思う（保健センターに行って

みないとわからないではなく）。例えば、こん

な申請を受け付けている、こんな相談を受けて

いる、などの具体例。 

○新座市の健康づくりについて、何をやっている

のかがあまりよくわからないので、駅などにポ

スターを貼ってもらえたらいいと思います。 

○市民の声は反映されているのでしょうか。私達、

若者にも伝わるような行動を求めております。

（性・年齢不明） 

○情報が少ない？（自分で調べないと分からな

い。） 

 

８ 医療に関する意見 

○全国に先がけて医療費軽減をし、市民の人口増

加を図り発展に寄与すべき。 

○医療費が格安で受けられる事を希望。 

○夫 75 歳、本人 66 歳で、毎年 10 万円以上の

医療費が厳しい。認知度の低下、ストレスをた

めやすい性格、腰痛他先行の不安を抱えている。

健康不安のほか葬儀やお墓の相談などできる

場があるのか知りたい。 

○子ども医療費の対象年齢をあげて頂き、ありが

とうございます。今後私共の地域では、高齢化

が進み地域としての対応が必要となってくる

ことが想定されます。家族、町内会だけでなく、

市としても支援検討願います（高齢者医療費負

担、ごみすて、一人の方見回り等）。幸いに我

が家は両親ともに健康ですが···。今後とも住

みよい町になるようによろしくお願いいたし

ます。 
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○健康づくりの１つとして担っているこども医

療費制度が高校生（18 歳）まではすばらしい

と思う。23 区でもできてないことで、今後も

市民のために良い制度を考えていってほしい。 

○歯医者や内科等の医療機関にかかりたいが、ど

の医療機関が技術・サービス的に安心できるの

かわからない為、不安でなかなか行けません。

市公認のようなものがあればいいのですが···。 

○病院（歯医者も含め）に行きたくても、子ども

が小さく見ていてもらう人もいないので困っ

ています。保育園に一時預けているが、二重に

お金がかかるので、悪化してどうしようもなく

ならないと行うという気持ちになれずにいま

す。通院のために格安または無料で預かっても

らえる環境があると助かります。 

○転入してきて間がないため、市の取り組みはよ

くわかりません。ただ、子どもの医療費が高校

生まで無料なのは大変ありがたく、各種検診も

無料で福祉面で充実した施策を行っている事

だと思います。是非、続けていただきたいと思

っています。 

○総合病院（大学病院）がない。 

○市境県境いのため、今は医療機関に行くことが

不便、内容によって何ヶ所もとなると面倒にな

る。近くの医院では全てを行えない。 

○大きな病院がない。 

 

９ 予防接種に関する意見 

○様々な予防接種の補助の幅広くしてほしい。 

○近所にかかりつけの病院がなく、また公共交通

機関が使いにくいため、運転免許がない私には

子どもを予防接種に連れて行くのも１日がが

りだった。公費負担のものは行政区分もあって

難しいとは思うが、近隣の市で受けられないも

のか（病院に問い合わせたところ、市からの委

任状が必要とのことだった）。 

○子どもや親のインフルエンザ注射の助成をし

ていただければいいなと思います。 

 子ども 2 回 5,000×2＝10,000 

 大人 1 回 3,000×2＝6,000 

 計 16,000 円 

 

10 その他の意見 

○今後は、新座市の健康づくりに対して、よく見

ていきたいと思います。市に対して、なるべく

迷惑掛けないよう努力して参ります。 

○何も植えてない畑が多く、常にほこりっぽい。

ぜん息の様なせきが引越して来てから出るよ

うになりました。 

○毎年ありがとうございます。今年で 73 歳にな

りました。今、私個人の事ですが、どこも悪く

なく日々自分勝手の生活しております。お隣の

方にも皆様良くして下さいます。そして私は子

どもの時から我がままのようでした。今も我が

ままでこれでよいのか時々まよいます。でも私

には男の子が二人います。孫 6 人若人が生活

できないでしょうか、時おり生活費として、何

拾万とおねだりに来ます。またかと思いながら

がっかりしたり、私に感謝するかと思いながら、

日々の生活を送っています。年寄りはお金使え

ません。 

○新座市に期待すること・・・今の市政では意見

を伝える気にならない。職員さんは頑張ってい

ると思うけど、トップの方が、もう少し理解す

る努力をしないと健康に対する考え方だけで

はなくね。でも、近隣及び全国的に子育て支援

にばかりお金をかけているけど、若いころ頑張

っていただいたお年寄の方に健康支援を含め、

補助も充実させてあげてほしい。子どもの医療

費を無料にしたため、病院が混んでもなかなか

行けなくて（待ち時間が長い）ガマンしている

こともあるんじゃないかな。机上だけで考えな

いで現場を見ようね。野火止方面にも保健セン

ターがほしい。道場は遠すぎて場所もわからな

い。 

○市民まつりでの血管年齢や、骨密度の検査など

調べてもらえるのはとても良かったです。 

○質問が多すぎる。 

○死ぬことを権利として認めてほしい。 

○健康体操にはできるだけ参加したい。但し、近

所で継続したい。 
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○市役所の福祉関係者の障がい者への話の聴き

方を見つめ直してほしい。めちゃくちゃな人が

います。 

○新座市が健康づくりに多額の予算をとって下

さっているのは嬉しいのですが、そのために他

に使う予算が少なくなるのも考えものです。で

きるだけ、自分達で「健康づくり」をすること

も大切ですね。老人達への過保護で若者達への

金銭的負担は考えて行きたい課題だと思いま

す。 

○健康は個人、家族がまず意識・努力することだ

と思う。自分達でできなくなったら生きる必要

もない。健康問題ではないが、環境づくりにつ

いて思うこと。道路の生垣、野火止用水の一部

復活など努力していることは解るが、“仏作っ

て魂入れず”が多々ある。生垣（ツツジ）を破

壊する野生ポピーを駆除すれば、毎年新規の植

樹をする必要がない。ふるさと館近所のせせら

ぎは大変評価するが、ヘドロ・雑草の除去は誰

が？ボランティア？ 

○これからいろいろお世話になると思います。よ

ろしくお願いします。 

○山下通りの交通量が増え、ドライバー同士、ド

ライバーと歩行者間で頻繁に子競り合いがあ

る。交通量の増加の原因は山下通りに連結する

交差点への信号機の設置が原因であるが、山下

通り自体は交通量の急激増加対策ができてい

ないため大変危険になりつつある。ごみ回収場

所の設置（これまで道路脇にあった）、生活道

路としての整備等を望んでいる。健康意識向上

とともに、安全安心な生活圏の確保についても

宜しくお願いしたいと考える（単なる信号機等

のインフラ整備ではなく、道路にジャマな物を

置かない。人が生活する場所であるという意識

改善を推進してほしい）。 

○保健センターがもっと近いといいと思う。バス

の便もあまりないし不便です。 

○アンケート調査や健康高齢、福祉アンケートを

出しても年金生活をしている者は、それ以外に

現金をかけることできず生活をできますか。 

○和光市は朝霞市より劣る。 

○特に要望はありませんが、健康法の「5Ｓ」を

思い出し、健康に留意しています。 

○新座市に越して来てまだ１年しか経っていな

いので、この町について知っている事が少なく

感じます。まだまだ若輩者ですが、少しでも貢

献できたらと思っております。 

○市のはずれにある地域で、市民と感ずることが

少なく都民と感ずることが多い。市民と感じら

れる市政を期待したい。都に比べ市政のレベル

が低い（いなか！）。 

○自然あふれる新座市のおかげで健康に過ごす

ことができています。ありがとうございます。 

○犬の散歩の人、犬は塀側を歩くように、車・自

転車の人は迷惑です。 

○健康との関係で高齢者（限らない場合もあろう

が）の孤立死・孤独死を絶対に生んではならな

いと思う。そのために必要なマンパワーの確保

をし、リストアップ対象者の巡回、指導など地

域との交流や情報交換などきめ細やかな対応

が必要。 

○健康でいるということは個人的なもので、自助

努力によるものが大きいと感じます。行政がど

のような関わりをもたれようとしているか分

かりませんが、新座市において、他市と比較し

て何か特徴的な疾患が多く、徒らに健康保険費

などが費やされていくのは問題があると思い

ますので、そのような調査は賛成します。 

○新座市についてはないが、ＷＨＯ基準などは日

本人に当てはまらない基準があるので、これか

ら何か市でやるのであれば、学者さんに現在の

日本人に効果（いみ）のある正しい基準などを

確認してから行ってほしい。 

○住民の事を色々考えてくれていると思います。 

○健康は自己管理が大切だと思います。どのよう

に自己管理すれば良いか等のセミナーがある

と良いし日時に考えてほしい（誰もが参加でき

る）。 

○高齢者の見守りシステムの構築 etc. 

○今まで関心がなかったが、新座市の健康づくり

に多少関心を持った。 
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○色々と公民館でイベントなどがありますが、仕

事を持っていると行けない事もあり、平日の夜

や日・祝日にも増やしていただけたらと思いま

すが、新座市は、市民の事を大切に色々催しを

して下さってるように思います。ありがとうご

ざいます。 

○健康づくりとは直接関係ありませんが、市民の

中には高度な、専門的な知識や能力・技能を有

しておられる方が多数いらっしゃると思いま

す。これらの方々を講師になっていただき、市

民の知識、能力アップの催しを行っていったら

いかがですか？新座市には現在はこのような

制度が既にあるのかも知れませんが···。現在

は、まだ会社勤めの毎日ですが、退社すれば多

少協力できると思います。 

○新座市の突端に住居があり、あまり行事等に参

加していませんが、広報を見て色々な催し物が

ある事が分かって、年に数回参加するといった

状態です。生活圏は殆ど東京都で用を足してい

ます。なるべく迷惑かけないように、友達も市

外の人が多いのですが、よく会って健康面等々

話し合ったり旅行したり心身共に健康でいら

れるよう心がけています。 

○今はまだ仕事をしているので色々な集まりに

出席できないが、退職したら利用したいと思い

ます。ご苦労様です。（性・年齢不明） 

○いつも色々な面でお世話様になっております。

健康に過ごせる事に感謝致しております。 

○自宅で仕事をしていて外出はあまりせず、買物

等生活圏が東久留米市、清瀬市ですので、あま

り新座市民としての意見もなく、参考になるの

か心配です。 

○例えば、包括支援センターで色々なイベントを

催していますが、参加したいものが遠方のセン

ターでは参加できません。何か内容に片寄りが

あるような気がしますが、テーマ等はどなたが

決めているのでしょうか。例えば、65 歳以上

の条件入りですが、体調、健康には個人差があ

るので、60 歳以上など引き下げ可能でしょう

か。 

○アンケート調査に問 3～問 7 までは不要と思

う。 

○市民農園を拡大してほしい。（特に栗原地区） 

○今は車で出かけられるが、保谷朝霞線のバスで

堀ノ内病院へ行く事が考えられます。ただ婦人

科がありません。全科があれば検診時に 1 ヶ

所で済みます。 

○70歳以上からの電車やバス等の運賃を無料に

してほしい（東京都のように…）。ごみのカゴ

をなくしてほしい。ひとり暮らしの老人には厳

しいです。バスの本数を増やしてほしいです。 

○新座市に居をかまえて良かったと思える様に

したい。 

○質問事項 56→多すぎる。質問内容→くどい、

しつこい、答えるのにめんどうです。 

○日頃より、広報やイベントなど大変かと思いま

すがありがとうございます。その積み重ねなの

か、朝～夕さんぽ等で市民の皆様が健康に気を

配っているように思えます。私自身としては、

平日は仕事のためあまり健康づくりには関心

はありませんでした。このアンケートにより改

めて考えました。広報をもっとよく見てみます。

皆様もどうぞお体にお気をつけて下さいます

ようお祈り申し上げます。 

○仕事をしているため、朝 6 時頃家を出て、夜

は 7 時頃帰宅のため新座市で取り組んでいら

っしゃる諸々の事についてほとんど知らない

のが現状です。いつか定年を迎えた時、初めて

新座市の市としてどういう活動をしていらっ

しゃるか知ることになるでしょう。健診も会社

で受けているので…。今は健康づくりに対して

よりも、交通網の充実に対する要望の方が大き

いです 

○こうしたアンケートは何に役立てるのか良く

分からない。市行政に具体的に反映されると良

い。（広報等に〇〇アンケート等の結果を添え、

政策を展開します） 

○健康に対する意識・関心は自らが「不健康」と

認識しない限りなかなか起きるものではない

と思います。加えて私は健康に対して次のよう

な虚無感・諦念を覚えています。即ち災害や事

故等に遭えばそれまでの健康などはたちまち

無になりますし、他方でたばこをガンガン吸っ

ても長寿の人もいれば、節制して日々健康的に



 

 128 

暮らしても癌によって短命に終わる人もいる

ように、そもそも肉体の頑健/脆弱は所与のも

の（遺伝とか）によって予め決まっているので

はないか、といった諦めに似た感情です。次世

代の行政による健康への取組においては、そも

そも自らが健康と認識していてそれに関心・興

味を持たない人や、私のような虚無感に支配さ

れている人達をこそ対象とし、啓蒙を通じ積極

的な参加を促すような取組を期待します。 

○健康づくり色々とお知らせいただいておりま

すが、主人が一人でいられない（自分の事はで

きるのですが手助けが必要）要介護 1 なので、

夕方 3 時から仕事もあり、自分のために使う

時間がありません。デイサービス等を受けさせ

ていただいておりますが、部屋の片づけ、買物

で終わります。 

○体力年齢測定のイベントがあれば楽しいです。

改善する為のアドバイスが聴ければもっとい

いですね。 

○バーベキュー場を整備してほしい。 

○アンケートの質問、多すぎるのじゃない。 

○色々とお世話下さいまして誠に有り難う御座

居ます。 

○歩道の段差を少なくしてほしい（デコボコのま

までなく埋めてほしい）。障害のある方が何度

か転んでいます。手伝って起きあがれましたが、

デコボコにつまずいて転んでしまったようで

す！！老人が増えている現在、歩道の確保とデ

コボコを直して、歩きやすい道をつくっていた

だきたいと心から思います！ 

○新座市は形というか、そこそこ広いので何か催

し物があっても参加するのが大変ということ

が多くて…。もしいろいろな催し物があるのな

ら、地区をもう少し分けると近くて行きやすい

なぁと思うことがあります。 

○現在、車椅子の障がい者で難病の患者でもあり

ます。駅前の歩道が車椅子で歩くのがとても不

便です。もう少し平らになると良いなぁと思い

ます。 

○新堀地区はコミセン以外の市の施設での催し

物は参加が難しい。特に・・。 

○市内の道路を区画整理して広げまっすぐにし

てほしい。 

○私は元気で「新座市老人福祉センター（第一・

第二・福祉の里）」を利用しています。その時

に思いますが、新座市在住 60 歳以上の方々が

利用でき、また朝霞・和光・志木の方々が利用

する時は、その都度 300 円出しているそうで

す。上記以外の人は利用できないはずですが、

多くの人が利用し狭くなっています。ぜひ、再

度「厳しく」調査し（新座市住民票）健康づく

り（60 歳以上）の場が狭くなってほしくない

はずです。 

○あまり参加したこともありませんが、少しずつ

興味をもっていきたいと思います。提出が遅く

なり申し訳ありませんでした。宜しくお願いい

たします。 

○介護保険料、健康保険料をずっと払っていて、

あまりお医者さんにかからない人には、年に

5,000 円程度でも戻す様にしたら、気軽に病

院から薬を大量に無駄にもらう人は少なくな

る。医療費を削減できると語る人が近くに何人

もいます。私もそう思います。どう思います

か？ 

○老後、健康で安心して生活できる地域づくりを

してほしい。心配事がある時、気軽に相談でき

る所があると良いと思う。 

○先日、「大便について」の学習会を受講致しま

した。大変面白く参考になりました。今後も、

これと自分で感じた企画には参加したいと思

っています。希望講座、筋肉について「その維

持と劣化防止」みたいな企画。 

○家族（生活は別）兄を介護しています。新座市

の介護に力を入れていただき、日頃から感謝し

ています。 

○町内会の打合せ等、1 回に打合せが長く、そう

いうことが面どうだと思う。若いせいだが…。

町内会に入りたがらないという声をよくきく。 

○世の中が便利になる、それに伴い人との接点も

自然と減っていく感があります。健康づくりも

市の調査でありましたら一部の盛り上がりで

はなく、市民全員の意識改革が必要と思います。

健康とは、心身の健康ですよね！花一輪…街の
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場所場所に植えてあるだけでも市民一人一人

の心身の健康につながる…とそう思います。 

○地域貢献、市民の健康増進のため、今後も市政

の運営に尽力下さい。 

○仕事に追われまだ考えが及びません。ゆっくり

できる様になったら考えたいです。その時はア

ドバイスよろしくお願いします。 

○家族の介護や高齢の親との同居等で、地域活動

やイベントなどにはなかなか参加できずにい

るのが現状です。市報等で参加したいとか、行

ってみたいと思う行事があっても、開催地が遠

く交通の便が悪かったりと断念することが多

い。 

○新座市が市民の健康づくりに取り組んでいる

とは思えません。大学生や 20 代～50 代の働

く人や、主婦が健診や運動に取り組める環境づ

くり（例えば、平日の夜間や休日に優先的に施

設が利用できるなど）にぜひ、取り組んで下さ

い。老人と子どもばかりが優先されていません

か。 

○新座のすみずみまで気配りをしてほしいと思

う。常日頃から市の財政状況が悪いと伺ってお

りますが、このような事にお金をかけるのはい

かがな物かと思います。もっと力を入れるべき

点があるのではないでしょうか。（性・年齢不

明） 

○新座市は不便で税金が高くて、できるならば住

みたくない。 

○もっと大きなショッピングモールなどがあれ

ばいいと思います。 

○実感できていない。 

○このようなアンケートから集計して方針を打

ち出し、それで「やってます」感を出して終わ

るのではなく、ＰＤＣＡサイクルです。本当に

プランが実行されているのか、現場はどうなの

か、ちゃんと見てほしい。 
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資料３  

調査票 
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 市民の皆さまには、ますますご

協力いただきましてありがとうございます

 

 現在、新座市では、一人ひとりがお

く健やかで、心豊かに生活できる

を展開しています。この計画は

次期計画策定に向けて準備を

 

 つきましては、皆さまの健康

お聴かせいただき、次期計画

だきました。お忙しいところ

し上げます。 

 

 なお、この調査は、市内にお

ていただいております。転出等

 また、本調査は無記名で行

れるものではありません。調査

 

平成２６年４月 

                        

 

 

 ■ 記入にあたってのお願い 

・ 個人の意識を調査しますので

・ 回収期間中にご不在の方

の代筆は差し支えありません

・ 回答は、あてはまる番号

「その他」の場合は、（ 

・ ご記入が終わりましたら

日までにご投函ください。

・ 住所・氏名の記載は不要

 

返送期日：５月９日（金
 

■ 問合せ 

新座市保健センター 電話

アンケート  

ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

いただきましてありがとうございます。 

ひとりがお互いの意志や活動を尊重し合いながら

できる地域を目指し、「元気の出るいきいき

は、平成２７年３月末に計画期間の終了を

を進めているところです。 

健康づくりに対する考え方や取り組んでいること

次期計画の策定に活かしていくために、本調査票

しいところ誠に恐縮ですが、調査にご協力くださいますようお

にお住まいの２０歳以上の方３，０００人

転出等によって行き違いで送付している場合はご

行い、回答については統計的に処理するため

調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお

              新座市長 須

 

しますので、宛名のご本人がご記入ください。

方は回答いただかなくても結構です。また

えありません。 

番号を○で囲んでください。 

 ）内に具体的内容を簡潔にご記入ください

わりましたら、同封の返信用封筒（切手不要）をご利用

。 

不要です。 

金） 

電話：０４８－４８１－２２１１（代表） 

アンケート調査へのご協力のお願

オイラ、新座市の「けんこう

大使」を任されているんだ♪ 

ぜひこのアンケートにお答え

いただき、皆さまの健康に対す

る考えを聴かせてほしいゾウ！ 

。日頃は、市政にご

いながら、自分らし

るいきいき新座２１プラン」

を迎えることから、

んでいること等について、

本調査票を送付させていた

くださいますようお願い申

人を無作為に選ばせ

はご容赦ください。 

するため、個人が特定さ

をお願いいたします。 

須 田 健 治 

。 

また、代筆が必要な方

ください。 

利用のうえ、下記期

 

願い 
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１ あなた自身のことについてうかがいます 

問１ 性別（１つ） 

１ 男性  ２ 女性         ３ 回答しない 

 

問２ 年齢（平成26年4月1日現在）（１つ） 

１ 29 歳以下   ３ 40～49 歳  ５ 60～64 歳  7 70 歳以上 

２ 30～39 歳  ４ 50～59 歳  ６ 65～69 歳 

 

問３ 職業 （主なもの１つに○） 

１ 会社員  ４ パート・アルバイト ７ 無職 

２ 公務員・団体職員  ５ 専業主婦（夫） ８ その他（       ） 

３ 自営業  ６ 学生 

 

問４ 世帯構成（１つ） 

１ ひとり暮らし（単身赴任含む） ３ 二世代世帯（親と子） ５ その他（       ） 

２ 夫婦のみ  ４ 多世代世帯 

 

問５ 居住地区（１つ） 

１ 東部第１地区（池田・道場・片山・野寺） 

２ 東部第２地区（畑中・馬場・栄・新塚） 

３ 西部地区（新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止一～四丁目） 

４ 南部地区（石神・栗原・堀ノ内） 

５ 北部第１地区（東北・東・野火止五～八丁目） 

６ 北部第２地区（中野・大和田・新座・北野） 

 

問６ 現在の身長と体重をご記入ください。また、あなたが適正だと思う体重はどのくらいですか。 

  現在の身長      ㎝ 現在の体重      ㎏ 適正だと思う体重      ㎏ 

 

問７ あなたの健康保険の種類は次のどれですか。（１つ） 

１ 国民健康保険   ４ 後期高齢者医療保険 

２ 社会保険など国保以外の保険（本人） ５ その他（                ） 

３ 社会保険など国保以外の保険（扶養） 

  



 

２ 

問８ 自分のことを「健康」だと思

１ 「健康」だと思う   

２ どちらかと言えば「健康」

 

問９ あなたが考える「健康」な状態

１ 心身に病気や障がいのないこと

２ 病気や障がいの有無とは関係

３ 快食、快眠、快便であること

４ 健康診断の結果で異常がないこと

５ 家族や友人との人間関係がうまくいっていること

６ 長生きできること 

７ その他（                          

 

問10 「健康」について意識するの

１ 健診を受けた時や健診結果

２ 健康に関するテレビ・ラジオ・

３ 市が行う健康増進や介護予防

４ 家族や将来のことを考えた

５ 病気になった時 

６ その他（                          

７ 特に意識したことはない 

 

 

問11 この１年間に、健康診断を受

１ 受けた 

２ 受けていない 

 問11-1 健康診断を受けなかった

１ 知らなかったから   

２ 時間がとれなかったから  

３ 場所が遠いから   

４ 費用がかかるから   

５ 採血や胃カメラ等の検査が

６ 医療機関に入院していたから
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 健康状態についてうかがいます 

思いますか。（１つ） 

 ３ どちらかと言えば「健康

」だと思う ４ 「健康」だと思わない 

状態とはどういうことだと思いますか。（いくつでも

のないこと 

関係なく、いきがいをもったり、前向きな気持

であること 

がないこと 

がうまくいっていること 

                          ） 

するのはどんな時ですか。（いくつでも） 

健診結果の説明を受けた時 

するテレビ・ラジオ・新聞等の特集を見たり聞いたりした時 

介護予防の事業に参加した時 

えた時 

                          ） 

 

受けましたか。（１つ） 

けなかった理由は何ですか。（いくつでも） 

 ７ 毎年受ける必要性を感じないから

 ８ 健康状態に自信があるから

 ９ いつでも医療機関を受診

 10 結果が不安なため 

が不安だから 11 めんどうだから 

していたから 12 その他（                

 

健康」だと思わない 

 

いくつでも） 

気持ちであること 

 

 

 

じないから 

があるから 

受診できるから 

                ） 
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問12 健康に関する知識や情報を何から得ますか。（いくつでも） 

１ テレビ・ラジオ・新聞・インターネットのホームページ等 

２ 市からの情報（市ホームページ・広報「にいざ」・市の窓口等） 

３ 家族や友人・知人 

４ かかりつけの医師や医療機関 

５ その他（                        ） 

 

問13 あなたは、次の言葉を聞いたことがありますか。次の（1）～（2）の質問について、あてはま

る番号を１つ選んで○印をつけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

聞いたことがある 聞
い
た
こ
と
が
な
い 

内
容
も
わ
か
る 

内
容
は 

わ
か
ら
な
い 

（1）「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）」 

 主として長期の喫煙によってもたらされる肺の炎症性疾患で、咳・

痰・息切れを伴いながら、徐々に呼吸障がいが進行していきます。 

１ ２ ３ 

（2）「ロコモティブシンドローム（運動器症候群）」 

 骨・関節・筋肉など体を支えたり動かしたりする運動器の障がいのた

めに自立度が低下し、介護が必要となる危険性の高い状態のことです。 

１ ２ ３ 

 

  

http://www.niiza.net/wp-content/uploads/2012/09/938bcd919c2f0481c64135846d97496b-e1395887231882.jpg


 

３ 

問14 普段の食生活で心がけていることがありますか

１  ある   

 

問15 普段の食生活のなかで「実行

（いくつでも） 

１ 朝食を抜かない   

２ うす味をこころがける  

３ 間食・夜食を控える    

４ 暴飲・暴食をしない  

 

問16 朝食を食べる頻度はどのくらいですか

１ ほぼ毎日   ２ 週４～

 

問17 普段の食事において、うす味

１ いつも取り組んでいる  

２ ときどき取り組んでいる  

 

問18 あなたは普段、１日に野菜料理

料理）を皿数で考えると何皿食

１コ分（約７０ｇ程度）と考えてください

１ ほとんど食べない    

２ １～２皿        

３ ３～４皿 

 

問19 主食（ごはん・パン・麺類等

菜・海草・いも類等が主体のおかず

ですが、１日のうち「主食・主菜

１ １日に２回以上    ３

２ １日１回以下     ４

  

- 4 -

 食生活についてうかがいます 

がけていることがありますか。（１つ） 

 ２  ない 

実行したい」と思うものの、できていないことは

 ５ 栄養バランスを考えた食事

 ６ 最低１日１回は、家族や仲間

     ７ その他（             

 ８ 特にない 

はどのくらいですか。（１つ） 

～５回程度   ３ 週２～３回程度   ４

味や減塩に取り組んでいますか。（１つ） 

 ３ ほとんど取り組んでいない

 ４ 全く取り組んでいない 

野菜料理（野菜を主な材料とした

何皿食べていますか。１皿は小鉢

えてください。（１つ） 

    ４ ５～６皿 

        ５ ７皿以上 

麺類等）、主菜（卵・肉・魚・大豆・大豆製品等が主体

のおかず）をそろえることはバランスの良い食事

主菜・副菜」がそろった食事をどれくらい食

３ 週に４～５回     ５ それ以下 

４ 週に２～３回 

できていないことはありますか。 

食事をする 

仲間と楽しく食事をする 

             ） 

４ ほとんど食べない 

んでいない 

 

主体のおかず）、副菜（野

食事をとる上でのポイント

食べていますか。（１つ） 
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問20 「食育」に関心がありますか。（１つ） 

１ 関心がある   

２ どちらかといえば関心がある 

３ どちらかといえば関心がない 

４ 関心がない 

５ わからない 

 

問21 食に関する地域活動やイベント（公民館活動や

地区のお祭り、各種ボランティア等）に参加して

いますか。（１つ） 

１ よく参加している   

２ ときどき参加している  

３ ほとんど参加していない  

４ 参加したことがない 

５ 以前は参加していたが今はしていない 

 

問22 地産地消に取り組んでいますか。（１つ） 

１ いつも取り組んでいる 

２ ときどき取り組んでいる  

３ ほとんど取り組んでいない 

４ 全く取り組んでいない 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 今後やってみたい「食育」に関する取り組みは何ですか。（いくつでも） 

１ 栄養バランスのとれた食生活の実践 

２ 地産地消の実践 

３ 行事食、郷土料理（手打ちうどんを含む）の継承 

４ 市民農園や農業体験等への参加 

５ よく噛んで味わって食べること 

６ 食生活の改善に関する勉強会への参加 

７ 食に関する地域活動やイベント、ボランティア活動への参加 

８ その他（                        ） 

９ 特にない 

  

食育とは？（食育基本法より抜粋） 
① 生きる上での基本であって、知育・

体育・徳育の基盤となるもの。 

② 様々な経験を通じて「食」に関する

知識と「食」を選択する力を習得し、健

全な食生活を実践することができる人

間を育てること。 

食習慣や生活リズム

を身につけることや食

文化を伝えたり学んだ

りすることも「食育」の

一つだよ♪ 
「食育」って、

なあに？ 

地産地消とは？  
「地域生産－地域消費」の略語で、私達の身

近なところで生産された農林水産物（地産）を食

べること（地消）を言います。 

オイラも「地産地消」に積極

的に取り組んでいるゾウ♪ 

新座では、にんじんやほう

れん草が特産品だけど、これ

らの地元野菜は、市内の農産

物直売所や、農家の軒先直

売所、スーパーマーケット等で

入手できるんだゾウ！ 



 

４ 運動

問24 普段の活動（身体を動かすこと

１ ある   

 

 問24-1 下記のうち、実施していることは

１ 通勤、買い物等、近所への

２ 家事、育児等で積極的に体を

３ 犬の散歩やウォーキング等

４ 地域で実施する体操（ラジオ

５ スポーツクラブに通ったり

６ その他（                      

 

問25 運動をどのくらいの頻度で行

１ 週３回以上 

２ 定期的に週２回程度 

３ 定期的に週１回程度 

４ 定期的ではないが、月に１

５ その他（                  

６ 運動は行っていない 

 問25-1 その運動は、１日30分以上

１ はい   

 

問26 あなたは普段、一日何分くらい

１ 15 分未満  ３

２ 15～30 分未満  ４

 

問27 あなたは、普段の暮らしの中

１ 感じている  ２

 

問28 定期的に運動をするためにあったらよいものは

１ 自分の体力を知る機会  

２ インターネットを利用した

３ 運動の指導者   

４ 適切な運動についての情報

５ 身近な施設 
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運動や身体活動についてうかがいます 

かすこと）で、心がけていることがありますか。（

 ２ ない 

していることは何ですか。（いくつでも） 

への移動は徒歩か自転車を利用する 

を動かすようにしている 

等を行う 

ラジオ体操、公民館で行う体操等）に参加する 

ったり、仲間とスポーツをする 

                      ） 

行っていますか。（１つ） 

１～２回程度 

                  ） 

分以上で１年以上持続していますか。（１つ）

 ２ いいえ 

くらい歩いていますか（屋内での移動も含みます

３ 30 分～1 時間未満  ５ 1

４ 1 時間～1 時間 30 分未満 

中で運動不足を感じていますか。（１つ） 

２ 特に感じていない 

をするためにあったらよいものは何ですか。（いくつでも

 ６ 運動するサークルや教室

した支援 ７ 一緒に運動したり誘ったりしてくれる

 ８ その他（              

情報 ９ 特にない 

 

（１つ） 

 

） 

みます）。（１つ） 

1 時間 30 分以上 

いくつでも） 

教室 

ったりしてくれる仲間 

              ） 

オイラも、これか

らは定期的に雑木

林でマラソンをしよ

うと思うゾウ！ 



 

５ いきがいや

問29 現在の生活に「いきがい」や

１ とても感じている   

２ どちらかといえば感じている

 

 問29-1 どのようなことに「いきがい

１ 仕事や家事   

２ 家族や友人・知人との付き

３ 自分の趣味や夢の追及  

４ 地域活動やボランティア事業

 

 

問30 趣味や楽しみを一緒に楽しむ

１  いる       ２  

 

 

問31 現在、あなたはどのような活動

１ 町内会や自治会への活動  

２ ボランティア・NPO・市民活動

３ 食に関する活動   

４ スポーツ活動   

 

問32 今後どのような活動に参加したいですか

１ 町内会や自治会への活動  

２ ボランティア・NPO・市民活動

３ 食に関する活動   

４ スポーツ活動   
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きがいや社会参加についてうかがいます

や「はりあい」を感じていますか。（１つ） 

 ３ どちらかといえば感じていない

じている ４ 全く感じていない 

いきがい」や「はりあい」を感じていますか。（

 ５ 子育て・子どもの教育 

き合い ６ 地位や財産の獲得 

 ７ その他（             

事業への参加  

しむ仲間がいますか。（１つ） 

  いない 

活動に参加していますか。（いくつでも） 

 ５ 学習会や研修会活動 

市民活動 ６ 趣味・娯楽活動 

 ７ その他（           

 ８ 特に参加していない 

したいですか。（いくつでも） 

 ５ 学習会や研修会活動 

市民活動 ６ 趣味・娯楽活動 

 ７ その他（         

 ８ 参加を希望しない 

についてうかがいます 

 

じていない 

。（いくつでも） 

 

             ） 

             ） 

             ） 

http://www.niiza.net/wp-content/uploads/2012/09/b730841b84ec106cd2dcdbb35aca81c7-e1395887437578.jpg
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６ こころの健康と休養についてうかがいます 

問33 現在、あなたはどの程度幸せだと感じていますか。「とても幸せ」を10 点、「とても不幸」を0

点とすると、何点くらいになると思いますか。いずれかの数字を１つだけ○で囲んでください。 

（とても不幸）            （ふつう）            （とても幸せ） 

  ０点   １   ２   ３   ４   ５   ６   ７   ８   ９   10 点 

 

問34 過去1年間、継続的に悩みを持ったり、ストレスを感じたりしていますか。（１つ） 

１ 感じている   ３ どちらかといえば感じていない 

２ どちらかといえば感じている ４ 感じていない 

 問34-1 現在、感じている悩みやストレスは何ですか。（いくつでも） 

１ 家事や仕事の負担について ５ 育児や子どもの教育について 

２ 人間関係について   ６ 経済的な問題（収入・借金等）について 

３ 自分のいきがいや将来に対する不安について ７ その他（               ） 

４ 自分や家族の健康・病気について 

 

問35 ストレスを感じた場合、どのように解消していますか。（いくつでも） 

１ 家族や友人・知人に相談する ４ のんびり過ごす 

２ 飲食や買い物で発散する  ５ 専門家（医療機関・相談窓口）に相談する 

３ 趣味やスポーツで発散する ６ その他（               ） 

 

問36 次のそれぞれの質問について、過去1か月の間はどうでしたか。次の（1）～（6）について、

あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。 

 いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 

（1）そわそわ、落ち着かなく感じましたか。 1 2 3 4 5 

（2）ささいなことが気になる等、神経の過敏

さを感じましたか。 
1 2 3 4 5 

（3）何をするのもおっくうに感じましたか。 1 2 3 4 5 

（4）気分が沈み込んで、何をしても 

気が晴れないように感じましたか。 
1 2 3 4 5 

（5）何もかも絶望的だと感じましたか。 1 2 3 4 5 

（6）自分は価値のない人間だと感じましたか。 1 2 3 4 5 



 

問37 過去１年間の間に２週間以上

１ ゆううつで気分が沈む  

２ 好きだったことをやりたくない

３ 気力・集中力が続かない  

４ 疲れやすく、元気がない（

    

 問37-1 問37の状態の解消についてどのような

ら選んでください。（１つ

１ 家族・友人に相談した 

２ 専門家（医療機関・相談窓口

３ その他（                   

４ 何もしていない 

 問37-2 何もしていない理由について

１ 特に何もしなくても状態が

２ 家族・友人等に心配かけたくないから

３ 周囲の理解がないため、どこにも

４ 相談できる人がいない 

５ その他（                      

 

問38 あなたの平均的な睡眠時間はどのくらいですか

１ ５時間未満  ４

２ ５～６時間未満  ５

３ ６～７時間未満  ６

 

問39 普段の睡眠で休養がとれていますか

１ 十分とれている    ３

２ 大体とれている    ４

 

問40 「ゲートキーパー」という言葉

１ 聞いたことがあり、内容もわかる

２ 聞いたことはあるが、内容

３ 聞いたことがない 

 

 

 

 

  

につなげて

殺予防対策

んだって

- 9 -

週間以上、下記のような状態が続いたことがありますか

 ５ 寝つきが悪い、夜中に目

きだったことをやりたくない ６ 人に会いたくない 

 ７ 物事を悪い方にばかり考

（だるい） ８ 失敗や悲しみ、失望から

 ９ 上記のような状態はない

についてどのような方法をとりましたか。最もあてはまるものを

つ） 

相談窓口）に相談もしくは受診した 

                      ） 

について、最もあてはまるものを下記から選んでください

が改善した 

かけたくないから相談しなかった 

どこにも相談できなかった（相談してもわかってもらえない

                      ） 

はどのくらいですか。（１つ） 

４ ７～８時間未満  

５ ８～９時間未満 

６ ９時間以上 

がとれていますか。（１つ） 

３ あまりとれていない 

４ 全くとれていない 

言葉を、聞いたことがありますか。（１つ） 

もわかる 

内容はわからない 

悩んでいる人の話を聴き、必要な支援

につなげて、さりげなく見守る人のことを、自

殺予防対策では「ゲートキーパー」と呼ぶ

んだって！ 

オイラ、初めて聞いたゾウ！ 

いたことがありますか。（いくつでも） 

目が覚めて眠れない 

考える 

から立ち直れない 

はない 

もあてはまるものを下記か

んでください。（１つ） 

してもわかってもらえない等） 

 



 

７ 

問41 歯科医院を受診し、歯科健診又

１ 定期的に健診や治療を受けている

２ 定期的ではないが、健診や

３ 全く受けていない 

 

 問41-1 歯科健診や必要な治療

１ 痛みや出血等の自覚症状がなく

２ 忙しくて時間がないから 

３ 痛みがあっても我慢ができるから

４ 面倒だから 

５ 費用がかかるから 

６ その他（                         

 

問42 １日何回歯をみがきますか。

１ １回    ３ ３回     

２ ２回    ４ ４回以上

 

問43 普段お口のケアで、歯ブラシ

（１つ） 

１ よく使っている   

２ ときどき使う   

 

問44 普段、お口の健康のために気

１ 一日２回以上歯みがきをしている

２ 一日１回は丁寧に歯みがきをしている

３ フッ化物（フッ素）配合の

４ うがいをまめにするようにしている

５ キシリトールガムを噛むようにしている

６ 甘い飲食物や間食を控えている

７ たばこを吸わないようにしている

８ よく噛んで食べるようにしている

９ 過去１年以内に歯科健診を

10 過去１年以内に歯科医院で

11 その他（                     

12 特に気をつけていること（
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 歯の健康についてうかがいます 

歯科健診又は必要な治療を受けていますか。（１つ）

けている 

や治療を受けている 

治療を受けていない理由は何ですか。（いくつでも

がなく、必要性を感じていないから 

 

ができるから 

                         ） 

。（１つ） 

     ５ みがかない 

回以上 

ブラシ以外にデンタルフロス・糸ようじ・歯間ブラシ

 ３ たまに使う  

 ４ 使ったことがない 

気をつけていること（実行していること）は何

みがきをしている 

みがきをしている 

の歯みがき剤を使用している 

うがいをまめにするようにしている 

むようにしている 

えている 

わないようにしている 

べるようにしている 

を受けた 

で歯石をとってもらった 

                     ）  

（実行していること）はない 

） 

いくつでも） 

ブラシ等を使っていますか。

何ですか。（いくつでも） 
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問45 歯周病について知っていますか。（１つ） 

１ 言葉も内容も知っている 

２ 言葉は知っているが、内容はわからない 

３ 言葉を聞いたことがなく、内容についても知らない 

 

問46 お口の中の気になる症状はありますか。（いくつでも） 

１ 歯ぐきから血が出る  ６ 歯が痛んだりしみたりする 

２ 歯ぐきが腫れる   ７ 入れ歯が合わない   

３ 歯ぐきが下がり歯が長くなったように見える ８ 口の中が渇く 

４ 歯が動くような気がする  ９ その他（               ） 

５ 口臭が気になる   10  特に気になる症状はない 

 

問47 あなたは、歯ぐきに炎症や歯周病がありますか。（１つ） 

１ 歯ぐきに炎症がある   ２ 歯周病がある   ３ 特にない   ４ わからない 

 

問48 歯や歯ぐきの状態が、全身の健康にも関係することを知っていますか。（１つ） 

１ 詳しく知っている 

２ 内容は詳しくわからないが、聞いたことがある 

３ 知らない 

 

問49 あなたの歯は現在何本ありますか。（入れ歯、インプラントは除き、差し歯、ブリッジは含めます。） 

（    ）本 

 

 

 

 

 

 

 

 

問50 ８０２０運動（８０歳で自身の歯を２０本以上保有す

ることを目指す運動）について、知っていますか。（１つ） 

１ 言葉も内容も知っている 

２ 言葉は知っているが、内容はわからない 

３ 言葉を聞いたことがなく、内容についても知らない 

  

１～５は、歯周病の 

代表的な症状です。 

大人の歯は、「親知らず」が４本全て生

えている場合、この図のように３２本なんだ

ゾウ！（親知らずが生えていない場合は、

２８本になるゾウ。） 

鏡を見ながら、数えてみてね♪ 

歯周病は、２０歳頃から増えて

きて、知らず知らずのうちに進行

しがちだって聞いたゾウ！ 

オイラも、もしかしたら歯周病

予備群かもしれないゾウ・・・ 
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８ お酒についてうかがいます 

問51 あなたはどのくらいの頻度でお酒をのみますか。（１つ） 

１ 飲まない 

２ １か月に１回以下  ４ 週に２～３回 

３ １か月に２～４回  ５ 週に４回以上 

 

 問51-1 適量は一日１合と言われますが、どれくらいの量を飲みますか。（１つ） 

１ １合未満 

２ １～２合未満 

３ ２～３合未満 

４ ３合以上 

 

 問51-2 今後の飲酒に対する考え方で、最もあてはまるものを下記から選んでください。（１つ） 

１ 量を減らそうと思っている ３ このままでよいと思っている 

２ やめようと思っている 

 

 問51-3 節酒（禁酒）するための支援として、どのようなことを望みますか。（いくつでも） 

１ 節酒（禁酒）のための教室の開催 

２ 専門家の指導や助言 

３ 一緒にやめる努力をする仲間 

４ 節酒のための情報提供（ホームページや広報等） 

５ その他（                ） 

６ 不要 

  

１合の目安 
日本酒：１８０ｍｌ    ビール：中瓶１本（５００ｍｌ） 

ワイン：グラス２杯（２４０ｍｌ）  缶チューハイ：１缶（３５０ｍｌ） 

ウイスキー：ダブル１杯（６０ｍｌ） 
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９ たばこについてうかがいます 

問52 喫煙の習慣がありますか。（１つ） 

１ ある   ２ ない 

 

 問52-1 今後の喫煙に対する考え方で、最もあてはまるものを下記から選んでください。（１つ） 

１ 量を減らそうと思っている ３ このままでよいと思っている 

２ やめようと思っている 

 

問53 あなたはこの1か月間に自分以外の人が吸っていたたばこの煙を吸う機会（受動喫煙）がありま

したか。次の（1）～（６）について、あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。 

 いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 

（1）家庭 1 2 3 4 5 

（2）職場 1 2 3 4 5 

（3）飲食店・商業施設（スーパー等） 1 2 3 4 5 

（4）公共交通機関（駅・バス停等） 1 2 3 4 5 

（5）遊技施設（パチンコ店・カラオケ店等） 1 2 3 4 5 

（6）その他（           ） 1 2 3 4 5 

 

問54 不特定多数の人が利用する公共施設等の禁煙・分煙に対する考え方につい

て、最もあてはまるものを下記から選んでください。（１つ） 

１ 敷地内全面禁煙を望む   

２ 施設内全面禁煙を望む   

３ 施設内完全空間分煙で十分 

４ 施設内での仕切りのない空間分煙でよい 

５ 禁煙も分煙も望まない 

  

「完全空間分煙」とは？ 

  仕切り等を設けることによっ

て、喫煙所以外で煙を一切吸

わないようにすることをいいま

す。 

「完全空間分煙」

って、なあに？ 

たくさんの質問にお答えいただき 

感謝申し上げますゾウ。 

次が最後のページだゾウ！ 
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10 お住まいの地域についてうかがいます 

問55 あなたにとって、ご自分と地域の人たちとのつながりは強い方だと思いますか。（１つ） 

１ 強い方だと思う   ３ どちらかといえば弱い方だと思う 

２ どちらかといえば強い方だと思う ４ 弱い方だと思う 

 

問56 あなたのお住まいの地域についておたずねします。次の（1）～（6）について、 あてはまる番

号を１つ選んで○印をつけてください。 

 

 

〔地域の状況〕 

そう思う 
やや 

そう思う 

どちらとも

いえない 

あまり 

そう思わ

ない 

全く 

そう思わ

ない 

（1）お互いに助け合っている 1 2 3 4 5 

（2）信頼できる 1 2 3 4 5 

（3）お互いにあいさつをしている 1 2 3 4 5 

（4）問題が生じた場合、お互いに 

力を合わせて解決しようとする 
1 2 3 4 5 

（5）地域のきずなをもっと深めたい 1 2 3 4 5 

（6）人間関係がわずらわしく感じる 

ときがある 
1 2 3 4 5 

 

 最後になりますが、新座市の健康づくりについて日頃感じていることや、ご意見・ご提案等があり

ましたら、次の枠内にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お忙しい中、調査にご協力いただきありがとうございました。この調

査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、5 月 9 日（金）

までに投函してください。 

 この調査は、無記名調査ですので、お名前を書く必要はありません。 
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